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序 文

沖縄県内には、グスクと呼ばれる遺跡か数多く存在しています。グスクにつ

いては、沖縄の歴史を理解する上できわめて重要であり、且つ先人たちの遺し

た貴重な文化遺産の一つだといわれています。ところが最近における諸開発事

業の進行等にも関連して、これらのグスクの保謹が大きな問題となってきており

ます。たとえば、グスクの多くが石灰岩丘陵上に立地することから骨材用の採

石の憂き目にあったり、あるいは眺望のきく比較的高い場所に位置することから

宅造によって破壊されたり、その問題の大きさがますます深刻になってきてい

ます。

これらの現状を踏まえ、当教育委員会では、文化庁の補助金を得て県内（今

回は宮古・八重山等の先島地域を除いた）に所在するグスクの分布調査を実施

してきましたか、今回その報告書を刊行して遺跡の保護に資することにしまし

た。分布調査は当初、昭和52年度から継続 4ヵ年事業として取り組み、昭和55

年度に終了することになっていましたか、その間、県内埋蔵文化財緊急調査等

の急増によって調査員の手不足を招ぎ 2ヵ年間事業を中断する結果となってし

まいました。

このように当初の計画とは違って、厳しい状況の中での調査となりましたか、

従来文献や口碑伝承などでまったく知ることの出来なかった新たなグスクの発

見やグスクに伴う石垣遺構の発見、あるいはまた、遺跡の保存の上で必要な範

囲の確認ができるなど大きな成果をあげることが出来ました。

最後に、報告書の刊行にあたり調査をi旦当された各調査員をはじめ、調査に

協力された関係各位に対しまして、深く感謝の意を表します。

本報告書が広く県民の方々に利用され、グスクの保存、活用、研究に役立て

れば幸いです。

昭和 58年 3 月

沖縄県教育委員会

教育長 新垣雄久



例 言

1. 本書は沖縄県教育委員会が国庫補助事業として計画し、文化課が担当実施した県内グ

スク分布調査事業の調査報告書である。

2. 調査は昭和52年度から昭和57年度まで断続的に 3次に亘って行われ、調査対象地域は

沖縄本島及ぴ周辺離島に限った。なお、先島地域については今後あらためて計画実施さ

れる予定である。

3. 本告に収録した「グスク」は文献およぴ地域住民の間で伝わっているグスクについて場

所の確認を行い、その概要と位置を記述した。なお、場所の確認ができなかったグスク

については、未確認のグスクとして第 3表に一括してまとめてある 。

4. 現在、グスクについては「グえク」、 「グシク」二つの呼ぴ方で使われているが、当教

育委員会では「おもろさうし」等の文献の表記に従い「ク女ク」に統一して表記してある。

5. 各グスク名の呼称については方言名をカタカナにし、別称を「 j 内に入れた。

6. グスクの中で文化財に指定されているものは「 城跡」とし、指定されてないグ

スクについては「 グスク」と表記した。

7. 各グスク概説の文末にRとして参考文献を載せてある。

8. 本書に使用した地図は、建設省国土地理院発行の200,000分の 1地形図を使用したも

のである。

9. 文献一覧表については、総括的なもの、個別地域に関する文献、調査報告書類などを

列挙し、 グスクについてさらに深く研究される方々の便に査することにした。

10. グスクの実測図については、旧琉球政府文化財保護委員会の頃の図面は山里銀造氏、

又吉真三氏、新城徳祐氏などが作成した図を使用し、その他浦添グスク、北谷グスク、

八重瀬グスク、屋良グスクの実測図については当該教育委員会から提供してもら った。

その他の実測図については県文化課の当真ど上原が主として作成したものである。

11. グスク概説における原稿執筆者の分担は、第一章第 3節の 2のなかに列記してある 。

文貢は各項の文末に記した。

なお、編集は比嘉春美氏の協力を得て当真が行った。

12. 地図や実測図のトレースは東美代子、大城明子が行い、図版作成及ぴ第四章の表作成

については主として比嘉春美が行った。

13. グスクー院表の番号と、グスク分布図の番号、及ぴ文中のグスクの番号については符

合している 。

14. 本書が沖縄県内におけるグスクの保存、あるいは学術的側面からの性格の把握に一抹

でも寄与できれば本調査の意義の評価とともに幸いに存じます。

15. 表紙題字は城間雨邦氏揮癒による。
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第一章 はじめに

第 1節調査の経過

昭和43年度、当時の琉球政府文化財保護委員会の監修による 『全国遺跡地図 (i中
縄）』 には67箇所（そのうち 15箇所は文化財指定を受けている ）のグスクが登載さ
れている。昭和50年から昭和51年にかけて復帰後はじめて沖縄県内の大がかりな遺
跡分布調査が実施され、その時点で沖縄本島とその周辺離島に分布するグスクの数
は 122箇所に増加した。しかし、従来からいわれているグスクの数は200箇所とも300
箇所ともいわれており 、今日までその明確な数は不明のままとなっている。

グスクと呼ばれる遺跡は北は奄美大島から南は宮古 ・八重山の先島に至るまで広
く分布し、その性格や機能・内容等をめぐって現在学問上の大きな論争が展開され
ている。はたして、グスクとは何なのか。この論争は今や沖縄の歴史研究の中でも
ー大焦点の観を呈してきているが、グスク研究の最も基本とする現地踏査が思いの
ほか進展せず、そのことが研究の大きな障害となりつつある。

このような情勢の中で、復帰後諸開発が進むにつれ、おおむね見晴らしのよい石
灰岩丘陵上に位置するこれらのグスクが破壊 ・消滅の危機に瀕するという新たな状
況がおこってきた。それで何としても県内に所在するグスクの実態把握と同時にそ
の分布図の作成作業が急務となってきたわけである。

かくして県文化課では、昭和52年度から 4カ年計画で県内グスク分布調査を実施
することになった。調査は沖縄県内を北部地区、中部地区、南部地区の3地区に分
け、各 1年間づつ北部地区から南の方に順に実施していくことになった。

第 1年次の昭和52年度は、北部地区のグスク分布調査が取り組まれることになり
文化庁から委保71号で国庫補助金の交付決定通知を受け、早速調査会議が開かれ本
格的な分布調査が開始された。第2年次は昭和53年度予算で中部地区の調査が第 1
年次の要領で実施された。 ところか昭和54年度と55年度は、諸開発に伴う埋蔵文化
財の緊急調査が急増して、調査員の手不足を招き調査を中断せざるを得な〈なった。
その間、今まで遺跡が皆無とされていたジャーガル土壌地帯にもグスク時代の遺跡
が発見され始め、この地域における調査の必要性が痛感されてきた。

第3年次は、昭和56年度南部地区の調査が再開され、いよいよ昭和57年度に至っ
てこれまで調査してきた 3地区の成果をまとめて報告書を刊行することになった。
このグスク分布調査はこれで完結したわけではない。今後は先島地区の調査が残さ
れており、またこの成果もいずれ報告書として刊行されていくはずである。
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第 2節 調査の方法

この調査はまず、グスクについての所在確認を行い、それをー記録することが第一

の目的であった。そのため文献上に記載されたグスクについて、個々に現地踏査を

実施しながら所在を確認し、あわせて新発見のグスクを追加していく方法を採った。

調査の対象は、文献およぴ地元の人びととの間でグスクと呼ばれているものは全て

含むものとし、その他に例えば渡名喜島の里造跡のような現在地元ではグスクと

呼ばれてはいないが、高い所に位罰していてグスク時代遺物が出土するグスク様の

遺跡をもここに含めることにした。なお、この分布調査を実施する過程でグスク以

外の同時代遺跡を多数発見することが出来た。この種の遺跡は、おおむねグスクが

立地する小高い丘や丘陵の中腹から麓およびグスクの周辺に形成されており、これ

らの遺跡がグスクと対置される集落跡とも考えられることから注意を喚起する意味

で本報告書ではこの遺跡を一荒表にまとめて研究の便に資することにした。

具体的な調査は、文化課の 6人の史跡、埋蔵担当専門員が調査員となり、それに学

校の先生をはじめ考古学研究者等15人の委嘱調査貝に依頼して実施していった。

調査方法と調査カードについては次の通りである。

調査にあたっては現地踏査を主体とし、グスクの表面観察や逍物の表面採集等の

考古学的な概観調査を行うと共に、グスクの所在地についてはきちんと確認した上

で25,000分の 1地形図にその地点を記入した。さらにグスクに関するオモロを拾い

あげ、それをカード化することにした。

調査事項は、グスクの所在地、地目、指定の有無、立地、範囲、形態、遺構、古

文献、口碑伝承、出土遺物、保存状況などであり、その他出来る限りグスクの簡易

測量を実施し不可能な場合は見取図、略図などを作成することにした。また写真撮

影はグスクの遠景や近景、あるいは特徴ある部分などを写し、保存することにした。

なお、これらの成果は沖縄県教育委員会文化課で保管してある。

第 3節 調査の体制およぴ成果の記録

l. 調査の体制

調査員

県文化課職貝（史跡埋蔵文化財担当専門貝）

安里嗣淳上原静大城慧岸本義彦金武正紀当真嗣一

委嘱調査員

座間味政光 （石川高等学校教諭）

嵩元政秀（興南高等学校教諭）

宮城長信（大平高等学校教諭）

吉浜 忍（知念高等学校教諭）
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嶺

城

嘉

城

袋

城

城

城

念

大

島

金

宮

湖
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朝

春

秀

亀

利

山 田

勇（沖縄県立博物館）

操 （ 興 南 高等学校教諭）

健（文化課嘱託調査貝）

美 (I I)

子 (I I)

洋 (I I)

信 (I I)

旭（沖縄市教育委員会）

清（糸満市教育委員会非常勤）

聰（文化財保 護 指 導 貝 ）

正（佐賀県鳥栖市教育委員会）

勲（名古屋大学考古学研究生）

2. 

本

報告書の執箪分担

本書のグスク分布概説は、次の通り分担して執筆した。

安里 嗣淳 アマグスク、伊是名城跡、伊江城跡、勝連城跡、知花グスク、越来グ

盛

上原 盆手
主

Pl

大城 慧

大城

岸本

金城

金武

秀子

義彦

亀信

正紀

湖城 清

座間味政光

スク、仲宗根グスク、座喜味城跡、中城城跡、首里城跡、南山城跡、具

志川城跡（糸満）

伊計グスク、伊祖城跡、仲間グスク、ジリグスク、石原グスク（豊見城）

古間グスク 、寒水グスク 、垣花グスク、大城グスク、根石グスク 、船越

グスク、フェンサグスク、八重川グスク、宇江城グスク

喜友名グスク、我如古グスク、黄金森グスク、嘉数グスク、我謝遺跡、

稲福遺跡、大里城跡、三重グスク、大城グスク、玉城城跡

ミン トングスク

田名グスク、ヤヘーグスク、前田グスク、親富祖グスク、内間グスク、

ジングスク、メーグスク、沢砥グスク、

（五十音順）

シルグスク、皇グスク

兼城グスク、照屋グスク、与座グスク、武富グスク、カタハラ グスク、

糸洲グスク、安里グスク、大城森グスク、伊敷グスク、新垣グスク 、チ

ングスク、オドサトグスク、潮平グスク、上座グスク、波平グスク、当

間グスク、奥間グスク

内グスク、シイナグスク、ハナグスク、今帰仁城跡、屋我グスク、アマ

グスク、大グスク、上グスク、親グスク、親川グスク（羽地）、名護グス

ク、上里グスク、泊グスク

米須グスク、ガーラグスク、佐｝慶グスク、上里グスク 、真栄平グスク、

伊波城跡、喜屋武グスク、天願グスク、具志川グスク（具志川）、安疫名

城跡、 江洲グスク 、安谷屋グスク 、大城グスク
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島袋 洋 嘉手納グスク、マテージグスク、イ ットカグスク、ヤクミーグスク、国

直グスク、カナグスク、仲間グスク、真壁グスク、プリ原グスク、チチ

ャマグスク、摩文仁グスク

嵩元 政秀 ヒニグスク、新垣グスク、フニグスク、平安名（上）グスク 、ナチヂング

ク （ヤプチ）、平安座西グスク、平安座束グスク

玉城 朝健 瀬長グスク、国吉グスク、真栄里グスク、賀数グスク、阿波根グスク、

喜屋武古グスク

知念 勇 古宇利グスク、山川チヂグスク、ジングスク、三重グスク

当真 嗣ー イシグスク（大宜味）、ターラグスク、ミームングスク、瀬底グスク、備瀬グ

スク、本部具志川森グスク、ウチグスク、真喜屋グスク、デーグスク、

嘉賜上グスク、 i英那グスク、金武グスク、恩納グスク、イチグスク、屋

良グスク、兼箇段グスク、喜屋武グスク、浜グスク、比嘉グスク、イシ

グスク（西原）、棚原グスク、幸地グスク、津喜武多グスク、我謝遺跡、

浦添城跡、排城、石田グスク、屋良座森グスク、御物グスク、硫黄グス

ク、天妃グスク、サキハラグスク、長嶺グスク、平良グスク、ユダマグ

スク、ウチミグスク、八重瀬グスク、佐敷グスク、ヰナグナーワンダー

遺跡、安座間グスク、志喜屋グスク、ティミグスク、仲栄真グスク、糸数

城跡、具志頭上グスク、多々名グスク 、具志頭グスク、新城グスク、束

辺名グスク、山城グスク、グスク山、スンジャグスク、アマグスク（渡

名喜）、里遺跡、具志JII城跡（久米島）、久根グスク、ウニシグスク、塩原

城跡

中村 昌尚 小グスク、伊敷索城跡、マカイグスク、宇江城城跡、登武那既城跡、ク

ィングワグスク、与那嶺グスク、天宮グスク、ミンチャプナーグスク

中村 應、イチグスク

比嘉 春美 富盛グスク、アメラグスク、クポウグスク、新川グスク、台グスク、小

禄グスク、具志グスク、保栄茂グスク、渡橋名グスク、テミグラグスク

屋比久グスク、知名グスク、知念城跡、石原グスク（糸満）、世名城グ

スク、豊見城グスク

宮城 長信 アマングスク、奥間グスク、根謝銘グスク、喜如盛グスク、津波グスク

天久グスク

宮城 利旭 インジングスク、アマグスク、メーダグスク、、ウフグスク、宇座グスク

瀬名波グスク、トウヤマグスク、アンナーグスク、タカヤマグスク、マ

シリグスク、 トマイグスク

なお、全体の総括 ・編集は比嘉春美氏の協力を得て当真嗣ーか行った。
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第二章 総 論

近年、中世城館跡の分布調査や発掘調査などの考古学的調査が全国的に増え、そ

の研究の進展も著しい。日本本土の中世城館跡に比定できる遺跡としてわか南島で

は、グスクの存在が広く知られており、この全国的な中世城館跡調査の気運に乗じ

て進められてきたのが今回のグスク分布調査である。

北は奄美大島から南は与那国島に至るまで広く南島に分布するこれらのグスクに

対し、沖縄学の先人たちは 「城」の字をあて按司と呼ばれる支配者の居城として理解

してきた （注 1)。ところが最近、グスクは「城」にあらずという疑問が提起されグ

スクをめぐる論議力叶我に活発化してきた。その代表的なものとして一方では仲松弥

秀氏の「聖域説」 （注 2)があり、他方では嵩元政秀氏の 「集落説」 （注 3)をあげる

ことができる。この両説は、これまでの「沖縄の城は按司や世の主の居城」だと し

てはぼ定説化していたグスクに大胆な問題提起を行う結果となり、現在この二説を

軸にして論争が展開されている。

ところでグスク＝城だと固く信じられていたのが、何故今になって否定的な意見

が出されるようになったのか。その理由は帰するところ次の 2点にしぼられる。そ

の一つは、グスクの地形上の立地面からの疑問であり、それはグスクの地理学的観

察結果によるものであった。二つには、考古学的な調査結果から遅き出された結論

であり、遺跡・遺物を通じて解釈された考え方からである。さて、われわれは今こ

の論争に深く立ち入る余裕は与えられていないが、たしかに現状のグスクそのもの

は現象的に見る限り、種々異った視点からのアプローチが可能な遺跡であり、それ

ゆえにこそ現在各人各様のグスク論がうまれてきているのである。

今回の調査で確認されたグスクの数は、総数 223件である。その内訳は北部地区

45件、中部地区 65件、南部地区 113'.件となっていて、北部地区に薄く、南部地

区に厚く分布している。グスクが立地ずる地形はすべてが一様でなく、 1)石灰岩

台地の先端部（多々名グスク、浦添城跡、伊祖城跡など）、 2)独立丘（勝連城跡、

安艇名城跡、フェンサグスクなど）、 3)崖に面する 台地の一部に半円形状に石垣

を周らしたもの（サキグスク、スンジャグスクなど）、 4)尾根続きの一峰を利用

したもの（上里グスク 、石原グスクなど）、5)ー側か断崖に面し他方は緩傾斜を

示して微高地となつているもの（米須グスク、今帰仁城跡など） 、6)海に突出する

断崖の上に築かれたもの（久米島具志川城跡、具志川市具志川グスクなど）、7)

満潮時になると陸と分断される孤島に築かれたもの （伊平屋のヤヘーグスク、座間

味村のシルグスク など）などの形式かある。

これらのグスクは、城郭の立面的地形を標準とした分類法（地取三段）に従って

区分すると平城、山城、平山城に分類されるのであるが、新城徳祐氏はこれに海城
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を加えて四分類を試みている （注4)。次にグスクの規模であるが、大は中城城跡の

ごとき10万面以上もあるグスクから小は僅か10数m'のグスクまそあり、千差万別と

なっているのである。そこでいえることはどんなに小さなグスクでも 1~ 2軒の建

物が建つほどの平場が人為的に築成されているということであろう 。例えば仲松弥

秀氏が面積の小さいグスクの例としてあげてある恩納グスク（恩納村）や新川グス

ク（津堅島）にしてもやはりグスク内に人為的な平場を認めることが出来るのである。

ところで沖縄のグスクは、日本本土の中世城館跡と異なり土塁、濠、堀などの構

築技術が見られず、もっぱら天倹の要害の地を利用し、必要とあらば石垣を積み周

らすというふうに築かれているというのが通常である。これらのグスクについて鳥

羽正雄氏は、用途上の種別によって国主の城、按司の城、国主もしくは按司の支城、

海防の城、貯蔵所の城の五種類に分け、これらの城は 「本土の城に比すれば、武家

時代における地方豪族の居城およびその支城に相当するものが大部分を占め、他に

わずかに海防の砲台が存するのである」 （注 5)といっているがまさに窺った見解と

して注意しておきたい。

次にグスクの成立時期や時代概観について述べよう 。高宮廣衛氏は、かつてグス

クから出土する遺物のコンビネーションによって前期、中期、後期として城時代の

編年を試みたことがある。この編年は、按司の出現と城の起源が一致するかどうかは

不明だとしながらも 、按司発生の母胎は少な〈とも貝塚時代にさかのぽらせる必要

があろう（注6) とする見解をベースにまとめられたものであった。また箪者はグ

スク時代を、成立期（初期）、発展期、成熟期、衰退期（終末期）の四期に区分し、

グスクの生成発展過程を歴史的視座に入れて考えたことがある（注 7)。成立期は按

司あるいはアサが発生した時期でフェンサ城貝塚の第III層の時期とした。発展期は

フェンサ城貝塚第II層期で、海外貿易がかなり活発化する時期として把え、グスク

のほとんどがこの時期に築かれたと考えた。そしてこの時期を遺物の面からは、 13

世紀頃と考えられるとしたのである。成熟期は海外貿易が盛んに行われた14世紀か

ら15世紀前半頃で、衰退期は沖縄全域が統一され、首里が中心となる15世紀後半か

ら16世紀前半頃と考えた（注 7)。

烏羽正雄氏は沖縄史の時期区分を沖縄城郭史の上から

第一期 三山分立以前 （天孫氏系統、舜天系統、英祖系統前期）（上古～鎌倉時

代中期）

第二期 三山分立期（英祖系統後期、察度系統、尚思紹系統前期 （鎌倉時代末期

～室町時代初期）

第三期 中山一統前期 （尚思紹系統中期と後期、尚円系統前期）（室町時代中期）

第四期 中山一統後期 （尚円系統中期と後期）（室町時代後期～明治初期）

に分けている。
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これまでのグスクの発掘成果によると初期のグスクから出土する輸入陶磁器のほと
んどが13-14世紀に集中する傾向を示 していることから考えると、 グスク成立の時
期を13世紀頃かあるいはそれより古くみてもせいぜい12世紀頃までにおいた方がよ
り妥当な線のよ うに思われる。

第 2表にまとめてあるのは、これまで実施されたグスク調査の一覧表である 。こ

の一覧表からもわかるとおり、グスク研究の最も基本となる現地踏査についてはご
〈限られた研究者を中心に進められてきているというのが現状であり、グスクの本
格的な調査研究はまだ緒についたばかりという状況である。

最後に、今後のグスク調査における基本的課題について若干述べておきたい。

グスクの調資は、グスクの考古学的調査はもちろんのことグスク平面図の作成、
石垣の形態および技術論的復原、あるいはグスク立地の地形的復原と軍事学的な検

討を行い、その中であらためて rおもろさうし』だとか、 r琉球國由来記』『琉球國

旧記』 『家譜』などの古文瞥類による研究を合体させ、両者を歩みよらせる研究方

法が必要だと考えるのである 。このような研究を志向するがゆえに今回の報告書で
は、 rおもろさうし』に出てくるグスクや 『琉球國由来記』にでてくるグスクを抽出
し研究の便に資することにした。なお、『おもろさうし』は、外間守善・西郷信綱校
注「おもろさうし」『日本思想大系18』岩波書店刊により、 r琉球國由来記』は、

伊波普猷・東恩納寛惇・横山重編の 『琉球史料叢書二J 井上書房刊によ った。

（当真嗣 ー）

注 1 比嘉春潮 r沖縄の歴史』沖縄タイムス 1959年 4月
注 2 仲松弥秀 「グシク考」 『沖縄文化』 5 沖縄文化協会 昭和36年
注 3 嵩元政秀「 『グシクjこついての試論」 r琉大史学』創刊号 昭和44年
注 4 鳥羽正雄 『日本城郭史の再検討』名著出版 昭和55年

注 5 注4に同じ

注 6 高宮廣衛「沖縄」『 日本考古学』古墳時代上 河出書房 昭和41年
注 7 当真嗣ー「沖縄のグシク」 『考古資料の見方 〈遺跡編〉』地方史マニュア

ル 5 柏書房昭和54年

注 8 注 4に同 じ
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第 2表 グスク及びグスク時代の遺跡調査年譜

年 月 調査遺跡名

1924年 首里城内の発掘調査

1936年 浦添城・首里城・照屋城・南山城の発掘調査

1959年 8月 糸満市具志川城の測塁

＂ 9月 知念村知念城跡の測批

II II月 糸満市南山城跡の測最

＂ 
II月 王城村糸数城跡の測祉

＂ 10月 今帰仁村今帰仁城跡の測量

1960年 沖縄の古瓦について調査

＂ 1月 玉城村王城城跡の測飛

＂ 
1月 石川市伊波城跡の測祉

＂ 
2月 具志川市安ヶ名城跡の測量

＂ 2月 浦添市・伊桂城跡の測戯

＂ 2月 糸満市米須城跡の測祉

II 2月 玉城村垣花城跡の測祉

＂ 5月 久米島伊敷索城跡の測拭

＂ 5月 久米島具志川城跡の調査

＂ 屋部川川口古瓦出土地の調査

1961年 8月 中城村中城城跡の測盈

1963年 4月 久米島・塩原城跡の測籠

1964年 5月 勝連町勝連城跡の測祉

＂ 勝連城跡の発掘調査 （第二次）

＂ I根謝銘グスクの発掘調査

＂ 具志川市具志川城跡の発掘調査

1965-68年 勝連城跡の発掘調査 （第三次）

1965年 ヒニグスクの発掘調査

1967年 フェンサグスク貝塚の発掘調査

1968年 糸数城跡の発掘調査

＂ 平安座西グスクの発掘調査

1969年 稲福遺跡の発掘調査 （一次）

1970年 稲福遺跡B地点の発掘調査 （二次）

＂ 勝連城踪発掘調査（四次）

1971年 沢砥グスクの発掘調査
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伊藤忠太

琉球文化財保護委且会
（新城徳祐、又吉立三 、山里銀造）

大川

＂ 

I
I
I
I
I
I
 

＂ 

調査者

清

鎌倉芳太郎

＂ 

II 

＂ 
＂ 
＂ 

琉球文化財保護委且会
（新城徳祐、又吉其三 、山里銀造）

＂ 

＂ ＂ 
II 

＂ 
＂ ＂ 
＂ 

JI 

＂ ＂ 
＂ ＂ 

大川 消

琉球文化財保護委且会
（新城徳祐、又吉立三、 山里銀造）

＂ ＂ 
II 

＂ 
宮城長信

高宮廣衛

琉球政府文化財保護委貝会

謀元政秀

琉球大学史学科

安里 進

友寄英一郎

＂ 

I
I
I
I
 

謀元政秀

琉球大学考古学研究会

琉球大学考古学研究会

琉球政府文化財保護委貝会

琉球政府文化財保護委貝会



1971年 稲福上御願遺跡・ A地点の発掘調査（三次） 沖縄考古学連合会

＂ 
勝連村南風原古扁遺跡の発掘調査 謡元政秀 嘉手苅秀子

＂ 
伊波後原遺跡の発掘調査 当 真~ 嗣一

1972年 新垣グスクの発掘調査 諜元政秀 嘉手苅秀子

1973年 座喜味城跡遺跡構調査 読谷村教育委貝会

1974年 座喜味城跡遺構調査 II 

＂ 
稲福遺跡の試掘調査 琉球考古学研究会

＂ 
勝連城跡管理策定 勝連町教育委貝会

1976年 3月 糸数城跡の管理策定 玉城村教育委貝会

1977年 3月 御物グスクの発掘調査 沖縄県教育委員会

＂ 
里遺跡の発掘調査 渡名喜村教育委貝会

II 今帰仁城跡管理策定 今帰仁村教育委員会

1978年 7月 八重瀬グスクの発掘調査 東風平村教育委員会

＂ 
屋良グス クの発掘調査 嘉手納町教育委貝会

座喜味城跡の遺構調査 読谷村教育委貝会

1979年 7月 佐敷グスクの発掘調査 佐敷町教育委貝会

II 座喜味城跡の遺構調査 読谷村教育委貝会

＂ 
久志貝塚 • 前田水田跡の試掘調査 名護市教育委貝会

1980年 安和貝塚の試揺調査 名護市教育委員会

＂ 
今帰仁城跡の遺楕腐査(-82年） 今帰仁村教育委貝会

＂ 
7月 溝原貝塚の発掘調査調査 名護市教育委貝会

＂ 
インジングスクの試掘 沖縄市教育委員会

1981年 我謝遺跡の発掘調査 西原町教育委員会

II 勝連城跡の遺構調査 勝連町教育委貝会

1982年 6月 浦添城跡の発掘調査 浦添市教育委員会

＂ 中城城跡管理策定 中城教育委員会

注 ① 報告対象区である沖縄本島及ぴ周辺離島にとどめた。

② r文化財要覧』 1956年-1962年 琉球政府文化財保護委貝会

③ 当其嗣ー 「沖縄諸島の考古学研究」『琉球史学』 第 7号 1975年 を参照した。

④ 友寄英一郎 編 r琉球考古学文献総目録 ・解題J束出版亨楽社 1977年を参照した。
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第 3表 沖縄本島及び周辺離島グスク一覧

北 部 地 区

地図
グスク名 別 名 所 在 地 備 考 註番号

1 田 名 城 跡 伊乎屋村字田名 村指定 ① 
2 ヤヘーグスク

＂ ＂ @ 
3 伊是名城跡 伊是名村字仲田 県指定 ① 
4 アマグス ク II 字勢理客 ① 
5 伊 江 城 跡 伊江村字束江上 県指定 ① 
6 アマングスク 辺土グスク 国頭村字辺土 ⑲ 
7 奥問 グス ク 見里森グスク⑫ 国頭村字奥間 ① 
8 根謝銘グスク ウィ グス ク 大宜味村字謝名城 1964年発掘 ① ， 喜如嘉グスク

＂ 字喜如嘉 ① 
10 津波グス ク

” 字津波 ① 
11 石 グ ス ク II II ① 
12 内 グ ス ク 玉 グス ク 今帰仁村字玉城 ② 
13 今帰仁城跡 北山グ ス ク II 字今泊 国指定巧境整備実施中 寧
14 シ イナ グ スク

＂ 字呉我山 ⑫ 
15 ハナ グス ク 与那僻グスク⑪ ” 字与那嶺 ⑱ 
16 ターラグスク

＂ 字今泊 ⑲ 
17 ミー ム ング スク

＂ ＂ ⑲ 
18 古宇利グスク 今帰仁グスク ＂ 字古宇利 R 
19 瀬底 グ ス ク ウチ グ スク 本部町字瀬底 ① 
20 備瀬 グ ス ク

＂ 字備瀬
＂ 21 本部具志川森グスク II 字屋比久 II 

22 山川チヂ グ ス ク
＂ 字山川 ⑥ 

23 陣 グ ス ク 鼓グ ス ク ＂ 字伊豆味 ⑲ 
24 アメラグスク

＂ 字大浜 啜
25 店盛 グス ク

＂ 字具志堅 II II 

26 屋我 グス ク 名渡市字展我 ⑦ 
27 アマ グス ク ” 字 II II 

28 ウ チ グスク
＂ 

字 II

＂ 29 大 グ ス ク 源河 グスク ① ＂ 字源河
＂ 30 上 グ ス ク 仲 尾 次 グス ク

＂ 字仲尾次
＂ 31 真喜 屋グスク

＂ 字真喜屋 ⑭ 
32 親 グ ス ク

＂ 字川上 ⑦ 
33 親川 グス ク 羽地 グ スク ＂ 字親川 II 

34 デ ー グ ス ク II 字田井等 ⑧ 
35 前田 グ ス ク

＂ 字屋部

＇ 36 名護 グス ク ナングスク ＂ 字城 ⑦ 
37 上里グス ク 久志 グスク II 字久志 ⑦ 
38 嘉陽上 グス ク

＂ 字嘉陽 ① 
39 漢那 グ ス ク 宜野座村字漢那 韓
40 金 武 グス ク 金武町字金武 ① 

-12-



41 

42 

43 

44 

45 

恩納グスク

ィチグスク

山田グ ス ク

ガヂャ グ ス ク

アンナーグスク

大田グスク①

ナーグスク

恩納村字大田

II 字前兼久

字山田

字真栄田

字宇加地

＂ II 

＂ 

⑭

II

①

⑭

R

 

中 部 地 区

4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
5
6
5
7
-5
8
5
9
6
0
-61
-6
2
6
3
6
4
6
5
6
6
6
7
6
8
-6
9
7
0
7
1
7
2
7
3
-7
4
7
5
7
6
7
7
7
8
7
9
8
0
-8
1
8
2
 

カナグスク

瀬名波グ ス ク

宇座グスク

トウヤマグスク

マテージグスク

座喜味城跡

タカヤマグスク

ィ ッ トカグスク

ヤクミーグスク

トマイグスク

ウフグスク

メーダグスク

嘉手納グスク

屋良グ ス ク

国直グス ク

伊波城跡

天願グスク

安慶名城跡

兼箇段グスク

具志川 グ ス ク

江洲グス ク

喜屋武グスク

クーグスク

伊計グス ク

泊グスク

平安座束グスク

平安座西グスク

ナチジングスク

平安名上グスク

7 ニグスク

勝連城跡

浜グスク

比嘉グ ス ク

クポウグスク

新川グスク

知花グスク

越来グス ク

カクリグスク

読谷山グスク

美里グスク

っちグスク

大川グスク

土グスクR

火打嶺グスク・喜唇武?-プ

西 グ ス ク

平安名グスク

イリグスク

アガリグスク

読谷村字瀬名波

II 字"

字宇座

字川平

字長浜

字座喜味

＂ 
字波平

字大湾

字渡具知

字大湾

II 字"

嘉手納町字嘉手納

" 字屋良

" 字国直 (1B)

石川市字伊波

具志川市字天願

JI 字安殿名

字兼箇段

字具志JII

字宮里

字仲嶺

JI ・字宇堅

与那城村字伊計

JI 字宮城

字平安座

字 "

II 字屋慶名

勝連町字平安名

字 II

字南風原

字浜

字比嘉

字津堅

II II 

沖縄市字知花

II 字越来

II 

＂ 
I
I
I
 

ー

＂ 
II 

＂ 
＂ 
＂ 

II 
II 

II 

＂ 

＂ 
＂ 

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
II 

米軍基地建設による 1部破壊

国指定

国道58号線による一部破壊

宅地造成による破壊

1978年発掘

米軍基地内

県指定

国指定

1968年発掘

国指定 環境整備実施中

展望台建設のため一郁薮壊

1920年ごろ採石のため一昴薮壊

R
I
I
I
I
I
I
R
螂
⑫
R
⑪
⑪
⑲
一
①
I
I

①
一
⑮

"
1
1
1
1
1
1
"

⑲
一①

"

1

1

"

⑮
一
①

"
I
I
I
I
I
I

II

II

IIII 
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83 仲宗根グスク ウチグスク 沖縄市字仲宗根 1966、79年調査仲宗根貝域、 n合遺粧 ⑪ 
84 ィンジングスク

＂ 字嘉真良 R 
85 アマグス ク

＂ 字大里 ⑬ 
86 北谷グス ク 大川グスク 北谷町字謝苅 米軍基地内 ① 
87 イ チ グス ク II 11 ⑲ 
88 喜友名グスク 宜野湾市字喜友名 米軍基地内 ① 
89 我如古グスク

＂ 字我如古 宅地造成による破壊
＂ 90 黄金森グスク II 字大謝名

＂ 91 嘉数グス ク ウチグスク ＂ 字嘉数 ⑲ 
92 ヒ 二 グス ク 北中城村字屋宜原 1965年発掘 ① 
93 安谷屋グスク

＂ 字安谷屋
＂ 94 大城グス ク ミーグスク

＂ 字大城 採石・ゴル7場撻ばによる一部岐壇 ⑮ 
95 マーシリグスク

＂ 字熱田 ⑲ 
96 中 城 城 跡 中城村字泊 ・国指定 ① 
97 台 グ ス ク

＂ 字泊 ⑱ 
98 新垣グス ク II 字新垣 1972年発掘 ① 
99 イ シ グス ク 西原町字千原 ⑳ 
100 棚原グス ク

＂ 字棚原 採石により北側破壊
＂ 101 幸地グス ク

＂ 字幸地

＂ 102 津喜武多グスク II 字小波津 宅地造成による破壊
＂ 103 我 謝 遺 跡 ョナ グ スク

＂ 字与那城 1981、1982年発掘
104 浦 添 城 跡 浦恭市字仲間 1982年発掘 ⑳ 
105 伊 祖 城 跡

＂ 字伊祖 II 

＂ 106 親富祉グスク
＂ 字屋富祖 II 

107 内間 グス ク
＂ 字内間

＂ 108 沢砥グス ク
＂ 字沢砥 1972年発掘

＂ 109 ジ ン グス ク
＂ 字前田

＂ 110 皇 グ ス ク II 字城間 ⑳ 

南部 ・地区

111 首 里 城 跡 那覇市当之蔵町 国指定 ① 
112 クンダグスク II II ⑱ 
113 石田 グス ク II 字石田 宅地造成により全壊 ① 
114 三 重グス ク 新グスク・北砲台 II 西三丁目 II 

115 屋良座森グスク
＂ 住吉町 米軍甚地内全壊

＂ 116 御物グス ク 看見グスク II 垣花町 米軍基地内 II 

117 天久グス ク II 字天久 宅地造成による破壊
＂ 118 具志グス ク II 字具志 RR 

119 小禄グス ク II 字小禄

＂ 120 硫黄グス ク II 字通堂町 全壊 @ 
121 天妃グス ク

＂ 
字久米町

師
122 サキハラ グ スク II 字鏡水 @ 
123 閑見城グスク 豊見城村字豊見城 @ 
124 瀬長 グス ク

＂ 字瀬長 ① 

-14-



125 長嶺グスク

126 平良グス ク

127 保栄茂グスク

128 石原グスク

129 渡橋名グスク

130 ユダマグスク

131 ウチミグスク I内領グスク

132 仲間グスク

133 八韮瀬グスク

134 世名城グスク

135 テミグラグスク

136 ジリグスク富盛グスク

137 大城グスク

138 大里城跡

139 ミーグスク

140 稲福遺跡 山 グスク＠

141 佐敷グスク上グスク

142 屋比久グスクグスクダキ

143 知名グスク

144 ヰナグワンダー遺跡

145 安座其グスク

146 寒水グスク

147 古間グス ク 1 カンチャグスク

148 ウフグスク

149 志喜屋グスク

150 知念城跡

151 テミィグス ク

152 垣花 城 跡

153 ミントン城 跡

154 仲栄真グスク

155 玉 城 城 跡 1 アマッズグスク

156 糸数城跡

157 根石グスク

158 船越グスク

159 大城グスク

160 上グスク

161 多々名グスク 1多々良グスク

162 具志頭グスク

163 ミドリグスク

164 新城グスク

165 武窃グス ク

166 阿波根グスク

豊見城村字長堂

II 字平良

II 字保栄茂

II 字翁長

II 字渡橋名

II 字上田

南風原町字兼城

II 字津嘉山

束風平町字窃盛

II 字世名城

II 字当銘

II 字臼盛

大里村字大城

II 字西原

II 字 II

II 字稲福

佐敷町字佐敷

II 字屋比久

知念村字知名

II 字具志堅

II 字安座其

II 字吉店

II 字志喜屋

II 字久手堅

II 字志喜屋

II 字知念

II 字久高

玉城村字垣花

II 字仲村渠

＂・ 字窟里

II 字玉城

II 字糸数

II 字 II

II 字船越

II 字百名

具志頭村字仲座

II 字殷名城

II 字具志頭

II 字 II

II 字新城

糸満市字武岱

II 字阿波根

1979年発掘

1969年-1974年、 1982年発掘

1979年発掘

採石による破壊

口碑伝承

国指定

県指定

県指定

県指定

国指定

①

I
I
I
I
O
O
 
"

⑮

一①

R
＿
⑫
R
＂
①

I
I
I
I
 

＂ 
II 

"

R

-

R

①

⑭

⑲

R

⑲

①

"

⑭

一

⑮

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

⑭
一
①

I
I
I
I
I
I

大部分破壊 II 

R 

II 
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167 賀数グス ク 糸満市字賀数 貯水ク ンク耕作による一部破壌 ⑰ 

168 潮平グス ク ＂ 字潮乎 採石による破壊 ＂ 
169 大城森 グスク 二又グスク II 字大里

＂ 
170 南 山 城 跡 島尻大里グスク II 字 II 1937年発掘学校撻店による一部破壌

＂ 
171 与座グス ク ハジングスク II 字与座

＂ 
172 上座 グス ク 与座東グスク II 字 II ⑨ 

173 奥間 グス ク
＂ 字兼城 ⑰ 

174 兼城 グス ク
＂ 

字 II

＂ 
175 照屋グス ク

宇地原グスク

＂ 字照屋 貯水タンクで一部破壊
＂ ディクグスク

176 国吉 グス ク
＂ 字国吉 II 

177 真栄里グスク 先中グスク II 字真栄里 ＂ 
178 フェンサグスク 名城グスク

＂ 字名城 1969年発掘
＂ 

179 伊敷グス ク
＂ 字伊敷

＂ 
180 当間グス ク

＂ 
字名城

＂ 
181 チチャマ グスク

＂ 
字 II

＂ 
182 喜屋武古グスク

＂ 
喜屋武

＂ 
183 具志川城跡 喜屋武グスク

＂ ＂ 国指定 II 

184 カタハラグスク
＂ 

束辺名 II 

185 束辺名グスク ミーガーグスク II 字 II 

＂ 
186 山城 グス ク イ ーグ スク

＂ 
字山城 II 

187 上里グス ク
＂ 

字束里
＂ 

188 佐慶グス ク II 字 II

＂ 
189 糸洲グス ク

＂ 
字糸洲

＂ 
190 波平グス ク

＂ 字南波平 II 

伊合原良ググススク⑰
191 石原グスク 伊ク〇

＂ 字伊原 鈴

192 米須グス ク
＂ 字米須 ⑰ 

193 ガーラグスク
＂ 字大渡 宅地造成による全壊

＂ 
194 オドサトグスク

＂ ＂ ⑨ 

195 摩文 仁グスク
＂ 

字摩文仁 ⑰ 

196 真壁グス ク
＂ 字真壁 慰箆の塔による一部破壊

＂ 
197 字江城グスク II 字宇江城

＂ 
198 新垣グス ク

＂ 字新垣
＂ 

199 真栄平グスク II 字真栄平 II 

200 プリ原グスク II 

＂ 
II 

201 仲間 グス ク 小波蔵グスク
＂ 字小波蔵

＂ 
202 チ ン グス ク

＂ 字真栄里 R 
203 安里 グス ク

＂ 字糸洲 R 
204 メ グス ク 座間味村字座間味 口碑伝承

205 シルグス ク
＂ 

字阿真 @ 
206 グ ス ク 山 II 字阿嘉 @ 

207 ス ンジャグスク 渡名喜村渡名喜 ⑱ 

208 アマグス ク ＂ 
II @ 
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209 里 遺 跡 渡名喜村渡名喜 1977年発掘 ⑱ 

210 具 志川城跡 具志川村字仲村渠 国指定 ① 

211 伊 敷索城跡 チナハグスク II 字嘉手苅 県指定 ＂ 
212 マカイグスク II 字兼城 ⑲ 

213 クィングワグスク ＂ 
字北原 c 

214 宇 江城城跡 中城 ・仲里城 仲里村字宇江城 県指定 ① 

215 登武那覇城跡 宇根グスク ＂ 字宇根 村指定 ＂ 
216 久根グス ク ＂ 字山城

＂ 
217 ウ ニシグスク ＂ 

字 II II 

218 塩 原 城 跡 銭田グスク ＂ 字銭田 村指定 ＂ 
219 与那嶺グスク II 字島尻 II 

220 天宮グス ク アンマーグスク
＂ 

字宇江城 c 
221 ミンチプナーグスク ＂ 字 ＂ 

@ 

222 小 グ ス ク ＂ 字仲地 @ 

223 八重川グスク 粟国村字西 ⑲ 

未確 認 のグスク一 覧

1 伊平 屋村 大 城 グ ス ク ＠ 17 浦添市 仲間グスク ＠⑫ 
諸見玉グスク ＂ 

城間グスク ＠ 
屋 蔵 グ ス ク ⑲ 金 グ ス ク ⑫ 

2 伊江 村 西 江 上 グ ス ク R'R 牧港 グスク ⑲ 

3 国頭村 見里中グスク ＠ 18 那覇市 仲 三剪グスク ＠ 
イチフク森グスク ＠⑲ 城臥グスク R⑫ 
ヤギナハ森グスク II II 識名グスク I@ 

4 大宜 味村 大 宜 味 グ ス ク ＠ 大悌グスク @@  

5 今帰仁村 仲 尾 次 グ ス ク @@  19 翌見城村 真玉橋グスク ＠ 
6 本部町 ミタテ 森グスク II II 20 南風原町 兼 グ ス ク i@@ 

7 宜野 座村 マチグスク ⑲ 宮 グ ヌ ク R@  

8 恩納 村 安臼祖森グスク ⑫R  仲 間 グ ス ク ⑳ ， 読谷 村 大湾グス ク II II 与那覇グスク ＠ 
読 谷 山 グ ス ク ＠ 21 束風平町 志多 伯グス ク ＠＠ 

IO 与那 城村 宮城グスク ＠ 金 グ ス ク ＠ 
11 沖縄市 山 グ ス ク ＠ 22 具志頭村 与座グスク ＠ 

嵩 グ ス ク II 23 糸満市 与座束グスク R@  

石 グ ヌ ク ＂ 名 グ ス ク ＠ 
12 北谷町 大 グ ス ク ＠ 里 グ ス ク ＠＠ 
13 宜野湾市 宮 グ ス ク II 束里グスク " " 

前田グスク II 小渡グスク ＠＠ 
安 仁 屋 グ ス ク II タケグスク ＠ 

14 北中 城村 島袋グスク ⑲ 中 グ ス ク ＂ 15 中 城村 宮 グ ス ク ＠ 内城森グ スク ＂ 
上 金 グ ス ク II 屋古グスク ＠ 
プリミーグスク ⑲ 24 渡嘉敷村 安禰宜グスク ＠ 
ウヨーグスク

＂ 
25 仲 里村 仲 里 グ ス ク ⑫ 

16 西原町 小 波 津 グ ス ク ＠ 
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第三章各説

第 1節北部地区概説

恩納以北の 1市、 2町、 9村をこの地域として取り扱った。この地域の地形は、

沖縄島の島軸 NE—SW方向に連なる小起伏山地とそれに交差する本部半島の山地を
根幹に、この両者を囲む丘陵とで主に構成されている。

本地域は、沖縄本島の北半を占め、国頭の名の示す如く、島の頭部にあたる。大

部分が山地または丘陵地で、山脚は急峻な地形を以って海岸に迫っており、海岸沿

いにも平野の発達は乏しい。そのことからこの地域を山原とも称している。

農地の土壌は、岩屑土壌、乾性黄色土壌、暗赤色土、褐色低地土、 グライ土、黒

泥土および砂丘未熟土に区分されているが、耕地面積は比較的狭く、三地域中最も

広い面積を有しながら人口密度は一番低い。

現在の中心地は名護市であり、名護町、屋部村、屋我地村、羽地村、久志村が合併し

現在に至っている。 この地域でのグスクの分布は旧名護町の名護グスクをはじめとして、

旧羽地村の羽地グスク、旧屋我地村の屋我グスクなどが知られているが、いずれも

著名なグスクとはいえず、石垣を張り周らし、堅固な遺構を有すというグスクは現

在のところこの地域では確認されていない。この北部地区での著名なグスクは隣村

今帰仁村に在る今帰仁城跡であり、過去から旧藩時代頃まではこの今帰仁村が北部

の中心的な存在であった。

三山分立時代には、北山と称され今帰仁按司の権力範囲に属していたが、今帰仁

城主の攀安知が1416年、中山の尚巴志に攻め滅ぽされて以後、この地域も中山の配

下に入っていった。

現在この北部地区でのグスクの数は45件、東村以外の全市町村で大なり小なりの

グスクが確認されている。グス クが最も多いのは名護市で13、今帰仁村 7、本部町
7、恩納村 5、国頭村 2・大宜味村 4、伊平屋村 2、伊是名村 2、伊江村・宜野座

村・ 金武町各 1となっている 。前述のとおり東村ではまだ 1件も確認されてない

が、 今後詳細にわた って聞き取り調査を実施していくことによって発見される可能

性は大きい。 （当真嗣 ー）

ヽ`
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（ 

地図 41 恩納 グス ク

番号
グスク名

42 イ チ グス ク

1 田 名 城 跡 43 山田 グス ク

2 ヤヘーグスク 44 ガヂャグスク

3 伊是名城跡 45 アンナーグスク

4 アマ グ ス ク

5 伊 江 城 跡

6 アマングスク

7 奥間 グ ス ク

8 根謝 銘グスク， 喜如嘉グスク

10 津波 グ ス ク

11 石 グ ス ク

12 内 グ ス ク

13 今帰仁城跡

14 シ イ ナグスク

15 ハナ グス ク

16 ターラグスク

17 ミー ムングスク

18 古宇利グスク

19 瀬底 グス ク

20 備瀬グス ク

21 本部具志川森グスク

22 山川チヂグスク

23 陣 グ ス ク

24 アメ ラグスク

25 砧盛グス ク

26 屋我 グ ス ク

27 アマ グ ス ク

28 ウ チ グス ク

29 大 グ ス ク

30 上 グ ス ク

31 真喜屋グスク

32 親 グ ス ク

33 親川 グス ク

34 デー グス ク

35 前田 グ ス ク

36 名護 グ ス ク

37 上里 グ ス ク

38 嘉賜上グスク

39 漢那 グス ク

40 金武グス ク

6 8 IO 12km 

第 1図 北部地区グスク分布
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伊平 屋村

1 田名城跡（だなグスク）

＼
 

第 2図 田名城跡略図

本グスクは伊平屋村田名部落の北方に位置する後岳の頂部（標高約180m)に立地

しており、いわゆる山城形式をなす。グスク内は灌木か生い茂り、見通しは悪いが

人頭大のチャートを野面積みした石垣か確認できる。第 2図に示したように、縄張

りのプランは細長いヒョウタン形をなし、長軸で約140m、最大幅で約52mを測る。

石垣の内部は比較的平坦に形成されているか、外側は険しい崖になり、天然の要害

となっている。石垣のくびれた部分の内側に石積みの仕切りかあり、それによって

郭か 2つに区分され、多郭構造をなす。南西方向に幅 3mの開口部かあり、入口と

みられている。石積み以外の遺構か確認されてなく、遺物も現時点で採集されてな

いことより、グスクの時期的なことや性格等の詳細は不明である。

-21-
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現在はグスク内に 2ヵ所の拝所があり、麓には御通し御嶽が設けられ、地元の人

々の精神的な拠り所となっている。鬱謝花寿他「伊平屋田名部落調査報告」『郷土』

第15号沖縄学生文化協会 1976年 （岸本義彦）

2 ヤヘーグスク

第3図 ヤヘーグスク略図

本グスクは伊平屋村田名部落の

北側海岸から100m沖合に屹立した

大岩（標高約46m)の頂部に占地し

ている。頂部の比較的平坦部には

岩の上端に沿った形で長軸約15m、

最大幅約 7mの小規模な石積み

をはりめぐらしているが、自然崩

壊が著しい。石垣以外に遺構は認

められず、遺物も見られない。グ

スクの構造上、座間味島のシルグ

スクなどと類似した点が見出せる

が、時期的位置づけや性格等の詳

細は不明である。なお、沖縄学生

文化協会の『郷土』には「弥兵衛

の大石」と記されている。⑮謝花

耗他「伊平屋田名部落調査報告」

『郷土』第15号沖縄学生文化協会

1976年 （岸本義彦）

伊是名村

3 伊是名城跡（いぜなじょうせき）

伊是名村伊是名にある。仲田部落の南方、島の一角をなして海へ突き出た円錐状

のチャートの岩山である。その独得の景観は、遠くから望んでもそれとわかる。

ほとんどが絶壁をなし、北方より辛うじて登ることかでぎる。東側で一段低くな

ってわずかに平田面もみられる。その一角にチャートの岩盤の大きな凹みがあり、

常に水が溜っている。

北側中腹にはチャートとサンゴ石灰岩とによって積まれた城岐の一部が残っている。

-22 -
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海

11¥ 

____ 1 __ 

第 4図 伊是名城跡地籍図

PL. I 伊是名城跡遠景

中腹から麓部にかけては遺物包含

層か形成され、とくに麓部には海産

貝の多燿の堆梢かめだつ。肯磁、陶

器なども多星に得られる。高麓青磁

片~か採駆されたこともある。

伝説によれば伊平屋の屋蔵大主が

伺是名島を統冶していた頃、その子

「佐銘川大主」を伊是名へ派遣して

冶めさせたという。このときに佐銘

川大主は伊是名グスクを修築したと

し'7。

『伊平屋烏 1日記』には、今帰仁（北山）グスクの軍勢か伊是名グスクを攻めたこ

とかあったが、水攻めにも屈しなかったのて引ぎあげたという伝え話か記されてい

-23 -
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る。馬に水を浴びせて水の豊富さを誇示したという泉は、さぎのチャートの岩盤の

凹みであるか、この「泉（ガー）」のことは古記録や古謡にも芙味な水としてあらわ

れる。このグスクは旱ばつの際の雨乞いの公儀祈願所ともなった。

このグスクの中腹に「伊是名玉御殿」かある。第二尚氏尚円王妃と、尚円の姉お

よび尚円の父母か葬られている。尚真王代に瓦屋か建立され、さらに1688年には石

造へと改修された。 （安里嗣淳）

4 アマグスク

伊是名村勢理客部落の東方大野山の東隣の山をアマグスクと称している。遺物・

遺構は確認できない。とくに記録にもなく、また伝承も存在しないようである。

（安里嗣淳）

伊 江 村

5 伊江城跡（いえじょうせき）

伊江村東江上グスク原にある。伊江島は比較的低平な石灰岩段丘の地形をもつが、

チャートから成るこのグスクの岩山は大きく突出しており、その美しく印象的な景

観は遠くの他の島や洋上からでもそれと識別て苔る。古来より西海島伝い交通路の

目印となったことであろう。

中腹に小さな平坦地があり拝所となっている。この一帯に遺物包含層があり、須

恵器、中国製陶磁器か得られる。石垣囲いは見あたらない。岩山の崖面に石積みがわ

ずかにみられるが、墓かとみられる。

西側麓部の畑との境目付近で、江戸時代の貨銭「寛永通宝」が 840枚集中的に出

土したことかあるか、「グスク時代」の所属てはなく、グスク信仰との関わりで近世

またはそれ以降にもちこまれたものと解される。 （安里 嗣淳）

国 頭 村

6 アマングスク「辺土グスク」

国頭、大宜味地方てはグスクはグシクと呼ぶ。アマングシクは、国頭村字辺戸の

ムラ入口の左側谷間に形成される小丘で、道路をへだてた向かいの中腹に、義本王
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の墓と呼ばれている古墓がある。

アマングシクの小丘一帯は、赤土の国頭マージ層で、石垣もなく、遺物もない。

（宮城長信）

7 奥間グスク（おくまグスク）

国頭村字奥間にある。奥間小学校の背後に迫る丘陵の先端部が奥間グスクである。

地元では開間グシクと呼ぶ。頂上部には南北にそれぞれ僅かな乎担部があり、畜の

御殿と北の御殿の二つの拝所かある。祭事は南の御殿は若ノロ、北の御殿はノロが

司どる。奥間• 浜・比地・桃原の 4カ村共同の拝所であり、北の御殿のことをアマ

ングシクと呼んている。関間小学校の背面、奥間グシクの中腹には土帝君を祭る拝

所もある。

頂上拝所の四方は急傾斜をなし、人工的石垣はない。また、遺物もなく、遺構も

確認されていない。 （宮城長信）

8 根謝銘グスク（ねじゃめグスク）「ウイグスク」

A 遺物包含層

B " 
C " 
l ウウグシク（大城）
2 ナカグシク
3 試掘地

大 宜味村

4 納骨 (c,墳） w 
5 " (アジ塁） n 
6 火の神 ,z 
,,, 戸 "

8 井戸（ウドンガー） "畑坤’ ＂ 印ウドンマー

第 5図 根謝銘グスク付近図

大宜味村字謝名城の小字城の背面、丘陵の頂上部を占め、標高約 lIOmである。

遺物の出土するグスクとしては、沖縄本島ては最北にあり、現海岸線より約 1kmも
,., ―9グ，タ

奥に位謹する。頂上部の平坦部には大城の御臥があり、一段下がった平坦部には神ア

-25 -
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“ 十ヵゲンク

シヤギと中城の御恨かある。 1964年に頂卜平田部を試掘し、黒色土の遺物包含層の

存在か確認された。土器・須恵器・青磁器・南蛮系陶器・鉄製角釘・着色された木

製玉・獣骨なとの遺物か出土している。遺物は中城の御以周辺や紐下にも散布して

いるが、特に大城の御瓜の北方崖下では貝殻の分布か密てある。城壁の一部とみら

れる野面積みの石垣か僅かに北側に残り、その延長に遠見台の跡とおもわせる突帯

部がある。

根謝銘城は、地元では単にグシクと呼び、上グシクとも言われている。中山英祖

王の後裔大宜味按司の居城跡との伝えもあるが、国頭村史や大宜味村史では、尚巴

志の三山統一のころ、国頭地方の支配者であった国頭按司の居城跡であったであろ

うと述べている。

現在も、グシクの神アシャギの広場において、謝名城・大宜味・大兼久の三ヵ村

のノロ・神人達によって、旧暦 7月の初亥の日に古式な祭事がおこなわれている。

（宮城長信）

9 喜如嘉グスク（きじょ力‘グスク）

地元では「喜如嘉グシク」と呼ぴ、標高約89mに位置する。七滝から延びる幸地

川の西側に沿う丘陵に形成されるコブ状の小山で、頂上には僅かに平坦部かある。

グシクと呼はれる一帯は、赤土マージ層て石塁もなく遺物も全く見当たらない。

喜如嘉グシクを語る文献史料もなく、古き時代から「グシク」と呼んでいたのか明

らかでない。 （宮城長信）

10 津波グスク（つはグスク）

PL. 2 津波グスク

この拝所と関係する祭儀はない。

大宜味村字津波の南西側を区切る

丘陵の児端部に位問し、地元では津

波グシクと呼ふ 国道58号に沿って

いる。石累もなく遺物も採集各れてい

なしヽ。 58りより JOmはど離れた地点

からし灯にのはる小迎かあり、 20m

はど上かったi立i買に、漁民か翌漁を

祈廂したといわれる拝所かある。個

人的には、現在も参拝する者もいる

ようだか、津波部落の年中行弔には、

（宮城長信）
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彊

11 イシグスク

大宜味村字津波平南）II上流にあり、標高 120mの石灰岩からてきた独立小丘てあ

る。国道58号線から約 5分位林道を登った内陸部の方に形成されているか、現在の

国道か開けない前まて近くに 1日道か通っていたということてある。規模は小さく、

石灰岩か屹立する岩山となっている。遠くから見る形状は茶碗をふせたようになっ

ており、その東側に半洞穴か確認される。測穴内には珊瑚砂利か敷かれ信仰の対象

となっている。 （当貨嗣ー）

今帰仁村

12 内グスク（うちグスク）「玉グスク」

今帰仁村字玉城に所在する。エ城部落の南の丘上で、現在、畑や山林になってい

る。以前は石垣もあったようてあるか、現在は石垣は確認てぎない。畑には中国陶

磁・須恵器・グスク上器などか散布している。「・・・・・・12世紀頃の須恵器、宋代の白

磁、明代の青磁、染付、南中国の陶器類、片岩層からなる砂の混入の多い南中国の

土器片などか出上する」（今帰仁村史）と多和田貞淳氏は述へている。R『今帰仁村

史』 今帰仁村 1975年 （金武正紀）

13 今帰仁城跡（なきじんじょうせき）「北山グスク」

今帰仁村字今泊ハンタ原に所在する。標高約90-100 mの古生期石灰岩の丘陵上

に茫かれた占城てある。城跡の東は、約70-SOmの深い険谷になっていて、南の山

々に隙を発するよ、慶貞1りか流れている, 1948年に［月の史跡に指定され、指定面積が

78,868 _ 5mてある。

城内は、俗称、卜丸、1詞内原、人庭、大隅、ふ慶頁門などの郭から成る連郭式の城であ

る, fd「lは、高さ約：3-7m、輻約 1-5-3 m、全長約 1,500mに及ふ。石垣の石

は，,,-,1,_期石灰岩て、城吠外に石切り場かある。

今帰｛二城跡は北山城跡とも言われているが、中田の記録には「山北」とある。明

実録によると、 1383年12月に今帰｛：城t伯尼芝は、国］［月へ初めて使者模結習を派遺

し、 11¥方物、賜衣ー襲」とある。このあと柏尼芝「か 5回、 'lfl尼芝の子成王か1

回、攀安知「か11回使者を派遣した。北山「攀安知の最後の進貞は1415年 4月で、
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” 
「琉球国中山王思紹、並山北王攀安知、共遣使貢馬及方物」とある。この明実録に

よって、今帰仁城跡が14世紀後半頃に築城されたと考えられる。そして1416年（ま

たは1422年、和田説）に中山王尚巴志の連合軍の攻撃をうけて落城し、それ以後は

1665年まて、中山から監守か派遣され、いわゆる監守制度の時代になる。

1980年から今帰仁村教育委員会は、国、県の指導のもとに、「今帰仁城跡環境整備

事業」に着手された。この広大な城跡を解明し、活用をはかるためには長期の年月

か必要であり、現在15年の長期計画のもとに事業か進められている。事業の一端と

して毎年発掘調企か実施されている。

1980年から 1982年まで志慶真門郭の発掘調査が実施され多くの成果を上げている。

志慶真門郭はテラス状に宅地造成され、第 1テラスは本丸へ通する石敷ぎ道で、

第2、第 3、第 4テラスか家敷跡である。建物は約23-40面で方形、はぼ中央に掘

り込んだ円形の炉跡をもつ掘立柱の建物と考えられる。多くの柱穴群の中から建物

としてプランがおさえられたのは、第 2テラスで 1棟、第 3テラスで 2棟、第 4テ

ラスで 1棟の計 4棟である。そして建物間は石敷きや石段の道で結ばれている。
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第 6図今帰仁城跡地形

-28 -



＇ 
遺物は中国陶磁器が多最に検出される。中国陶磁器は14-15世紀のものか圧倒的

に多く、明実録の年代と符合する。青磁ては、碗、皿、盤、盃、酒会壺、瓶、香炉、

仏像などかあり、白磁ては碗、皿頬か多い。染付ては元様式の大壺、小壺、碗、盤

などと明代の碗、皿類がある。黒褐釉の天目茶碗、茶入れなどの茶道具も検出され

ている。また、中国以外の焼物ては高麓青磁、タイのスワンクローク窯、安南、備

前のすり鉢などが検出されている。陶磁器のはかに、鉄鏃、短刀、刀子、切羽、峠、

鉄砲の弾丸などの武具類、貨泉、五妹、洪武通宝などの古銭類、勾玉、ガラス小玉、

管玉などの祭祀具類、おはしきなどの遊具、炭化米、麦、魚骨などの食料残滓など

か検出されている。

発掘で検出きれた遺構や遺物によって、志慶頁門郭の性格や機能等がかなり明ら

かになった。宅地造成をして屋敷をつくり、中に炉跡をもつ掘立柱の建物に住んで

いたと考えられる。武具類のほかに、祭祀用具、遊具などがあることから、家族単

位の生活をしていたと考えられる。そこに住んでいた人々は、第 1テラスの石敷き

道を通って本丸へと結ばれており、城主をささえる側近の「武士」たちであったと

考えられる。なお、 1982年の第 4次発掘調査で、本丸の一部を発掘した結果、本丸

は礎石をもつ大きな建物が建ち、中国陶磁器も志慶真門郭のものに比して上質のも

のが多いことなど、城内の郭間の性格や機能がかなり解明されつつある。今後の発

掘調査でさらに郭間の性格や機能が解明されると考えられる。特に指定外にある旧

道及びその周辺の家敷跡や、ミームングスク、ターラグスクなどの出城的なものな

ども含めた調査研究が侯たれる。R 『今帰仁城跡』国指定史跡保存管理計画書

今帰仁村教育委員会 1978年、 『史跡今帰仁城跡』第 1次発掘調査概報 今帰仁村

教育委員会 1981年、 『史跡今帰仁城跡』第 2次発掘調査概報 今帰仁村教育委員

会 1982年 （金武正紀）
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第 7図 今帰仁城跡志慶真門郭第 2テラスの建物遺構
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卦夕

ー

PL .3 今帰仁城跡出土遺物

14 シイナグスク

今帰仁村字呉我山三謝原に所在する。湧）II部落の西はずれから呉我111へ通ずる直

路の右側の台地に形成されている。今帰仁城跡かできる前に、ここに城を槃いて按

司が住んでいたか、水の便が悪かったのて、今帰仁城に移ったという伝承かある。

高さ約 1-Zm、幅約 l-l.5mの石垣か仝長約 150m残っている。石垣の石は古

生期石灰岩て、今帰仁城跡の石垣とよく似ている。遺物は須恵器や中国陶磁器か若

干表面採集てきる。偉）『沖縄の城跡』 新城徳祐 1982年 （金 武正紀）
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15 ハナグスク

今帰仁村字仲尾次に所在する。北山高等学校の西南約 200mの所で、仲尾次部落

の南側にあたる。丘陵上に高さ約50cm、長さ約 100mの石積みか残っているが、グ

スクの石垣であるかは明らかでない。表面調在ては遺物は採集てきなかった。

（金武正紀）

16 ターラグスク

今帰仁城跡の北北西約4SOmの距離にあり、標高60mを測る台地の先端部に位罹し

ている。このグスクは今帰仁城の出城としてみたてられるミームングスクの西側約

400mに位凶して、結局今帰仁城跡を中心に 3つのグスクは三角形の位罹関係を描く

形をとっている。地形・位置・距離等の関係で見た場合、ミームングスクと同様今

帰仁城の出城としての可能性か強いグスクとなっている。 （当 頁 嗣 ー）

17 ミームングスク（みものグスク）

今帰仁村字今泊にあり、今帰仁城跡の北約 400mの距離に位置している。グスク

は、今帰仁城跡から北に張り出す山裾の先端部にあたり、標高60-70mの所に占地

している。グスクに立ては、視界は広く、現在の今泊集落を足下に、東に志慶真川

をはじめとして兼次、諸志、与那嶺などの各集落を望み、北西方向には本部町具志

昭や新里を見、北には遠く海をへだてて伊平屋、 1升是名等の離島を眺望する位謹に

ある。背後に控える形をとる今帰仁城との関係を地形・位置・距離等から見た場合、

今帰仁城の出城としての性格を有していたグスクではなかったかと思われる。

18 古宇利グスク（こうりグスク）

「今帰仁グスク」

今帰仁村占字利畠西海摩、標高20

mの琉球什灰岩台地に立地する。グス

ク内には雑木繁茂し、全体の形を把

摺することはで苔なかったが、断続

的に南から東にかけて石積みらし各

ものか確認てぎた。石積みは30cm-

50cm大の石灰岩塊を自然のまま使用

しているが、崩れているため、その

-31 -

（当真嗣ー）

PL. 4 古宇利グスク近景



高さや幅等については不明てある。また、古老の話によれば、グスクの石垣を崩し

て、道路敷設の際に利用したということであった。地元では、本グスクを「今帰仁

グスク」と呼び、口碑によると「親泊にある今帰仁グスクと城のつくり勝負をし、

負けたのでこの城は廃城になった。」といわれ、前述の呼称もこれに由来するもので

ある。現在ても島外から拝みに来る人もいるという。 （知念 勇）

木 部 町

19 瀬底グスク（せそこグスク）「ウチグスク」

本部町字瀬底前原にあり、住民によってウチグスク山と称されている標高65-70

mの山を中心に、その中腹から南麓にかけて形成されている。グスクの本体は南側

緩斜面部に展開する数箇所の平場で、そこの地形はテラス状に築成されており、と

ころどころで黒色土の遺物包含層か確認されることから建物跡の存在が予想きれ

る。グスク内に部分的に貝殻の堆積層か認められ、多和田真淳氏によって瀬底

貝塚と命名されたことがある（注 1)。現況は御既となっており、祠等かみられる。

本格的な発掘調花は行なわれたことが無く、表面踏森ではグスク系土器、輸入陶磁器

等か採集される。注 l多和田真淳「琉球列島の貝塚分布とその組年の概念」琉球政府文

化財要覧 1956年度版 （当真嗣ー）

20 備瀬グスク（ぴせグスク）

PL. 5 備瀬グスク近景

-32 -

本部町字備瀬歯毛端原1793番地に

あり、標高25mを測り熱帯樹の繁茂

する森である。現在の備瀬集落から

南方約 500mの肝離に付置し、石灰

岩地帯に立地している 表面踏査の

結果ては石垣等の遺構や遺物の確認

はでぎなかった。グスクは以として

字民に信仰されており、グスク内に

は拝殿や祠かみられる。

（当真嗣ー）



21 本部具志川森グスク（もとぶぐしかわもいグスク）

県立本部高等学校の東方約50mに位置している。標高 60mの茶腕を伏せたよう

な石灰岩からできた岩山てある。雑木か繋茂しているため踏査は困難であり精査す

るには至ってない。岩山の南糾面は現在畑地となっているか、ここからグスク系土

器や輸入陶磁器、須恵器片等が採集される。名称の由来や伝承等については不明で

ある。本部町史所収の本部町遺跡一覧表によれば、本グスクの所在地は本部町字渡

久地屋比久原 328番地となっており、所有者か字有地、現況は御嶽となっている。

（当真嗣ー）

22 山川チジグスク（やまがわちぢグスク）

本部町字山Illにあるグスク、仲松弥秀氏は、山Ill部落北測・県道をへだてた琉球

石灰岩台地の南側洋面にあるイタ墓をチジグスクと称している。しかし、最近の本

部町文化財調企委員等の現地調企によると、この募は備瀬部落の一部の人によって

拝まれておりウフシヌメーにある「ウフシグンジョウバカ」と呼ばれ、明確にグス

クと呼ばれていないという見解もある。「ウフシグンジョウバカ」かグスクと称きれ

ているかは確定できない。 （知念 勇）

23 陣グスク（じんグスク）

本部町字伊豆味ナカンカー原にある。伊豆味部落の北東はずれにある桃原農園

入口東側の本部石灰岩上に立地する。グスクの西側を小川か流れており、その崖下

にある岩陰には按司墓「鼓グスク」墓かある。

新城徳枯氏の『沖縄の城跡』には、「中北山時代の今帰仁世の主が羽地按司であ

った後、北山王の伯尼芝（ハクニシーパニジ）に亡はされたとき (1332年）であっ

たか、あるいは後北山玉の攀安知（ハンアンチ）か、中山tの尚巴志軍と、中北山

系の諸按司たちとの連合軍によって亡はされたとき (1416年）てあったか、そのい

ずれの時代てあったかは、今のところ判然とはしないか、そのころ北山城主に仕え

て今帰t.:城内に居古というマーミ按臼］は、北山城か戦い負けたのて、ひそかに家族

を引各つれ、今灯｝仁城からここへ逃け込んだといわれ、囲くは隣りの神石原の洞穴

にかくれていたそうてあるか、時かたって世の中か'F和になってから、不便な洞穴

牛盾から抜IJ-出して、じん城へ移り、ここを/;,,城としていたと伝えられている ，J

また兼次佐一著の「伊＼｝味苺」 (1965年）には「陣城」か当てられ、陣城について

は「尚巴志軍と、北山の残兵による決戦城嘉」等諸説かある。

グスクと称されるところには石積み等の遺構はみられない。 （知 念 勇）
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24 アメラグスク

本部町大小堀の集落の東方約 500m、標高50-60m前後の丘陵に位置する。雑木
か繁茂し、調査は困難である。聞き取りによれば中には石垣等の遺構は認められな
いとのことである。ただ、グスクに向う道沿いには、拝所、井泉等があり、聖地的様
相を呈する。以下詳細については不明である。 （比嘉春美）

25 富盛グスク（トウムイグスク）

新城徳祐氏によると本部町具志堅に所在するグスクである。聞き取りによると具
志堅部落南方 300m、標高50mの小丘を「トムイ」と呼称するか、部落て拝んだこ
ともないとのことである。近くに「具志昭御願」という拝所もあるが、本グスクを
確認するにはいたらなかった。 （比嘉春美）

名 護 市

26 屋我グスク（やがグスク）

名護市字屋我阿太伊原に所在す

る。標高約36mの琉球石灰岩丘上

に形成されたグスクである。築城

年代については明らかでないが、

13-14世紀の中国陶磁器が出土す

ることから築城もその頃と考えら

れる。なお、グスク周辺は近世ま

で集落が続いていたようで、屋我

部落か現在の所に移動したのは1858

年とされている（『球陽』）。

1980年に名護市教育委員会によ

って、小規模な発掘調査が実施さ

れ、その成果か『名護市の遺跡』

に報告されている。それによると、

丘陵頂上部は匝径約10mの平坦地

で、石垣が残っている。そこの発

第 8図屋我グスク付近図
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掘では、 13-14世紀の鏑蓮弁文碗などの中国陶器や中国古銭などとともに鉄滓か多

量に出土することから鍛治場があったとされている。また、中腹の平坦地は約 500

年前の祭り場の跡であるとされている。だんだん丘上から下へと集落は移動し、丘

陵のふもとでは1858年まで集落があったとされている。

グスク内には拝所があり、グスク北西側には屋我が一（井戸）がある。このグス

クと井戸を柱にして、長期にわたって集落かあったようである。参名護市教育委員

会『名護市の遺跡』 1982年 （金武正紀）

27 アマグスク

名護市字屋我墨屋原の西端にある森を地元ではアマグスクと呼んでいる。屋我グ

スクの南方約 1kmのところで、標高40mてある。伝承もなく、石垣や遺物も見られ

ない。 （金武正紀）

28 ウチグスク

名護市字屋我にあり、屋我グスクの南西約 600mの距離に位置する標高l7mの独

立小丘である。このグスクについて『沖縄県の遺跡分布』は、「屋我グスクの南方

約 1kmのところに屋我地内海に面した独立小丘かある。地元の人はそこをウチグス

クと呼んでいる」（注 1)と記してある。今回さらに詳しく調査をしたところ、その位

憧については「南西約 600m」に訂正しておきたい。さらにグスクの呼称について

もいい伝えかまちまちであり判然としない。今後、詳細な聞き取り調査の必要があ

る。 注 l 『沖縄県の遺跡分布』 沖縄県教育委員会 1977年 3月

（当真嗣ー）

29 大グスク（ウーグスク）「源河グスク」

名護市字源河桃原に所在する。源河平野の南側にある丘陵の北側斜面で、！塁高約

20-40m付近に立地する。グスク内には 2ヵ所の拝所かあり、上方の拝所を大グシ

ク、下方をギンカンスーまたはギンカンシュウ（源河の主）と呼んでいる。大グシ

クでは石垣も遺物も確認できなかったが、ギンカンシュウでは若干の中国陶磁器が

採集された。名護市の分布調査では、大グスク、ギンカンシュウを含め、さらに下

方の源河公民館近くまで近世、近代の闊磁器が散布しており、その範囲を源河部落

か成立する前の「ムラ」の一つだとしている。圏名護市教育委貝会『名護市の遺

跡(2)』 1982年 （金武正紀）

|
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30 上グスク（ウィグスク）「仲尾次グスク」

名護市字仲尾次仲尾次原に所在する。羽地中学校の北側の森で、現在、 :tillや森に

なっている。標高約46mの頂上から南側はゆるやかな傾針面て、そこには仲尾次部

落か拝む拝所か 2ヵ所と拝泉か lヵ所ある
。伝承ては、現在の仲尾次部落はそこ

から移動したとされている。『名護市の遺跡』ては、「森の中にウィグシク、ナカグ

シクの 2カ所の打所かあるが、どちらかどの名称てあるかは、部落ても 2つの意見

かあり、現状では決定できない」としている。

石垣もなく、遺物もグスク時代の遺物は見られない が戸
-~、上記報告書によると

「南蛮陶器や沖縄陶器と判然とし tよい土器に類似するものか採集された」とある。

⑱名護市教育委員会 『名護市の遺跡(2)』 1982年 （金武正紀）

31 真喜屋グスク（まきやグスク）

名護市字真喜屋拝原にあり、真喜屋小学校の南約 500mの距離に位置している。

このグスクは多野岳（標高 383.2 m)北側の山裾にあたり、標高約57mを測る舌状

台地て、真喜屋集落を眼下に見おろすところに位買している。グスクの南と東は山

岳に拠り、北と西は真喜屋田袋・仲尾次田袋を越えて羽地内海に臨み、近くを襄喜

屋大111か蛇行しながら流れている。

地元の人びとは、グスク一帯を上之御訊と称し信仰している。

『羽地村誌』には、このグスクの「城主かどんな按司であったかはっぎりした

文献もないか、尚巴志の三山統一以前のことて、源河城や親城 (/IIJ-)、または羽地

城（親川）と並んて割居しているであろうか」と記載されている（注 1)。

名護市教育委員会か実施した遺跡分布調査の際、「上之御臥」の広場一帯でグスク

時代の遺物か採集され、上之御訊遺跡と命名されている（注 2)参（注 1)羽地村

誌編集委員会『羽地村誌』 羽地村役場 1962年 7月 （注 2)『名護市の遺跡(2)』

分布調査報告書 名護市教育委員会 1982年 3月
（当真嗣ー）

32 親グスク（ウェグスク）

名護市字川上マガク原に所在する 。Ill上部落の南側山地の中腹、多野岳へ登る道

路の右側て、標高約 100mの尾恨Lに立地する ＇ 
。親グシクと呼ばれている所はほぼ

平坦で、北側は急斜面になっている
。この北側糾面に石垣遺構と考えられる石列が

残っている。／石列遺構はテラス状の地形の土留め石積みのように見える。これがグス

クの七留め石積みてあるか、石垣か崩れて斜面をおおっているのかは発掘調在本

たねばならが
~I癸

ょい。島袋源一郎氏は開墾中に青磁皿を採集されたようてあるか、表面

-36 -

9

,

1

9

9

9

9

:

'

l

9

,

1

,

：'ジ，
9

多
竺
三
ジ
タ
翌
彦
彦
彦
霧
喜
遵
彦
琶
璽
璽
量
冒
喜
彦
，

-

t

3

,

:

-

9

ご
婆
ジ
彦
直
璽
璽
璽
旦
璽
言
璽
璽
賃
量
ご
ぅ
デ

x、,9
9

バ

1

,

-

9

,

-

9

1

,

＇2
9

9

 

-

3

9

 

;
/
/
；
:
:
；
こ
・
：
こ
・
:
;
‘
.
，
‘
/
/
：
：
~

t
：
名
：
~
~
そ
-
:
3
:
'

も
[
:
/
；
~
：
:
;
~
:

:
~
~
：
/
/
：
ロ
~
：
岱

/
:
~
s
：
~
名
さ

~
9
:？
、
ク
ダ
岱
：
：
~
一
-
[
~
？
を
一
名
芦
ダ
芯
一
~
さ
~
”
ぷ
~
さ
/
,
ダ
~
:
~
：
：
-
:
'
：
/
;
：
；
：
：
‘
:
/
-
'
-
―

-
g
/
．．
 
召
そ
‘
:
‘
ダ
召
：
：
：

3

そ
る
‘
~
~
~
;
:
~
：
：
/
:
：

9/::~~:::~ 

5
,
~：
？
:
/
ご
;
‘
店
/
9「
i
~ダ~
…
~

~
/
~
/
/
~
~
~
/
 



調査ては遺物は採集でぎなかった。グスク内には拝所もないが、船を見送る場所と

して利用されたようである。零『名護市の遺跡(2)』名護市教育委員会 1982年『沖

縄県国頭郡志』島袋源一郎 1919年 （金武正紀）

33 親川グスク（おやかわグスク）「羽地グスク」

名護市字親川イパサス（イパシャス）

に所在する。羽地間切番所跡の北方、

標高約50mの丘陵上で、グスクの立地

するところが、丘陵の中央部にあたる。

このグスクの築城年代については不明

であるが、羽地按司が築かせたもので、

工事途中で、今帰仁グスクに移動した

ために使用されなかったという伝承か

ある。

発掘調査は実施されたことがないが、

表面調査で石垣や若干の遺物か見られ

る。『名護市の遺跡(2)』ては、「丘陵頂」^

に連続する 3ヵ所の石垣囲いかあるか、

石垣の石か恨石部分を除いてとり去ら

れた部分が多く、平面プラン以外の当

時の石垣の状況を知ることは困難であ

る。石垣の石は直径30cm程の石が多く

使われており、野面積みである……。

遺物はグスク上器、中国製青磁、染付、粛蛮陶器などが多い」ときれている。箋『名

護市の遺跡(2)』 名護市教育委員会 1982年、 『沖縄の城跡』 新城徳祐 1982年

（金武正紀）

4 

2
>
 

第 9図 親川グスク付近図

34 デーグスク

名護市田井等にあり、現在の田井等集落の西側約 200mに位置している。グスク

は標高40mを測る丘陵卜に位買し、小規模のグスクとなっている。グスクと呼ばれ

る丘陵の頂部には拳大の石灰岩塊を不整円形状に配した拝所がニヵ所確認されるが、

その民俗的な性格については今回調査をしていない。グスクの三囲は自然崩壊のた

めに急傾斜を示し切立った形となっている。石垣等の遺構は確認されなかった。グ
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スクが立地する丘陵上や斜面、および斜面下の平坦な畑地にはグスク時代遺物の散

布か確認されている。⑤ 『名護市の遺跡(2)ー一分布調査報告~ 名護市教育委貝

会 1982年 3月 （当真嗣ー）

前田グスク（メーダグスク）

名護市屋部兼久の前田原に所在する。西屋部JIIの中流域に突き出した舌状台地の

先端部に位置し、現在はサトウキビ畑として利用されている。兼久から旭川へ通ず

る道路によって掘り割され、独立小丘の感を呈する。遺構・ 遺物とも確認でぎない

が、丘陵斜面下に骨（種不明）か散乱していたとのことてある。口碑伝承もなく詳

細は不明である。また、川を挟んて対峙した場所に屋部の御臥（クシヌウタキ）が

あるが、それとの関係も判然としない （岸本義彦）

35 

名護グスク（ナングスク）

名護市字名護城原、以上原に所在

する。名護市街地の東側背後の標高

約 103mの丘陵上に位置し、ナング

スクと呼ばれている。ナングスク

は、中北山の「今帰仁世の主」の二

男がここに派遣されて、名護按司と

名乗り、この「名護按司」によって初

めて築かれたと伝えられている c 石

垣は確認できないが、青磁や須恵器

などの遺物か採集てきる。『名護市の

36 

遺跡(2)』の報告を要約すると、「遺物

はA、B、C、D地点に分布する。

A地点は神アサキのある頂上平且1部

で、 14-15世紀の中国陶磁器、グス

ク土器などか検出される。 B地点は

南側糾面で、本遺跡中もっとも遺物か多く採集きれる地点である。とくに、グスク

土器、須恵器か目立つ。 C地点は東側斜面て、グスク土器や中国製青磁、近世の遺

物などか採集各れる。 D地点は白い煙、黒い囲の碑の下方にあるイジグチという神

屋の建っている畑一帯で、グスク土器、中国製青磁、近世～近代の沖縄陶器などが

採集される。
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第10図 名護グスク付近図
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ナングスクはカンヒザクラの名所で、毎年 1月下旬には花見でにぎわう。⑱ 『名

護市の遺跡(2)』名護市教育委員会 1982年、 『沖縄の城跡』新城徳祐 1982年

（金武正紀）

37 上里グスク（うえざとグスク）「久志グスク」

名護市字久志前田原に所在する。久志部落の北東約 1kmの丘上に位置する。丘の

東、西、南は谷になっており、北側は国道 329号によって切り取られている。数十

年前までは石垣か残っていたというか、現在は削平苔れており、石垣らしいのは確

認てきない。このグスクは、久志若按司の居城てあったという伝承か残っている。

遣物は、中国青磁片か数点採集されただけで、明確な遺物包含層は確認てぎない。

参『名護市の遺跡(2)』名護市教育委員会 1982年 （金武正紀）

38 嘉陽上グスク（かようウィグスク）

名護市字嘉陽小字嘉陽原にあり、嘉陽集落の北北東約 400mの地点にある。グス

クは国道 329号線の左側国道沿いにあって標高70mの三角錐状の山頂に占地してい

る。グスクは「御臥」として信仰されており、現在コンクリート製の祠が建立され

ている。この祠の前には「御訊」への参拝道として数拾段のコンクリート製階段が

取り付けられている。グスクからは嘉陽集落か眼下に俯眼てぎる。石積みの遺構や

グスク時代遺物は未確認てあるが、このグスクの西側平地にはグスク時代から近世

にかけての嘉陽原遺跡の分布か知られている。なお、伝承によると、嘉陽の集落は

もともと本グスクの後方から移住してできた部落といわれており、その始祖は嘉陽

大主だとされている。参『久志村誌』久志村役場発行 1967年10月 『名護市の遺

跡(2) 分布調査報告 』名護市教育委員会 1982年 3月 （当 真嗣ー）

宜野座村

39 漢那グスク（かんなグスク）

宜野座村字漢那グスク原にあり、福地川の川口に平行して走る石灰岩丘陵の先端

部に位置する。この石灰岩丘陵は略南北に約 500mの長さでのびていて標高30-40

mを測る。

-39 -



m丘陵の東側すなわち福地）11に沿う面か断崖をなしているのに比べ北測と西側は緩

やかに傾斜しなから平地部へと続いている。グスク内からは石垣等の遺構及び遺物

もまだ確認されてないか、同一丘陵上の北西側では、「グスク原陶磁器出土地」と

呼ばれるグスク時代包含地か知られている。グスクの中枢を占める丘陵先端部は深

い草木におおわれていて歩行すら困難な状態てあるため精査するのにいたってない。

今後丘陵上の入念な調在が必要である。なお、グスクに由来する伝承については不

明てある。 （当輿嗣ー）

金 武 町

40 金武グスク（きんグスク）

金武町字金武の金武郵便局西方にあり、椋高?Omを測る石灰岩小丘に立地してい

る。石垣等の遺構は確認されてないか、小丘の南側緩針面には里色士の遺物包含層

か僅かに確認でき、そこよりグスク系土器、輸入陶磁器、鉄滓なとか採集される。

グスクと称される小丘は石灰岩の露頭岩によって大部分か覆われており、平場はあ

まり見い出せない。

グスクの面積は数100m'程で小きいグスクてあり、現在ては亜熱幣樹か繁茂している。

（当真嗣ー）

恩 納 村

41 恩納グスク（おんなグスク）「大田グスク」

P L,6 恩納グスク近景

別名大田グスクとも云う。息納村

大田部落の南、国道58号線際にある。

グスクは標高20-25mの石灰岩独立

丘に古地し、南に数ヘクタールの広

さの水田地帯、北と西に東シナ海を

擁し、東は恩納連山へと続いている。

グスク内は深い革木におおわれ精在

するのに困難な状態にあり、内部の

遺構や状況等についてはよく知られ
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てない。現在、グスク内にはコンクリート製の「城内之殿」がある。グスク内およ

びグスク下万からグスク系士器や輸入陶磁器が採集されることから地中にはなん

らかの居住遺構か存在することは確実である C 国道沿いのグスクの一部は採石によ

って破壊されている。 （当真嗣ー）

42 イチグスク

恩納村字前兼久にあり、前兼久漁港の港口に突出する石灰岩台地に位置している。

標高JOmを測る。このグスクについてはあまり知られてなく、その由来についても

定かでない。

仲松弥秀氏は、「その漁港の沿岸崖沿いをイチグスクといっている。この崖下沿

いは古募か多く、村として拝しているようてある」と『恩納村誌』の中で記述してい

る。参仲松弥秀『恩納村誌』恩納村役場 1980年 3月 （当 真嗣ー）

43 山田グスク（やまだグスク）

恩納村字山田の東南にあり、国迎58号線から南に約200m程入った山林内にある。

グスクは石灰岩台地の先端部に位置し、標高95mを測る要害の地に築かれている。
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PL. 7山田グスク近景

グスクが占地するこの台地は、東西

に細長くのびており西面は断崖をな

して台形状の景観を呈している。北

面する州下には護佐丸先悧の幕とい

われる洞穴かあり、その前庭部に護

佐丸先祖熊碑か建立されている (1740

年建立）。台形状の fr陵頂部を主郭に

取り込み、．石灰岩台地の地形を巧み

に利用して築かれたこのグスクは、

伝承によると、護佐丸か座喜味グス

クに移る以前の居城であったと伝えられている。座喜味城跡は山田グスクから直線

罪離にして約 4km四方に位償している。『叶！縄県[El頭郡志』（大止 8年刊）には、山田グ

スクについて次のように記されている。「山田城跡あり琉球の楠木公と称せらるる護

佐丸公父祖以来の居城にして今より四百七八卜年前迄代々此に介りて北の勁敵を監

視せしが三山統一後盛春公に至り城を1座喜味に遷するに及びて廃墟に帰せり、其移

転に際するや公の徳望を追猥せる者遠く鬼界、大島等よりも来りて夫役に服し、為

めに山田座喜味間夫蟻群の如く忽ち城廓を毀ち手渡しにして運搬せりと伝えられる今

は壁塁僅かに遺存して古への面影を留むるのみ」

城内は深い草木に覆われているため精査に至らず、グスクの構造や縄張り、遺構

の有無等についてははっきりしないか、グスクの東側や西側には野面梢みが存在す

る。グスク内や北側断崖面には黒褐色土遺物包含層か確認され、グスク系士器や輸

入陶磁器等か出土する。なお、グスクの北側谷間には、山田の占島かあったといわ

れており、屋敷跡や古井戸か僅かに現存する。 （当貞 嗣ー）

44 ガジャグスク

恩納村字真栄田にあり、真栄田公民館の西約 100mに付置している。グスクは標

高約26mの小斤状を用し、現在は山林となっている。このグスクは、現在地元の人

びとからも忘れられ、その位置や由来について聞き取り調介は困難てあった。『恩納

村誌』の中では仲松弥秀氏によって字真栄田の現御ぷ＼として考察きれ「由来記時代

の御以はこのグスクはなかったかと思われる」と述へている (i主1)。

本グスクについては、内部の測鼠をはしめとしてもう少しつっ込んた調在か必要

であり、今後、グスク内の詳細調森か咽まれる。参注 1仲松弥秀『息納村誌』恩納

村役場1980年 （当具枷J ー）
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45 アンナーグスク rナーグスク」

アンナーグスクは、一名ナーグスクとも言い、恩納村宇加地宇加地原に所在する。

部落東方約200mの石灰岩丘陵に立地し、ススキ・雑木等が茂る原野で、周辺には

多数の掘り込み墓と洞穴が一ヶ所ある。宇加地、長浜の人々によって拝まれ、次の

ような伝承かある。

昔、北山で戦争があり、そこの按司であるカニマチは船で難を逃がれ、残波

岬付近に上陸することか出来た。しかし長い船旅で疲れ、のどか乾き、水さえ

あれば一命をとりとめることか出来るかと思って当りを見廻して見ると思いが

けなく、そこには、きれいな泉があった。思った通り願いかかなったのでウム

イヌカーと称した。今日ではなまってムイヌカーと称している。それからカニ

マチは宇加地のソーチガマに移り住んだ。まもなく、妹のウトウチルは兄の安

否を気づかって浜づたいを探し廻ったか、どこの浜にも兄の死体は上がってな

く、とうとう与久田ビーチ付近まて来た。そこはクージバマと称し砂か深い所

で、そこに人間の足跡を発見することが出ぎた。もしかすると兄のではないか

と思いたどって行くと、ソーチガマの前には、おびただしい足跡があり、中を

のぞいて見た、すると兄の方は敵か来たと思って奥の方へ逃げて行った。妹は

ウトウチルですと兄の方に呼びかけ二人は無事を喜びあった。そして、ふたり

は宇加地の丘の方（オカチと称した）、即ちアンナーグシクに移り住んだ。アン

ナーグシクとは、こんなにすばらしいグシクだという意味から来ているという。

それから長浜に移動した。その時には、ウフドンチ、メーヌトンチ、ナカヌト

ンチ、ニガン、タマイ、イーフの 6軒の家が出来ていた、この 6軒が長浜の先

占開拓者であるという。

⑤ 読谷村立歴史民俗資料館「館報」 No.I 1976年 （宮城利旭）
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第 2節 中部地 区概説

中部地区に含めた地域は 5市、 4町、 4村でである。この地域は、北部地区の国

頭に対し中頭と呼ばれ、沖縄本島の中央部を占める地域となっている。地形的には

北部と大きく異なり、山地かほとんどみられず、琉球石灰岩に覆われた低い丘陵、

台地状緩斜面か広く分布し、東海岸に面する低位置地帯には氾灰岩か広く露呈して

いる。この地区の勝連半島や与勝諸島および宜野湾・浦添地域ては島尻層群を基盤に

広く石灰岩かのるメサ状の台地をつくっているが、この石灰岩台地のヘリでは急崖

をつくっているために、 この天険を巧みに取り込む形でグスクか築かれている。

勝連城跡、中城城跡、浦添城跡、喜友名グスクなどはそのいい例である。

現在この地区は、政治・経済・文化の中心地であり、全沖縄の約38%の人口がこ

の地区に集中している。

三山分立以前の舜天・英祖・察度の三王統をはじめ、後の第一尚氏、第二尚氏王

統ともこの地区を基盤としており、過去から現在に至るまで中部地区は沖縄の中枢

部となったところである。この地区におけるグスク分布の状況は、首里遷都以前の

王宮てあった浦沿城、護佐丸か居城とした中城城や座喜味城、阿摩和利の勝連城な

ど著名なグスクか集中的に分布している。

この地区では、今度の調究で、合計65のグスクが確認されている。各市町村の内

訳は次の通りとなっている。

具志川市 7、沖縄市 5、宜野湾市 4、浦添市

北谷町 2、西原町 5、読谷村 12、北中城村 4

市 1。

7、勝連町 7、嘉手納町 3、

、中城村3、与那城村 5、石川

（当真嗣ー）
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部 地 区 概 説
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町、 4村でである。この地域は、北部地区の国

中央部を占める地域となっている。地形的には

どみられず、琉球石灰岩に覆われた低い丘陵、

に面する低位窟地帯には泥灰岩か広く露呈して

｝および宜野湾・浦添地域では島尻層群を基盤に

くっているが、この石灰岩台地のヘリでは急崖

を巧みに取り込む形でグスクが築かれている。

友名グスクなどはそのいい例である。

tの中心地であり、全沖縄の約38%の人口がこ

り三王統をはじめ、後の第一尚氏、第二尚氏王

庭から現在に至るまで中部地区は沖縄の中枢

：おけるグスク分布の状況は、首里遷都以前の

：：した中城城や座喜味城、阿摩和利の勝連城な

る。

1・65のグスクが確認されている。各市町村の内

i市 4、浦添市 7、勝連町 7、嘉手納町

北中城村 4 、中城村3、与那城村 5、石川
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グ ス ク 名

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

カナグスク

瀬名波グスク

宇 座 グ ス ク

トウヤマグスク

マテージグスク

座喜味城跡

タカヤマグスク

ィ ッ ト カ グ ス ク

ヤクミーグスク

トマイグスク

ウフグスク

メーダグスク

嘉手納グスク

屋 良 グ ス ク

国 直 グ ス ク

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

伊波城跡

天 顛 グ ス ク

安疫名城跡

兼箇段グスク

具志川グスク

江 洲 グ ス ク

喜~ 屋武グスク

クーグスク

伊計グスク

泊グスク

平安座束グスク

平安座西グスク

ナチジングスク

平安名上グスク

フニグスク

勝連城蹄

浜グスク
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新川グスク

知花グスク

越来グスク

仲 宗 根グスク

イ ン ジングスク

アマグスク

北谷グスク

イ チ グ ス ク

喜友名グスク

我如古グスク

黄金森グスク

嘉数グスク

ヒニグスク

安谷屋グスク

大城グスク
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谷

カナグスク

瀬名波部落の北方、残波岬へ通ずる道路の右側、通称境地原にある。元米軍基地

内の海にせり出し絶壁となっている附側にあったか、完全に破壊され 1日地形を留め

46 

ていない。

伝え話に「王のヘージュリングワ（私生児）がタギダキをさがしてそこに住みつ

いた。しかし、そこは水かなく両方のウーサグスクに移り住んだという。石垣もあ

ったか、瀬名波の危をつくるために持ち上ジった」という。

判下に占他かあり、カナグスクの門中か拝んている。国）『読谷村のグスクについ

て』読谷村立歴史民俗査料館館報 No.1 1976年 （島袋 洋）

47 瀬名波グスク（せなはグスク）「カクリグスク」

読谷村字瀬名波拝之前原に所在し、

川平から残波岬に至る道路沿いに立地

する。石灰岩が突出する小丘陵で、丘

陵北西の岩陰に厨―f甕の破片か散乱す

る。『神と村』（仲松弥秀著）ては「カク

レグスク」と紹介されているが、咆喜

味ては湘名波グンク(;.,ナハグンク）

と称し、拝んている。丘陵南東には、

ミナハウグワン、またはシーシウグヮ

ンと呼ふ拝所かある。⑯読谷村立歴史

民俗資料館「館報」 No.l・1976年（宮城 利

村

PL.8 

旭）

瀬名波グスク近景

宇座グスク（うざグスク）

読谷村字字座'!'II[原に所在し、旧宇座部落の北方約 1kmの石灰岩小丘陵に立地す

る。ススギ・雑木等か茂る原野で、丘陵中腹には石灰岩を掘り込んだ、鍋之甲（ナー

ビナクー）、山内（ヤマチ）、宇座イェーャー等の由緒ある募か見られる。墓は、宇

咆区民によって清明祭の時、拝まれている。部落からグスクに至る途中には、シマ

ミンと称されるところかあり、そこは非式の時、死者か最後に島（部落）を見ると

ころであると言う。＠読谷村立歴史民俗資料館「館報」 No.1 1976年、宇座区公民

48 
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49 トウヤマグスク

読谷村字長浜の後背地を、地元の古老（金城太郎・明治19年生）は「トウヤマグ

シク」と称し、そこには無縁仏の遺骨かあるという。この一帯は、長浜前原付近に

属し、標高約70m前後の石灰岩丘陵が東西に走行する。ススキ・雑木等が茂る原野

とサトウキビ畑からなり、位買・性格等詳細は不明である。⑧読谷村立歴史民俗資

料館「館報」 No.1 1976年 （宮城利旭）

館「残波の里」（宇座誌） 1974年

50 マテージグスク

長浜部落の南方にある岩山で、現在タンクが設置されている付近を呼んでいると

いう。しかし、マテージという地名はあるものの、グスクと称しているのはそこを

拝んでいる座喜味部落の 1部の人たちであるという。石垣等の遺構や考古学的な遺

物等はみられない。ただ古墓があるらしいが確認されてなく、詳細は不明である。

又、マテージグスクの南方約30m離れた吹出原にはグスクヌウチと称する所があり、

そこは平坦地で、現在は原野となっている。⑥ 「読谷村のグスクについて」読谷村

立歴史民俗資料館「館報」 No.1 1976年 （島袋 洋）

51 座喜味城跡（ざきみじょうせき）「読谷山グスク」

読谷村座喜味部落の北方、読

谷村で最も高位置の国頭マージ

の丘の上に形成される。眺望が

よく、本島のかなりの地形と周

辺の島々をも望見できる。 1420

年代の頃に護佐丸か築かせた城

であると伝えられる。彼の父は

山田グスクの城主であり、彼自

身は第一尚氏王朝を築いた尚巴

志の北山城攻略軍に加わり、統

-T朝形成への大ぎな役割を果

たしている。

座喜味グスクは北山攻略の後、第13図座喜味城跡実側図

0 10 20 a 
. 

（宮城利旭）
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護佐丸が読谷山按司となり、要衝をおさえるために兜いたものだと伝えられる。
城の造営は赤士の丘の斜面の中途に石巨を槃き、凹地は石塊を大量に詰めて平坦

地を造成した。石積みは大部分か切石積みて琉球石灰岩を利用している C 胸舷があった
跡がうかがえるが、高さは不明である。城舷は平面台形の突出部をつくりながら展
開する沖縄独得の配置て、戦略［一．の配慮とみられる。郭は二つある。当初は上段の
郭かつくられ、次いて下段の郭かつけ足されたようてある。いずれの郭も南側に石
造挟門、内側には中央に扉の取付孔がみられる。
城壁の積み方は削甲乱れ積みが殆んどで、下段の郭の西内呟で野面積みがみられる。

コーナーは丸味をもたして桔みあげている・石姐を貫いて水抜き孔を数ヶ所、地形
にあわせて設けてある。

遺物からみるとこのグスクはグスク土器は出土せず、伝承にはほ近い15世紀頃に
属するものが占〈、護佐丸か中城城へ移った後の16世紀に属するものまてある。比較
的短期間に限って使用されたグスクてあり、グスク時代後半期を代表するグスクの
ひとつである。

斜面は石塊を詰めて造成したことは前述したが、上段の郭ではこの石塊下の斜面
にも遺物包含層かあり、また赤土には柱穴群のあることか確認された。すなわち、
城壁積み上げ前に掘立柱の構造をもつ建物かあり、わずか 5cm程度てはあるが遺物
包含層を形成した時期があったのである。しかし出土した青磁などからすると、石
塊上の上層との時期差はなく、同時代における近い期間内の相違かとみられる。上
段の郭には上層東側平虹地に館跡が検出されている。微粒砂岩（ニービ）の礎石を
配し、軒下には切石列を並べた南西向きの建物である。瓦の出土はみられないこと
から、板茸ぎの屋根ではなかったかとみられる。

出土遺物はきわめて少量の土器、須恵器のほか、舶載の陶器、青磁、白磁、染付、
古銭、炭化麦、貝類などである。刻画石版もみつかっているが、所属時期は不明で
ある。これらの遺物の中には16世紀に及ふものもあり、 15世紀半ばに護佐丸が中城
城へうつった後も、ひきつづぎ何らかの形で使用されていたことがうかがえる。

昭和48年以来、遺構調在と修復工巾か行われている。 （安 甲 嗣 淳）

52 タカヤマグスク

読谷村字座喜味部落北東に所在し、木がこんもり茂った石灰岩丘陵。グスク丙側の
岩陰に岩窟墓か 3ヶ所ある。ここは伝承によると、田頭方面から移動せられた按司
募であるといい、現在、門中か清明祭の時に拝んでいる。⑯読谷村立歴史民俗資料
館「館報」 No.1 1976年 （宮城利旭）
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53 イットカグスク

読谷村波平のバス停西側、 OK給油

所の裏にある赤士の丘で松林になって

いる。

このグスクに関して二つの伝説かあ

る。一つは「護佐丸ガLil田城から座喜

味城へ移る際の工事の間、一時的に居

｛主していたのでイ／トカグスク（一時

的な城の意味）と称したc」もう一つは

「昔、波平部落の頭（波平大主）か西 PL.9 イットカグスク遠景

の部落に住んでいたか東の部落に移る

ため仮りの住いとして、いっときそこに住んでいたのでイソトカグスクと後の人が

命名したものだそうてす。」

グスク内には遺物、遺構などはみられない。南側に波平のガン屋がある。R名嘉

真宜勝「説谷村のグスクについて」読谷村立歴史民俗資料館「館報」 No.l 1976年

（島袋 洋）

54 ヤクミーグスク

読谷村大湾部落の東北深迫原にあるアジウファカと称するガマ慕がそれである。

本グスクに関するいい伝えがある。「昔、兄にはヤクミーと称し、兄のグスクてあ

った。兄は憶病者で遠く山の中へ隠れていたという。」

ガマ幕にはクチタマ（遺骨）も納っていて、現在も部落で拝んでいる。参名嘉真

宜勝「読谷村のグスクについて」読谷村立歴史民俗・資料館「館報」 No.1 

（島袋

1976年

洋）

55 トマイグスク「渡具知グスク」

トマイグスクは、ー名クマイグシクと言い、読谷村字渡具知置原に所在する。比

謝）I[河口北岸、標高約22mの石灰岩丘陵に立地する。河口間は切り立った断崖をな

し、中 11及に占他かある。現在、この雌は清明祭の時に拝まれており、また、次のよ

うな草にまつわる伝承かある。「昔、北山のワカアヂか難を逃かれて、一時そこに身

を隠していた。しはらくして北山かおちて、金武の並里へ移動していった。金武の

ナンカバアで殺されたという。」

丘陵上には、サンスクリ／卜文字（サンスクソトとは、古代のインド語でインド・
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ド・ヨーロッパ語に属する）で「ア・ヴィ・ラ・ウン・ケン（漢字では、阿毘羅呼欠

と書く）」と彫られた石碑 (45cmX 24cm• 材質はニービ）か、碑面を河口に向けて

立っている。⑤読谷村立歴史民俗資料館「館報」 No.l 1976年、小学館「国語辞典」

金田一京助・佐伯梅友、大石初太郎編1969年 （宮城利旭）

56 ウフグスク

読谷村字大湾牧原に所在する。メーダグスクの束側、国道58号線を距てた道路沿

いに立地し、南側を比謝川支流の長田川か流れている。この一帯は終戦後、米軍が

県道 1号線（現・国道58号線）の建設を行なっており、さらに復帰後は、国道の拡

張工事か行なわれたため、地形は大部変貌してしまった。かろうして、片すみにウ

ミナイとウミキーの幕か残っているか、しかし両巖とも後冊に募慌しの被害にあっ

ており、また直接グスクに関連するかどうかは不明てある。噂読谷村立歴史民俗資

料館「館報」 No.1 1976年 （宮城利旭）

57 メーダグスク

読谷村字大湾原に所在し、比謝橋の

橋の北西、標高約30mの石灰岩丘陵に

立地する。拝所と按司墓か4ヶ所あり、

拝所からはグスク系土器、須恵器、外

国製陶磁器、青磁等か出上する。他に

比謝川河川には、トウマイグシク・ウ

フグスク・屋良グシク等が分布する。

参読谷村立歴史民俗資料館『読谷村の

埋蔵文化財』遺跡分布調在報告書1979

（宮城利旭） PL. 10 メーダグスク近景
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嘉手納町

58 嘉手納グスク（かでなグスク）

嘉手納町の北側にある比謝川沿いに延びる石灰岩丘陵 l::.、国道58号線沿いに位置

する。

現在、町中央公民館が建設されており跡形もない。

グスクか存した丘陵下にはウブガーと称するカーがあり、子供か産まれた時など

そこから水を汲んだということてある。今では、井戸の形だけを国道沿いにつくり、

そこを拝んでいる。 （島袋 洋）

59 屋良グスク（やらグスク）

嘉手納町字屋良にある 13-14世紀のグスク跡で、現在は屋良城跡公園となってい

る。比謝川の中流沿い、河口から約 3km上流にいったところに立地し、グスクの北

側は比謝川河岸に接して比高 6mの絶岐をなし、東と西は谷間によって台地と分断

され独立丘的な様相を呈している。このグスクについての古記録や文献は皆無で、

¥／-

'""' 

JO ,0 m 

第15図屋良グスク地形図 (1978年測量）
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築城の来歴については詳らかでない。古老のいい伝えに
よれば、阿麻和利の出生池

とされるか、出土遺物て見た限り時代的に符号しない
。1978年発掘調査か実施され

た。一の郭相当の部分は戦後米軍による燃料夕‘
／ク設置の際旧地形か損われており、

二の郭は保存かよく 7 -
て-ては掘建柱建物跡・敷石建物跡など

物は、グ
か検出された。出土遺

スク系の土器と輸入陶磁器を主体としてliも出七している。

（当真嗣ー）

60 国直グスク（クンノーグスク）

嘉手納ロータリーの南束約 2km、嘉手納飛行場敷地内にあり

南方に位置する
、1日北谷村字国旗の

。標高94mの琉球石灰岩から成る岩山て、頂上と北部か削り取られ

てレーダーか設僅されており、原形を留めていない

在によると •. 
。1979年の米軍見地内文化財調

、クスクに係る遺物は採集されてなく、葬所としての1牛格を有するグス

クであるが、高御募は確認されていナ

育委員会 1980年3月
ぷい。⑤『昭和54年度文化行政要覧』沖縄県教

（島袋 洋）

石 JI[ 市

61 伊波城跡「美里グスク」

石川市字伊波、後原に所在する

純＜
。石川の町を見おろすように、琉球石灰岩の断tliか

。その中間部の微高地 --
、--に繁かれたのか、伊波城跡てある。標高約87m、

断崖となった所で約80m、全体として南側に傾糾してゆく

やひし型に近い形をなす。
ここか約60m、南北へや

グンクは単郭式で、石厨は野而式てある。南側正面の階段たけて切石か見られる

が、後て改築されたものだと考えられる。

築城の時代については、 1332年柏尼芝に←
しぼ尽れた今帰仁城主の子孫か逃れ来て

嘉手苅部落の山中洞穴にかくれて
いたのを、住民か推載して伊波按司としたという。

そして16世紀尚真王によって各地の按司か首里に居住せし
められるまて4代続いた。

城跡の南北の石坦付近の断面には、
クスク時代のt器を中心とした貝層かみられこ

れらは更に内部へと続きそうてある。また南外側の畑地一帯ても、陽器、磁器、グ

シク土器がみられる。

伊波城跡は、昭和36年 (1961年）史跡として指定されて

文化財保護委員会
いる。 ⑮『文化財要覧』

（咆間味政光）
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第16図伊波城跡実測図 (1960年 1月19日実測）

具 ヒ
5

一』、 JI I 市

62 天願グスク（てんがんグスク）「っちグスク」

具志川市字尺頻小字町原に位罹し、『つちグスク』とも呼ばれている。

大岡の部落からは市東方向になり、南北に約70m、東西に約!Om、樗高およそ35

m、石鼠等も確認てきず、樹々の茂った森てある。西1則ては、沖縄貝塚時代前期の

尺顕貝塚と接している。

築城年代については、史料かなく詳らかてないか伝説ては今帰仁城て伯尼芝に討

たれた仲特今帰仁E統の子係か、この地に逃げてき、御点にグシクを榮いたが、そ

の後台頭としてきた安慶名大）II按司一族の手に移ったという，°

天顕グスクの発掘調1i:は未たたか、踏査ても遺物は採集笞れてない、遺構も確認

ぢれてない。＠『貝芯Ill市誌』具よ、川市1970年、『具む）II市逍跡』具志川市教育委

員会 ・1978年 3月 （座間味政光）
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63 安慶名城跡（あげなじょうせき）r大川グスク」

具志川市字安魔名亀甲原に所在し、ー名大川グスクという。城跡はこの北側を流

れる天願川の河畔に燥え立つ約49mの岩山の断崖と急傾斜を巧みに利用して築いた

山城で自然の岩々の間にも見事な石垣をみせている。

¥
I
 

0 10 20m 

第17図安慶名城跡実測図 (1960年 2月9・10日実測）

PL .11 安慶名城跡（石垣）

城跡は石灰岩を中心とした内郭と、

それを抱護する外郭からなる輪郭式で

ある。外郭の石坦は、前面の中腹から

左右に包みまわし、背面て石精の線は

下っていく。途中て消え末完成てある。

内外郭に城門かあったといわれるが、

内郭だけか現存する。この城門は自然

の岩盤を約2.50m穿つかって造られてい

る。ここても細かく岩の間に切石がは

め込まれている。敷居とまぐさをはめ

こんだ跡も、両岐に残っている。この城門の岩ザの上には、伊波城、今帰1:城への

遥拝所かあり、一の郭の前には安慶名城の守護神クニッカの御イヘか祀られている。

伝説ては、城の歴史は三山分立時代、 1322年伯尼芝に亡ぼされた仲昔今帰仁按司

の子孫、安慶名大川按司に始まるという。初代安慶名按司は、三男を具志川グシク

ヘ 四男を喜屋武グシクに配し、三代70年余にわたって具志Ill地域を支配した。尚
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真王の頃廃せられたとのことである。

安慶名城跡の発掘調査は未だないが、グスク時代の土器片、須恵器片、中国明の

16世紀前後の青磁が採集されている。

昭和36年 (1961年）史跡に指定されている。参『具志川市遺跡』具志川市教育委

員会1978年3月、『具志川市誌』具志川市1970年 （座間味政光）

64 兼箇段グスク（かねかだんグスク）

具志川市字兼箇段にあり、標高34m

の石灰岩からなる独立丘に形成されて

いる。この独立丘は周辺の平坦地に比

ベ台形状にひときわ高く燥え立ってお

り、遠くからでもすぐにその位置が確

認できる。グスクと呼ばれる岩山の頂

上は約25面の平場となっている。この

平場には黒褐色土の遺物包含層が堆積

しており、そこからグスク系土器、輸

入陶磁器、自然遺物などが発見される。

また、平場の東側よりには「イビ」石と思われる人工的に加工された円箇状の石灰

岩か見られる。

伝承によれば、安慶名グスクの築城以前に、伊波按司は、この地を候補地として

検討したか、規模狭少との理由で築城を断念したと云われている。このグスクは安

慶名城跡の西南西約1.8kmの近距離に位置している。グスクの周辺には拝所などがあ

り、グスクそれ自体兼箇段のお嶽とも呼ばれている。現在、正月、 2月、 5月、 6

月、 8月15夜、 9月に部落でお祭りをおこなっている。⑧ 『具志川市誌』具志川市

誌編集委員会1970年 （当真嗣ー）

PL .12 兼箇段グスク近景

65 具志川グスク（ぐしかわグスク）

具志II[市字具志/IIは、海岸方向に緩やかな傾斜をし、海岸手前で標高18m程の断

崖線をつくる。東側ては海岸線まてしばらく湿地帯となる。その湿地帯の北西隅、

海に突出するように独立した琉球石灰岩かある。この丘陵卜に築かれたのか、具吉川

グスクてある。周囲はすへて絶呼となっており、グスクの西側、県道37号線との間

に土を盛った細い道があるのみである。

グスクの規模は海岸線と県道に狭まれるように細長く 180m、奥ゆぎ60m、標高30
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mで、石垣は取り壊され残ってない。

築城の時期は、 15世紀初めごろ、具

志II[地域で一大勢力をぎずいた安慶名

大JI[按司の三男、後天廊按司に、始る

というか詳らかではない。

グスクの洵岸側は、風潮による侵食

か激しく海岸にはかなりの転:r,かある。

そこでは遺物の採集も可能で、沖縄グ

スク時代のフェンサ上層式土器、沖縄

貝塚時代後期の技法をうけついだ、フ

ェンサ下層式土器、沖縄産陶器、海外貿易て持ちこまれた磁器か報告されている。

フェンサ式の上層そして下層の土器か出七することで、今後グスク、貝塚時代を解

明する貰璽な遺跡となる。琉大による発掘か行われ報告書も刊行される予定。⑨

『具志川市遺跡』具志川市教育委員会1978年 3月、『具む川市誌』具志Ill市1970年、

藤本英夫・名嘉正八郎編『日本城郭大系—ー北海道・沖縄編一』昭和55年 5 月

（座間味政光）

~· 

PL. 13 具志川グスク遠景

66 江洲グスク（えすグスク）

県立中部病院のある赤道・十字路を東．勝連半島方向へ約300m、右手100m奥に緑

の丘陵か見える。ここ字宮里、小字宮城原に築かれたのか、「えすのっちグスク」、

「江洲グスク J である。

築城の時期は不明だが、尚巴志の 6

男布里、尚泰久の 5男宗相から三代が

居城し、首里における尚一族の没落と

ともに廃城になったといわれる。この

尚一族以前にも安谷屋グスク系の汀洲

按司か居城したと伝えられている。

発掘凋査は来だ実施されてないが、

グスクの南西中腹には、 i「iii-!按司、祝PL. 14 江：州グスク近景

女の低かあり、前庭部には用褐色の包

含層か残っている。グスク時代の L器片、輸入された須恵器、磁器そして獣骨か表

採苔れた。また炭化米粋も採集各れている。

グスクは南北に約150m、東西に約60mの石灰岩を利用した一種の山城てある。

グスクの特徴てある石垣は全く見つからず、その般跡さえも見つけることかてぎな
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い。っちグスクの別称の通り、土塁のグスク、石垣のないグスクてはなかったろう

か。グスク問辺の字宮里、字江洲はいずれも石を産してない。R具志川市『具志川

加志』、具心川市教育委員会『具よ、Illrlj逍跡』、名麻正八郎藤本英火編『日本城郭大

系』昭和55年 5月 (I偕間昧政光）

67 喜屋武グスク（きゃんグスク）「喜屋武マープ」「火打嶺グスク」

喜屋武グスクは、チャンマーブあるいはフィータチモー（火打嶺）とも呼ばれ、

具志）I[ jfJ字仲塙、仲讚原に所在する。フィータチモーは：t条火台として使用された事

に由来するという。

伝承ては、 14-15世紀の始めにかけて安ゲ名大）I[按司は四男を、喜屋武に配した。

このfの喜犀武按司、，孫栄野比按司、三代のグスクだという。のち勝連阿麻和利征

伐の中心鬼大城は、栄野比按石］の長男にあたる。

昭和 6年頃地元の道路工事でグスクの石は、すべて持ち去られたために現在石垣

等はなく、グスクとしての形態をのこしてなく、東南側で按司築を残すのみである。

中城湾の低地から除々に傾斜を増して来たクチャ層は、海岸線と並行するように

標高100m前後の断崖線を形成する。江洲グスク、喜屋武グスクは、その淵に立つ

琉球石灰岩の丘陵に建設されたものてある。

尚グスク周辺には、いくつかの転石か見られる。グシク内側でも南北に走る大き

な亀裂を見る。グスク全体として危険な状況てある。按司墓付近では、その亀裂か

ら流れ：廿たと思われる、グスク時代の土器片、磁器、すり石か採集されている。

（座間味政光）

68 クーグスク

具心川市大字宇平小字岩地原にあり、金武清に舌状に突出した樗高16m前後の岩

山を1、う。クーグスクと呼はれるこの岩山は標高 4-5mの砂丘で連結されているが

この砂frトには弥生式土器と鉄斧を出lこした字叩貝塚群B地点が立地している。

グスクは碗をふせたような般観を呈し、その頂部は幅 6m、長さ 28m程の長楕円

状を？している。表面踏在の粘果ては石厨遺構なとは誌められなかった。三方は海

に囲まれ、北西側—ーカのみか/JIJ述の砂 I子を通して陸ど繋かっている。このグスクの

南約 1kmの湘をへたてた対；？には具、むIllグスクか,1:地している。

このグスクは徴すへき遺構かなく、地元の人びとの間てもよく知られていない。

（当真嗣ー）
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7．べ．

与 那 城 村

69 伊計グスク（いけいグスク）

伊計島の西南端に隣接して海中にある標高48.Smの岩山がグスクである。グスク

の北側は、現在伊計島と砂洲によってつなかり陸けい島となり、また宮城島からも

同グスクの西側へ大橋かわたされ景観かかわりつつある。

伊計グスクは島て最も高い地域にあたりしたかって眺望かぎくところにある。グ

スク内部は中央部か低平な台地を望し、西側のグスク先端付近は段々状にやや高く

なっているか、 そこでも約100m'程の平田地か存在する。グスク内の石炉は、東

側緑端の比較的傾斜かある一帯にみられ、岩の Lにわずかにのる形て現れ残きれて

いる。出十．する遺物は東側の石煩庁下部一帯と海岸側に多くみられ、これまて輪入

陶磁器、グスク士器、須恵器、石斧転用石器、凹石、磨り石等かある。転用石器、

凹石、磨り石睾かある。

伊叶グスクは今日、拝所として祭ら

れ、グスク内部に「伊叶島城之殿」、「タキ

ヤョの御神」、「大形貝を本訥した祠」

（T)，；十三つのブロ！クコンクリートて梅

された祠か存在する。⑱沖縄県教育委

貝会「伊叶島の遺跡」 1981年 3月

静）
PL .15 伊計グスク近景

70 泊グスク（トウマイグスク）イ

与那城村字宮城泊原に所在する。標

高約15m、面積約2500面で、独立した

琉球石灰岩丘[;_に形成されている,,1/ll 

面とも断崖絶壁て、北側は海に切り立

っている。東側には城内へ登る小さな

道があリ、城門の跡らしいのか残って

しヽる。野面積みの石坦が、北側を中心

によく残っており、 2つの郭か確認で

きる。伝承では、泊グスクは川端イ／

パーの居城で、対岸の伊計グスクと勢力争いをしていたと言われている。

遺物は土器や中国陶磁器か検出できる。城内には遺物包含層かよく残っている。

PL. I 6 泊グスク近景

（ じ 原
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崖下ても遺物か採集でぎる。⑱ 『郷土』第 2号・沖縄大学学生文化協会・ 1965年

（金武正紀）

71 平安座東グスク（ヘンザアガリグスク）

与那城村字平安座の東ハンタ原にあるグスク。平安座局の脊梁部台地の東南方、

標高80m余の琉球石灰岩からなる小さな雑木に覆われた森で、グスクの頂上部は岩

上墓となり、現在拝所となっている。岩上墓の石積み以外、石垣などの遺構もなく、

原始・古代の遺物も採集できなかった。グスクにまつわる伝承などほとんど残って

いない。東グスクは首里玉府時代に火立の場所であったとも言われている（具志川

市誌編纂委員会「具志川市誌」 1970年）。このグスクに接しその南西側に東ハンタ原

貝塚かあったか、石油貯蔵タンク建設でほとんど破壊されてしまった。

（嵩元政秀）

r---一----、.、

1//i' 72 平安座西グスク（ヘンザイリグスク）「西グスク」 /: - ・6ぅ少-

与那城村字平安座にあるグスク。島のはほ中央部に位置し~-、島で最も高＼ヽ所（標
高115m余）の琉球石灰岩上にあり、 南西側は断崖となっている。野面積みの石垣が

めくらされ、面積は30000m'余ある。築城年代は不明であるが、勝連城の浜川按司

の次男高花按司の居城と伝えられるが定かでない。

グスクの南西側岸下から土器、石斧、石棒、凹石、石弾、鉄製刀子などを確認し

たのは多和田真淳氏で「平安座貝塚」と名づけている（文化財要覧 ・1956年）。 1968

年、友寄英一郎教授らによって崖下の 4地点の発掘調査か行なわれた。 A地点をみ

ると、包含層は岩壁の I:ころか厚く約40cmあり、単一文化層であった。フェンサ上

層式土器を主体に中国製青磁、南蛮掏器、“鉄製の刀子：鏃・鎌• 石斧、凹石、砥石、

貝錘、貝さし、炭化米、麦粒などか出士している。岩陰の包含層から二次的に埋葬

された人頭骨も出土した。

グスク内には祠があり、村の重要な拝所となっている。「琉球国由来記」の平安座

村にある森城はこのグスクであり、「神名• 島添大神之御イベ」か鎮座している。

「おもろさうし」（第16--22)に

ひやむざ、かなもりに、

いちへき、かみしらたる、

しつらいす、ことなおし、かみやれ、

又ねたて、かなもりに

と歌われている平安叩金森も、この西グスクてあろうと言われる。（謡 元 政秀）
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73 ナチジングスク

＼
 

褒
!
;
~

PL. 17 ナチジングスク近景

与那城村字屋慶名にある無人の畠、

，， 藪地島にあるグスク。ヤプチ城とも称

している（新城徳祐「沖縄の城跡」 19

82年）。烏の西北端の琉球石灰岩上、標

高42.4mの島てもっとも高い所に位置

している。北から西側は断崖、南束測

に大きく傾糾している。 ffi.J・.部には平

田面もなく、石虹などの遺構や拝所も

見当らない。一帯は坪木に覆われてい

る。頂上部より 20数 m南側に降りたと

ころに目立たぬ小さな拝所がある。

昭和53年グスクの頂上部一帯や断崖下を表面調脊をしたが、原始・古代の遺物は

採集することかて苔なかった。ナチジンを「今帰仁」と甚き、今帰仁城（北山城）

と関連づける研究者もいるが、確証は何一つない。ヴェールに覆われた幻のグスク

である。 （嵩元政秀）

勝 連 町

74 平安名上グスク（へんなういグスク）「平安名グスク」

勝連町字平安名にあるグスク。平安

名部落の南西方、標高IOOm余の琉球

石灰岩上にあり、宇江城とも甚く（福

町且柏編「勝連村誌」）。築城者や築城

年代は全く不明。グスク内には打所も

石垣などの遺構も見当らないが、南西

側崖下から土器や青磁などが採集され

ている。グスクの東北端に坊主閑と呼

ばれ、拝む人もなく募の庭はあるが

墓穴のない奇妙な墓か一基ある。 PL. 18 平安名上グスク近景

（嵩元政秀）

] 

I 

ー
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75 フニグスク

勝連町字平安名にあるグスク。平安名部落の南方、与勝高校の西側にある琉球石

灰岩の丘陵て、南西側は断崖となっている。 10数年前からの採石工事によってその

はとんどか破壊されてしまった。破壊前にも拝所はなく、原始・古代の遺物、遺構

も確認できなかった。その名称の由来について『勝浬村誌』の編者福田恒柏氏は

r船の形をした丘陵からきたのては--」との御教示かあった。その性格か解明され

ないまま破壊されてしまった。 （嵩元政秀）

76 勝連城跡（かつれんじょうせき）

勝連半島の南風原部落の束方丘陵に形成された東西に細長いグスクてある。眺望

かよく、周辺の海洋、島々、中城城などか遠望てきる。

グスクはこの半島の南側に面する長大な石灰岩丘陵崖線の西端を占める。城門の

ある郭（四の郭）て一段低くなるか、西方ヘ一段すつ高くなり、頂上部ては約98m

となる。

段状の斤陵の、東の丘の端を区切り、周縁に石垣をめぐらしている。各段は平J:8_

な広場か造成されている。

「南風原門（はえばるじょう）」と称される城門か四の郭の南側にあり、その反

第 18図勝連城跡地形図
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対側には「西原門（にしばるじょう）」があったといわれる。 この四の郭には 5ヶ

所の井戸がある。

南風原門から上段の三の郭へ石畳道がとりつけられている。石畳道を登りつめた

ところに三の郭の門跡かある。 4個の礎石か据えられているので、木造の四脚門が

あったと考えられている。三の郭は広い平州地てあるか、打所として後世につくっ

た石列以外には内部への建造物はみられない。三の郭と二の郭は約 2mの段差があ

り、石積みによって仕切られている。

二の郭と三の郭は一見別々の独立した区画の如くみえるが、二の郭か館の基檀部

であり、三の郭はその前庭部てある。基壇の館跡は 7間6間の比較的大ぎな建物であ

る。微粒砂岩の礎石を配し、壁下石列および軒下の市落溝をとりつける。また、三

の郭の前庭には石段をとりつけてある。

この館の基壇は緩斜面に石灰岩塊の石粉を詰めて平知面を造成してつくってある。

この基壇造成前にもこの段に生活面かあり、陶磁器や炭化米などを出士する遺物包

含層かある。
—―吉

~(l)-f仰の館跡の隅から石畳かとりつけられ、頂上の一の郭へと続く。途中から石

段となり、一の郭の門へとつなかる。この門は挟門てあったか、現在は失われている。

ーの郭はもともと巨大な岩山の突出

部てあった。当初はィ巾縄貝塚時代後期

後半の人々の居住も行われた。その後、

岩の裂け目に石塊か詰められ、さらに

凹地や傾斜したところにも石塊ガ敷か

れ、平即面か造成された。岩盤は1勺fl

に削られ、村穴か穿たれ、オ）al立柱の建

物のつくられた時期もあった。また礎

石もみつかっていることから、礎石式

の建物もあったようてある。このとき

の建物の屋根は瓦茸きてあっ↑ と芦—‘
J えられる。この郭からは大罷の山瓦か出土する。

城舷は比較的小ふりの長方形主体の柏石によるものか多い。胸壁の存介ははっき

りしない。二の郭枯壻の仕切りの石加はかなり人きなf責石を布桔によって栢んでい

PL .19 勝連城跡石垣

しかも二つの異なる時期の石梢坦かみられる。

一方、城舷外の崖下には貝塚の形成かみられる。 _l_層は城内からの落下堆積物で

あるか、下層はグスク時代への移行、展開を示すi中縄貝塚時代後期後半の＿十器文化

る。

A

.

9

、喜喜・ク

j

層である。

勝連城のうつりかわりについては一の郭の発掘成果から次のように考えられてい

る。
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I期一ー貝塚時代の終末期

II期ーグスクの体裁か整いはじめた時期、グスク土器、須恵器、中国宋元代の磁

器出土。

III期ーグスクの大規模な造成か行われる。土器、須恵器のほか、中国陶磁、鉄器、

占銭、玉などか目立つ。

N期一勝連城の最盛期、瓦屋根をもつ建物か現わる。刀、ガラスE、瓦器、よろ

いなとガ出土する。中国だけてなく、日本との交渉の活発化かうかかえる。

V期ー阿麻和利没後の15世紀後半-16世紀の時期。何らかの形てこのグスクか使用

されており、明らかに 16世紀に属する中国青磁かもちこまれている。

勝連城は一般に阿麻和利の肘城として名高い。その前は茂知附（望月）按司か城

主てあったか、その家臣となった阿麻和利か叶略によって奪ったと伝えられる。阿

麻和利は勢力を増し、やかて坑球国上の娘を友とするほどの力をもつに喧るが、 14

58年王府軍に攻められ減ぱされてしまう。

勝連城は「おもろ」にもよまれているグスクである，

77 浜グスク（はまグスク）「イリズスク」

勝連町字浜の東南にあり、標高60mの石灰岩台地の先端部に占地している。グス

クの周囲は天然の崖をつくり、ただ一ヵ所のみ北側束側に緩斜面か見られここから

グスク内への出入か可能である。現在、グスクの南西側の一角に野面積みの石垣が

認められるか崩壊が著しく保存状況は

極めて悪い。グスク内の構造は北側が

南測より一段と低く、比高 1m前後と

、なっている。南側は三つの郭からなり、

この三つの郭はそれぞれ段状に築成た

れていて平場を作っている。それぞれ

郭の緑端部には黒褐色土の遺物包合層

か形成されていてグスク系土器や輸入

陶磁器か採集てきる。グスクの規模は

少さく、水場は郭内にとり込まれてな

い。グスクにのぼれば視界は 180度展

聞し、足下に浜部落、遠く知念半島を

望むことかでぎる。

浜比嘉島は東の方に比嘉、西に浜部

落を擁し、現在二つの行政区からな

口
第19図浜グスク略図

（安里嗣淳）
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っており、比嘉部落に対応するグスクか比嘉グスク（別名：箪＇グスク）、浜部落に対

応するグスクか浜グスク（別名：酋グスク）という形をとる。

（当直嗣ー）

78 比嘉グスク（ひがグスク）「アガリグスク」

勝連町浜比嘉島の比嘉部落西南にあ

り標高 mの丘陵上先端部に位置して

いる。周囲は断崖となっており天然の

要塞的なところに占地して築城にさい

しては明らかに地形的な配慮がなされ

たことがうかがえる。グスクの北側に 集洛

は城門らしきところがあって、グスク

内への出入口となっている。

この出入口をはさんで左右に野面積み

の石垣がめぐっており、城壁の機能を

有した遺構として理解される。グスク

内にはススキ等が繁茂し精在するのに

困難を伴うが、表面観察によれば東西

方向にのびる石垣によって二分される

-, 

形をとっているように思われる。グス

ク内最東端の隅には御臥があり、 1日2月と 5月のウマチーには神人たちによって、

神事か行なわれるようてある。グスクの規模は小さく、グスク頂部の平場は約 150

坪位を測る。水場はグスク内にはなく、グスク下力に上の井戸（ウイヌカー）とい

う泉井かあり、グスクに最も近い水場となっている。グスクの南側崖下からグスク

系土器や輸入陶磁器か採集されるか、上力のグスク内半場から投棄された遺物と思

われる。
（当真嗣ー）

第20図比嘉グスク略図

79 クボウグスク

津賂小中学校の北西約150m、樗高25mの海庁に突出した石灰岩丘陵てある。第 2

次大戦に日本軍の陣地かつくられた跡かある':頁上部にはコハウノ訊（オヅカサノ

御イヘ）かあり、そこに登るには、幅 lm、、長さ 12m程の石段かあるか、グスク

と関連のものかは不明てある。石坦は20cm-50cm大の石灰岩礫を利用した野面積み

て、北側から西側に向けて、除々に少なくなり、断州となる。出士遺物は現在のと
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ころ確認されてない。

仲松氏によれば、「石垣中に入るのが

困難なことから下に遥拝所かある。石

垣囲内にあった幾多の人骨は、戦争時

日本軍によって村共同墓に移葬された

といわれ、その一部か神骨の代表とし

て現公民館西褒に祠をつくって祀られ

ている。この御嶽は安谷屋根人が管理

している o_J とある。匿神松弥秀「村落

形成と祭祀民俗」『津昭島地割調在報告

書』 1977年 3月 （比嘉春美）

80 新川グスク（あらかわグスク）

勝連町津略島の消昭小中学校の北東約50mの琉球石灰岩の小丘、標高35mに所在

する。グスク全体か破壊され、現在はグスクと思われる一帯にはセメントを固めて

慰霊の塔か建立されている。採集遺物は褐釉銅器、グスク系土器、青磁片等の細片

てある。採集場所は先述の慰霊の塔付近及ひ後方の燈台東側の畑地てある。近くに

部落の人か産井とする「アラカワガー」という古泉かある。

（比嘉春芙）

沖

．
 

~t 

縄 市

この付近にも階段みた

いなものがあるが意図

的に積まれたものか石

垣のくずれおちなもの

かについて確証が得ら

パ
丁

日

81 知花グスク（ちばなグスク）

沖縄巾知花部落の西北にある。沖縄地域ては最も内陸部に位置するもののひとつ

て、尻高87mの比較的急峻な独立Iiから成る。頂上からは東西の海洋、勝連城、安

慶名城、越来城なとか遠望てきる。麓には比謝川の上流か流れ、その前面はかって

水田であった。

中II及には野面積みの石炉囲いがあったと伝えられるが、現在は失われている。頂

［には二つの巨人な岩塊か載っており、そのうち南側の岩塊は狭少なからも広場が

あり、）且物包含層か形成されている。この岩塊下にも広場かあり、直物包含層か確

認てきる。またその周団の急崚な釘面にも遺物包含層は及んている。投菓による堆

柏てあろう。 ii砂r.貝か多く堆柏している。
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斜面の一部には積石程度の大きさの岩塊が散在する。かっての石積みの一部かと

も考えられる。

西北方の麓部は今日でも神事の行われる神あしゃぎか存在するが、

逍物包含層かみられる。 この地点で石斧か採集された。

これまて知花グスクの発掘調査例は

ないか、表面採集ては舶載の陶器、青

磁のはか、須恵器なども得られている。

「おもろ」には、「ちぱなかな〈すく、

ちはないしくすく」と称されている。

また、 ]5世紀中煩には、蒐大城という

異名のある大城賢勇か首里下府軍によ

ってこの地に追いつめられ、自決した

との伝承もある。彼はかって首里エ府

の命を受け、勝連城主阿麻利を攻略し、

その功によって越来城主となり、一帯を領有していたか、第二尚氏尚円［代に彼も

また排除きれる運命をたどったのだという。東面する中腹には「鬼大城の雌」と伝

えられる募所かあり、かなり後世の1853年、その子孫かこの雌の由来を碑に記して

傍に建立している。 （安里嗣淳）

PL .20 知花グスク近景

越来グスク（ごえ〈グスク）

沖縄市越来、越来小学校の南、台地の緑辺部が一段と小丘をなしたところにあ

82 

この広場にも

る。公共施設や個人住宅などの建設によってかなりの地域か原地形を削られ破壊を

受けている。石坦などの遺構を確認することはぎわめて困難てある。かっては切石

積みおよび野面積みの城壁かめくり、グスクの範囲は越来小学校一帯にまて及ふも

のであった。

北側の道路沿いの断面には遺物包含層か確認でぎるので、慧盤層の掘削を受けて

ない地域には、なお包含層か残存することか予想される。断面からみると二つの異

なる層があるようであり、このグスクの‘つつりかわリや時代幅を若える［て費重な
ものである。

発掘調査の事例はないか、表而採集てはグスク士器、舶載の陶器、磁器、鉄製の

刀子などが得られている。

このグスクはかって第一尚氏の尚泰久が、国王とが

とし
いて首里城へ赴く前まて居城

ていた。また第二尚氏尚円の弟尚宣威も一時居城にしたことかある。「おもろ」

にもうたわれているグスクである。
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なお、この地域は「越来ウガン」として尊崇されてぎた。

83 仲宗根グスク（なかそねグスク）「ウチグスク」

j[屑窟には仲宗恨グスクの呼称はない

この一帯は沖縄市仲宗恨、バプテスト

教会の裏手にあって、台地の東緑辺で

小高くなったところに形成されている。

沖縄貝塚時代の前期、中期の遺跡と

璽なっており、 日層かグスク時代に属

する。グスク土器、舶載の陶器、青磁

白磁、玉、鉄製の嫌、須恵器、炭化米

ウシの骨などか出上している。発掘は

1966年、 1979年の二度にわたり実施さ

れた。

一帯はウチグスクという呼称があり、

グスク遺跡のある現在の「仲宗恨ウガン」

は「アマミヤ琺」とのことである。

（安里嗣淳）

（安里嗣淳）
第22図仲宗根グスク地形図

84 インジングスク

沖縄市嘉真良八璽島）II原581番地に所店し、沖縄市民会館の北東約50mの石灰岩

小斤に立地する。昭和56年 (1981年） 10月に本市の公園工事整備に伴ない、てド前に

当市教存委貝会か丘陵南側と中央部付近て、埋蔵文化財・有無の調森を実施した。

表面調査と数地点て試掘を行なったか、グスク時代の遺構と遺物を確認する事はで

ぎなかった。零沖龍市教育委員会『沖縄市の埋蔵文化財』（遺跡分布調壺報告書） 19 

82年 3月 （宮城利旭）

85 アマグスク

沖瀧,t,字大甲後原に所在し、一名アマムイと呼ぶ。現在、この一帯は終戦後の道

路建設と宅地化て全壊しているが、以前は第三紀層の小丘陵があったという。次に

アマムイにまつわる伝承を、地元の古老（沖縄市大里169番地仲宗恨マズル明治40

-69 -



年JO月JO日生）から採集したので、紹介する。

古どによると「15世紀の阿真相利の乱の時、鬼大城か
もも とふみあかり

百十踏揚を連れて首里に逃

げる際、アマムイ付近て追っ手かす〈近くまて来たので、天を仰いて拝むと追っ手

の力^ヘこふし大の石の「11か降り、二人は無事、首里城まて逃げのひたという。」以た

伝承は、「古代マキヨの研究）「稲村賢敷著）ても詳しく紹介されているか、それは省

略する。

アマムイに隣接して、ウガンガワァームイ（アマムイ同様、第三紀層の小丘陵が

あった。現在、一部、面影か残っている）と称する拝所かあり、ここは戦前まて干

ばつの時、大里部落の巾ごいの祈頻を行なう拝所てあったという。

（宮城利旭）

北 谷 町

86 北谷グスク（ちゃたんグスク）「大川グスク」

北谷町大村グスク原の束シナ海に注く白比）11に沿って舌状に伸びる標高30m前後

の琉球石灰岩丘陵の先端部に立地。グスクの西側崖下をl}l道58号か横切っており、

一部国道によって削平されている。

北谷グスクは、一名大川グスクとも、池グスクともよばれている。築城等につい

ては、明確な史料はない。伝承には金満と称する按司の居城と伝えられ、グスクの

北側中腹に金満お墓と呼ぱれている詞穴墓かある。金満按ii]は大川按ぃ］に減ぼされ

谷茶大主に減はされたと伝わっている＇。また、尚寧工時代、慶長 14年 (1609年）薩

軍か進攻するに当り、碓肇豊佐敷筑登之輿道か、このグスクの主将として派遣され

たが、興道は 4月1日、首里城か陥落したと聞いてこの地て自害したと伝うる。

『おもろそうし』には、「きたたんのてた」（北谷のてだ・ 15・55・56)や「きた

たんの世のぬし」（北谷の世の主・ 15-57・58)などがある。

また『琉球団由来記』には〈北谷城之殿〉やくヨシノ訊＞ ． 〈城内安室崎之臥＞

かあるか現在米軍用地となっており、グスク内への立入はて苔ないため、拝所はグ

スク外に移すなどして拝まれている。
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□□]― i 

第23図北谷グスク地形図（北谷町教育委員会 1982年 8月）

PL .21 北谷グスク遠景

PL .22 北谷グスク石垣

-71-

1982年 9月約 1ヶ月間、北谷町教育

委貝会によって、約 1ヶ月間、遺構測

最を主とした調代が行なわれた。その

結果グスクは、長さ約160m、幅約50

m、面梢8,000mてあることががわか

った。グスクは、人頭大の野面積みの

石垣か高い所て約150cm低い所でも1().数

cmもあり、根石の残っている所を含め

ると 70-SOcm残っていることが確認さ

れている。

ここからは、青磁等の中国陶磁、

グスク系士器、須恵器が採集されてい

る。 （知念勇）



「-！
1

1

87 池グスク（イチグスク）

池グスクは北谷城の北、約 500m白比川をはさむ川向こう、東西に細長くのびる尾

根状の石灰岩台地にあたる。西隅か一段高く、名松が林立し、その近くに祠があっ

たという。

この地は南側の真栄城（『北谷村誌』では前城からの転用であろうとされる。）とな

らび、北谷城の要害の地となったと伝えられ、北谷城成立期や慶長の役の攻防の伝

承か残る。街道の発達に伴い、明治38年には＇＇北谷トンネル＇＇が掘られ、戦後は軍

道として削減し時代の風雨にさらされ、昔のおもかけはない，祠はビジルの性格を

もつとも伝えられ、現在は同台地の東側に移転されている。池城の名称や、その由

来の詳細については不明な点が多い （中村應）

宜 野 湾 市

88 喜友名グスク（きゅうなグスク）

沖縄本島中部、宜野湾市字喜友名地番に所在する。標高約60mの石灰岩の海岸段

丘上に形成されている。喜友名バス停から東側へ数10m登りつめたところ一帯に位

罹するとされるか、喜友名バス停道路工淋て大打破壊されたと考えられる。

現在、アスファルト道路下と米軍悲地内で遺物の採集は困難てあるが、破壊前に

多和田真淳氏か、グスク系土器、項恵器、輸入陶磁器を採集している。

青磁では明初の竜泉系と南宋～元の浙江系の 2片である。また加藤三吾氏はグス

ク付近から石斧の破片を採集している。石積みの状況の有無はわかってない。

（大城 慧）

我如古グスク（がねこグスク）

本島中部、宜野湾市字我如古に所在する。現在の我如古公民館の石灰岩付近高地

に位置しグシクと称されている。大部分宅地造成により過去の地形をしのふものは

ない。遺物の採集は出来ない。石積みの確認は出来ない。

89 

（大 城 慧）

90 黄金森グスク（〈がにもいグスク）

宜野湾市字大謝名部洛の南よりになる。朽高30mて周辺は硲地や空地か建ち1/i.ぶ
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宅地造成て従来の地形か大幅に変化した。大謝名公民館より数 m西測に寄った場所

に現在碑か残されている。グスク系土器、輸入淘磁器、高麗瓦か採集されている。

口碑伝承の中に察度王の居城てはなかったかとされている。

（大城 慧）

91 嘉数グスク（かかずグスク）「ウチグスク」

宜野湾市嘉数部落の北束力に位凶する。嘉数高台の北側後背には比屋良Iiiか流れ

ており大謝名部落の1日水田地帯を貰通し牧港の河口へ注いている。嘉数杜グスクと

も呼ばれ、『おもろ』の中にも古くから登場してくるグスクの一つてある。標高

93.2mの東西に延びる琉球石灰岩の丘陵地の南面の畑地や原野一・帯から、わずかな

からてはあるか過去に青磁片か採集されている。グスクは嘉数高台の丘陵地に形成

されていたと思われるが、詳細なこと

はわからない。

第二次大戦の際、激戦地の一つで昼

夜の別なく攻防戦か展間された場所で

あったとされている。 1日来の山地、河

川の地形は大きく変貌したものと思わ

れる。石垣の跡などのグスクの様相を

物晶る査料の存在かとぼしい。現在付

近——幣は嘉数高台公園として利用され

ている。参『，<I埼間の城跡』新城徳柑． PL .23 嘉数グスク近景

1982年
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北 中 城 村

92 ヒニグスク

北中城村字喜舎場の嶽根原にあるグス
ク。屋宜原村の背後の標高110mの琉球石

灰岩の丘陵にある。 30mX 100 m余のグスクであ

なり
ったが、昭和35年頃から採石場と

、40年に緊急発掘調査したとぎ
には石垣や石段状の遺構はすでに採石作業で撤

去され、グスクの大部分は基盤ごと破壊された後であっ t> -~o~ のグスクに関する文
献史料や伝承もはとんどなく、その興亡はまったく不明である。

破壊から免れた六カ所に小さなピノトを設けて発掘調在を行なったが、

単一文化層であった。出土遺物は土器片がもっ
いづれも

とも多く、それに青磁器、須恵器、

南蛮陶器、石斧、凹石、貝製品、古

銭（熙寧元宝）などで、土器はフェ

ンサ上層式土器である。自然遺物で
~ 

発

口三、ー、~~
予 0',  

採芍・

←二¥“翌~:~ 三＼
二竺~r------

第24図ヒニグスク略測図

（原図：新城徳祐『ヒニ城の調在報告』 1966年11月）

93 安谷屋グスク（あだにやグスク）

北中城村字安谷屋に所在する
。安谷屋から荻堂方向へ断崖丘陵が続くが、この丘

陵を利用した細長い連郭式のグス クである。南北に約 130m 
およそ90mの規模である。

、東西に約60m、標高

石垣は丘陵石灰岩の岩盤を巧みに利用した野面積みで
、北東側では一部切石積みも見

られる。北西側には階段跡かある
。その右手下に井泉かあり、ここかグスクヘの入

ロ付近と考えられる。

は牛骨・魚骨・貝殻などが出土した

グスク内には拝所はみられなかった。

傷嵩元政秀「ヒニ城の調査報告」

『琉球文化財調査報告書』所収

1966年琉球政府（嵩元政秀）

北側か城門になると、一番奥まったところとなる南側台地

三カ所の御訊かある。
上部のフラット面には、

井戸も含めグスク全体か拝所として生ぎている。

1468年首里ては金丸か尚円王として王位に就いf

を中心に進められたが
こ。その転覆活動か安谷屋按司等

、途中で発覚し、安谷屋按司は隠棲した
のが、尚円の子若松だと

-。その後配置された
いわれる。グスクの西側丘陵には

期について詳らかてナ
、その輩かある。築城時

"£ い。発掘調杏も未だであるが
、グスク南側崖下ては、グスク

-74 -
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安谷屋グスク実測図（実測： 1978年 7月）

系土器片、輸入青磁器片、白磁片、須恵器片、陶器等が採集されている。これらに

ついては、 14-15世紀の遺物と考えられる。＠北中城村『北中城村史』 1970年

（座間味政光）

大城グスク「ミーグスク」

北中城村字大城にあり、ミーグスクとも呼ばれている。

近年開発が進み、グスクの東側は整地がなされゴルフ場の一部となり、北側は採

石かなされ、石垣等の遺構もなく、グスクとしての形態をとどめてない。

グスクについては、伝説によると、英fl[王の三子中城王子（中城按司）の居城で

あったということで詳らかでない。

ゴルフ場の芝生に突ぎ出た石灰岩の周辺からは、フェンサ上層式の土器片、青磁

片、石器片か採恥され、 14世紀頃のものと衿えられる。⑱北中城村『北中城村史』

1970年 （座間味政光）

-75 -



95 マーシリグスク

北中城村熱田真志礼原に所在し、熱田部落南側の海岸線（国道 329号線沿い）に

立地する石灰岩小丘陵。雑木か茂る小さな森で、一名、熱田マーシリ（地元てはマー

シリグシクとは言わない）とも称する。そこにまつわる伝承は『北中城村史』（北

中城村役所発行）に紹介されており、次のように要約される。

「具志頭間切の容姿端麗な美男子、白川桃樽金という若者と、勝連間切浜村の美人

浜川真鍋樽の恋物語である。昔、勝連間切に真鍋樽という評判高い絶世の美人がい

た。その噂は人から人へ、また旅人から旅人へ伝えられていった。たまたまその噂

を旅人から聞いた樽金は、早速、真鍋樽に会い、やはり噂にたかわない美人だと思

った。

真鍋樽に惚れた彼は、直ちに結婚を申しこんだ。一方、彼女も彼に一目惚れをし

たか、しかし気品と知性に富んだ彼女はすくに承諾せず、むつかしい謎をかけ彼を

帰した。例えば、その謎とは「今度来るときは二頭の馬に鞍一つかけて一人で乗っ

てくるように……oJこのような謎か再三続ぎ、最後に彼は結局、謎解かとけず追い

返された。失敗した彼は、彼女への思いを諦めきれずとうとう、病床に伏し、「おれ

か死んだら真鍋樽の村かよく見える場所に葬ってくれ」と遺言を残して死んだ。一

PL. 24マーシリグスク “ 

-76-

方彼女もまた、来なくなった彼に思い

焦れ、同じ遺言を残して死んだ。それ

ぞれの死体は二人の息いを遂げさすた

め、樽金の死体は勝連間切へ、真鍋樽

の方は島尻間切へ向って担いて運ばれ

た。途中、はからずも両者は熱田の海

岸でばったり出会ったので、その背後

地にあるマーシリを最適の地と定め、

ここに死体を合葬し、この地を比翼塚

とした。」⑨北中城村役所『北中城村史』

1970年 （宮城利旭）

～ 



中 城 村

中城城跡（なかぐす〈じょうせき）

中城村の山手丘陵にある。崖縁でひとぎわ盛りあがった地形をとりこんでつくっ

た城で東西に石垣で区画された六つの郭が連らなる。

城門は西南にあり、その内部は西の郭の広場か展開する。同一平坦面を直進する

と石門をはさんて井戸のある北の郭へつづく。正門を入り内に向かって右側には石

段の道があって上の南の郭に続く。登りつめたところにアーチの石門があり、中へ

入ると木々が茂り、石造の拝所か三基ある。自然の石灰岩の突出もいくつかみられ、

平坦面はあまりない。

この郭の城壁の南西側（大手に面したところ）には二つの狭間（いわゆる銃眼）

がとりつけられている。

東へ進むとアーチの石門があり、かなり広い一の郭へと至る。一の郭は西南側は

一段低い前庭様の広場で、東北側は一段高くなった館基壇跡である。この郭がこの

城の中心部であり、基壇には館が建っていたといわれる。歴史上著名な護佐丸の減

亡後 (1458年以後）は首里£府から、王の一族あるいはその代理者がここに拠って、

一帯を統括したようである。

その頃にこの陪壇上の建物は何度か建て替えられ、

96 

のちに「間切番所」 として使
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第26図中城城跡地形図（『中城城跡』中城村教育委員会1982年 3月）

-77 -



PL, 25 中城城跡

k I・.: IE l"l 

左:r:一の郭（本丸）北門

右 ：二の郭雌路h段

われるようになった。 1897年には「間切役場」と改称し、 19-15年て焼央するまて存

在した。

この一の郭を東北方へさらに進むと一段下がって二の郭となる。この郭は元来一9

の郭とのみアーチ門でつながっていたようである。さらにその東北側隣には三の郭

が連結する。この郭は井戸のある北の郭から間口の広い石段によってつなかる。

北の郭の井戸は元来、岩陰の自然湧水であり、この前面を高い石岸で囲いこんだ

ものである。井戸（湧水）の施設は大手門のある西の郭の城咽下方にもある。石段に

よってこの郭とつらなる。

この城の孝占学的な調在はない。表面採集品でみると中国製陶器の他にグスク上

器もあり、有名な邁佐丸か城:t.てあった時期よりもかなり前から、この地にはグス

クか存在していたことか推定される。しかし、文献上は護佐丸以前の城主の正確な

記録は今のところない。

郭によって城壁の積み方に相異かあり、また郭の連結の仕方などから、この城は

護佐丸の時代に増築または改修工•)l. をした可能付もある。石知は大部分か-!}ff,積て

あり、一部に野面積みもある。切石積の中にはあいかた積を主体とする郭と、布積

みを主体とする郭とかある。両者は時期のちかいをもあらわしているという見方も

ある。

城壁は多くの部分に胸壁をもつ。 （安里嗣淳）
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97 台グスク（デーグスク）

中城村字久場部落の北北西 500m、

標高約 170mの琉球石灰岩台地の東端

部に位置する。グスクは北側から西澗

にかけては緩やかな斜面部地へつなが

り、南側は断洋となり、頂部にフラッ

トな面を残しているがグスク内には石

梢み等は確認できなかった。南側の針

面中腹には、崖を利用したりっばな亀

甲幕があり、護佐丸一族か葬られてい

るとのことてある。噂噺城徳祐『沖縄の城跡』 1982年 8月

-・ 

PL. 26 台グスク近景

（比嘉春美）

98 新垣グスク（あらかきグスク）

中城村字新垣にあるグスク。村落の北方、標高 170m前後の琉球石灰岩の丘陵に

ある。築城年代は不明て、殿舎などの地十遺構はないか、ところどころに石垣の根

石が残っている。「おもろさうし」の巻 2-21に

あらかぎの、ねたか、もりくすく

てたか、ふさよわる、くすく

又 てにつきの、ねたか、もり

と新垣根高森くすくの繁栄か歌われている。また、城内にある拝所にまつわる伝承

なども残っている。 1973年発掘調査か行なわれた。出土遺物はフェンサ上層式土器、,,,,,
を主に中国製青磁、染付、須恵器、鉄鏃、刀子、刀剣の鍔、鞘、凹石、獣骨、貝類

などか出土している。

現在新垣村の重要な拝所で、『琉球国由東記』 に新垣ノ臥とあり、神名は「天次

アマタカ／御イベ」である。 （嵩元政秀）
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西 原 町

99 イシグスク

西原町森川にあり、琉球大学農業工学ビルの西約 300mの距離で、標高 136mの

石灰岩台地上にある。規模が小さく、小丘陵の中間部に位置し周辺には古い墓が多

い。表面踏査では磨石 1個とグスク系土器片か数片採集されただけであり、石積な

どの遺構は確認されなかった。このグスクは、地元の占老によれば「イシグスクモー」

と呼ばれ、棚原グスク築城以前、棚原按司はこの地にグスク普請を行なおうとした

が地形が定まらず後で棚原の地に移ったと云われている。棚原グスクはイシグスク

の西方約 400mの石灰岩丘陵の先端部にあってイシグスクと相対峙している。

（当真嗣ー）

100 棚原グスク（たなはらグスク）

西原町字棚原にあり、現在の棚原集落の北北西約 300mの距離にある。このグス

クは浦添市西原から断続的にのびる石灰岩丘陵の先端部に占地して標高 130mを測

る。グスクの北側には比屋定が一（川）か蛇行し、その下流は牧港に至る。グスク北

東側は採石のために大きく破壊を受け旧地形か損なわれているが、丘陵頂部や南側

傾斜面には遺物の散布が認められる。また東側崖下に按司墓と称す崖葬墓があり信

仰されている。グスク内、とくに北西側に一枚の平場があって現在そこに祠があっ

て拝所となっている。伝承によれば、グスクは、はじめ安慶名大川按司の弟が棚原

按司となって築城したものであったが、やがて初代の棚原按司か幸地グスクの幸地

按司との戦いに敗れ、その後は南部地方の先中城按司の子が跡目を継いで二代目棚

原按司となったと云われている。棚原のことについて次のオモロがある。

聞ゑ棚原に ゑいにせや十百度

按司添い巣せ 又鳴押む棚原に

聞ゑ棚原に 夏冬太判らず歓ヘ

てしけちぢょ盛り居る。又、鳴

響む棚原に 冬夏も判らず

棚原のてだの 思い了は生しょわ

ちへ 島よ移けわちへ又下の

世の主の思い子は 生しょわち

（当直嗣ー）
PL. 27 棚原グスク
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101 幸地グスク （こうちグスク）

西原町幸地にあり、標高 115mの丘上に位置している。このグスクは現在の幸地

艇洛の東側の高台にあって、グスクに立ては集落を眼下に遠く首里や中城湾を眺望

する位罹にある。現在の幸地の古島は古幸地と呼はれ、グスクの南測斜面の起伏に

富む山あいにある。現在そこはヤヒ畑となっているか、段々状に築成された平場や

古井戸等かあって古島らしい雰囲気をかもし出している。グスクには石厨などの遺

構は認められず、あるのは拝所としての祠だけてある。表面踏任ては遺物の確認は

てきなかったか、グスク近くて採＿十かあった際に貝殻か多量に出土したという土建

業者のはなしかあり、今後遺物包含層か確認される可能性は強い。『遺名説伝』には

幸地グスクの城主といわれる幸地按司の伝説か収録されている。

（当頁嗣ー）

102 津喜武多グスク（チキンタグスク）

西原町字小波津、小波津団地の西方

に屹立する第三紀砂岩（ニービ）から

なる山をいう。ここは、標高約60mの

三角錐状の山であるか、かってこの山

に接続して標裔50mの丘陵か略東西に

走っていた。ところか近年の団地造成

により削平されて現在ては小波津団池

かてきている。チギンタグスクは、お

そらくこの丘陵の一部をも含んでいた

ものと思われる。伝承によれば、この

グスクの石垣は首里城普請の際に手渡

しで持ち運ばれたと云われている。グ

スクには、石垣等の遺構は認められず

遺物も採集されない。

（当真嗣ー）

PL. 28 津喜武多グスク近景

103 我謝遺跡（がじゃいせき）「ヨナグスク」

西原町字我謝およひ与那城地番に位置する。遺跡か形成されている地域は、通称

「我謝モー」と呼ばれ、かって字我謝の「殿」か存在していたところてある。 10数

年前のエ I'/社宅工事による削平をうける以前、この一帯は標高50m前後の台形状
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の低丘陵が舌状に張り出した地形をな

していたようである。

1981年から1982年にかけて宅地造成

に伴う緊急発掘調査か行なわれ、膨大

な最の遺物か出土した。調壺の結果こ

の遺跡は、 A-I地点の 9地点によっ

て構成された遺跡であり、時期的にフ

ェンサ下層期からグスク時代、および
第27図我謝遺跡（「

近世におよぶ時代幅のある遺跡てある
南烏考古だより」No26)

ことが確認された。各地点の遺物包含

層は主として台地針面部の凹地に集中

して発見されている。この状況は頂部

の平担面から投棄きれたものか流れ込

んで堆積したものとして理解でき、そ

のことから当然生活面であったと思わ

れる平場の存介か予想されるか、 上述

のような削平を受けたために平場に相

当する部分は現在不幸にも失なわれて

しまっている。

出土遺物は、くびれ平底を有す士器、

グスク系土器、輸入陶磁器（天目茶碗・

酒会壺・連弁文碗・稜花皿・ロ禿白磁

皿・玉緑白磁碗）、須恵器、滑石製石鍋、

鉄製品、青銅製品、銭貨、石器、骨製品

丸玉、土錘、鉄滓、羽口等かあり、そ

の他、魚骨、牛の遺存骨、炭化米・麦

等の自然遺物か含まれている。

検出された遺構は、近i廿古島のピ J

ト群、グスク時代に属す溝状遺構睾で

ある。

この遺跡の E・F・G地、点は、石垣

遺構を有さず独立した低斤陵地に形成

されており、グスク形成期における初

期のグスクとして理解されると、『沖縄

の歴史』て比嘉春潮氏かあけている「与

PL. 29 我謝遺跡近景

PL. 30 我謝遺跡出土遺物

那炭に比定されるグスクてはないかと思われる。（大城 琶・当真嗣ーー）
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浦 添 市

104浦添城跡（うらそえじょうせき）

浦添市役所の南東約 500mの地点、浦添市字仲間城原地内にある。グスクの本体

は石灰岩台地の先端部に位置し、標高 130mから 144mを測る要害の地に築かれて

いる。グスクが立地するこの台地は、南北に 1-7 kmの長さて細長く発達しており、

台地の東測か断州面を形成し平地との比高か20mであるのに対し、西側は比較的緩

かな傾斜面をなしている。台地の東側崖下には英祖王と尚寧王の幕、浦添ユウドレ

かあり、西側には字仲間、南側には字前田の古くからの集落か展開している。また、

台地北側先端部には英祖王の城館址といわれる佃祖グスクが占地している。

このグスクは、石灰岩台地の地形を巧みに利用して築かれた山城てあって古くか

らの伝承によればコグスク、ミーグスクと呼ばれる新 ・l[l二つのグスクで構成きれ

ていると云われている。グスクの縄張りは、南北 380m、東西60~80mの長楕円形

状をとり、石灰岩の絶咄をもつ独得な台地の大端に沿って石垣を囲饒して攻めるに

難しいグスクとなっている。城郭の構造は、中央部か採f日こよって著しく削り取ら

れて旧地形を損ってはいるものの仝体の形からみると連郭式の城構えをしていたも

のと判断される。

このグスクは、舜天王か浦添按司てあったと記きれていることから舜天の居城と

も見立てられているか確証はない。記録によれは舜天王統に続く英祖：［統や察度王

統はいずれも浦派の出であるときれており、これら三王統のうちいずれの時代に築

かれたことははは間違いないてあろう。東恩納寛惇は「英祖の居城は別に伊祖に在

れぱ、察度以後のものか」（『南島風＿十記』東恩納寛惇著）と述べている。その後浦

添グスクのことか記録てはっきりするのは16世紀に入ってからで、第二尚氏尚真王

の長f尚維衡か父―Eの不輿をかい浦沿城に遷されている。その時には城郭が荒廃し

住居に耐えられなかったために我那覇家の邸宅か移築されたといわれている。「喜安

Hi: じ」によれば、慶長14年 (1609)の島ホ侵攻の際、城下の龍福寺とともに浦添城

も戦火にあったことか記録苔れていることから、その時に炎[:-_した建物かそれてあ

ろう。島小侵攻から 8年後の万麻45年 (1617) の冬、島it':氏のとらわれの身となっ

ていた尚寧の帰l叫により改めて浦涼城か修復されたと記録は伝えている。浦添城に

閃するその後の記録は無く現在に咽っているか、古名のはなしによると城内にはご

く近い頃まて番所かあったとのことである。

本グスクの調査は、これまて伊東忠太・鎌倉芳太郎、大Ill 清の諸氏や1日琉球政

府文化財保護委員会、浦添高等学校郷L研究クラブの機関などによって実施されて

きたか、いずれも知期間の試掘調在にとどまるものてあり、本格的な発掘調企か実
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施されたのは昨年 (1982年 6月）の浦添市教育委員会によるものが最初である。そ
の時の調奇で、城壁に相当する切石積みの石垣 1、浦添グスク最下層に伴う野面積

みの石垣 1、基壇 2、甚壇に取り付けられた階段］、建物に伴う石塁 2、掘立柱建

物跡 l、コーラル敷きの広場 1、石列 2、柱穴群 3、人骨 1を発掘し、さらにまた

グスク普請の様子を知る土木事業の痕跡か随所で確認された。この中で輿味を引く

ものの一つに人骨の出土がある。人骨が出土した所は、城壁に相当する石垣の地ご

しらえの部分で、石垣のえ面から約 3m内測に入った所の地表下 3mのレベルから

であった。人骨の周囲には拳大の石灰岩塊か配置され、その上を黒褐土のグスクの

遺物包含層が覆い、上から黄褐色の粘土て封土されている状態であった。人骨の保

存は良く、発掘時に頭蓋の一部をヘラで引っ欠いた以外は全骨格が完全に確認され

た。人骨の頭位は N60°W、仰臥屈葬てあるか顔面は横向き、極端な屈葬姿勢をと

り、副葬品は認められなかった。 20オ過ぎの女性である。

出土する遺物は、グスク時代から現代におよぶものであり、中でも灰色瓦の出土

量は多い。瓦以外には土器、輸入陶磁器、武器や武具、古銭、 E類、牛の遺存骨、

炭化米・麦などである。輸入陶磁器は宋・元代の青磁や白磁、明代の青磁・ 白磁等

であり、古瓦には「癸酉年高麓瓦匠造」「大天」等の在銘瓦か多麗に含まれている。
⑧伊東忠太・鎌倉芳太郎『南海古陶売』宝雲舎 ]937年、大川清「琉球古瓦調代抄報」

『沖縄文化財調査報告 1962年度版』琉球政府文化財保護委貝会 1962年、当真嗣

ー・下地安広・前津政広『今姿を見せる古琉球の浦添城跡』浦添市教育委員会

1983年 1月 （当真嗣ー）

第28図 浦添城跡（浦添市教育委員会作製 1982年）
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105 伊祖城跡（いそじょうせき）

浦添市伊祖部落北東、標高50-70mの南東に伸ぴた琉球石灰岩丘陵上に築かれた城で

ある。同丘陵の南東約1500mには浦添城か存し、北方には牧港が望見でぎる地にあ

る。伝説では英祖王父祖代々の居城で、英祖王もここで生まれたと伝えられている。

城壁は、すべて琉球石灰岩を用いて東北の城門の下から本丸までの城壁が切石積

み、北の見張所と南側の石垣は野面積みになっている。グスク東側にある展望台一

帯と南側入口の針面緑地帯に遺物は多く、また見張所の下方に存する古墓地域にも

分布している。グスク遺物は土器をはじめ、須恵器・青磁・ 白磁・染付・黒褐釉陶

器・高麗瓦等が採集されている。

伊祖城跡は、昭和36年 6月15日に県指定文化財として指定され、現在城跡一帯が

公園として利用され市民の憩の場になっている。城の総面積が 4,881mパ1,479坪）

を測る。R浦添市教育委員会『うらそえの文化財ー遺跡分布調査報告一』 1980年

3月、新城徳祐『沖縄の城跡』 1982年 （上原 静）

＼ 

゜井戸跡
魯

此

C
礼げ

＂を

,o 20 30m 

第29図 伊祖城跡実測図（実測： 1960年 2月2日）
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106 親富祖グスク（おやふそグスク）

浦添市屋富祖に所在する本グスクは、勢理客から港川まで続く標高50m前後の琉

球石灰岩台地東端に位置していたか、仲西中学校の校舎建設工事や上水道タンクの

設置工事などによって大半か破壊されている。沢紙グスク同様、グスクの規模や性

格か判らないままに壊されたのは残念である。

昭和57年 (1982) 3月から 4月にかけて、市道改修工事に係る緊急発掘調査を浦

添市教育委員会か実施した。その結果、上部は以前の工事でかなりす覺乱を受けてい

るか、下部に厚さ40-50cmの遺物包含層か確められた。そこからグスク系土器や青

磁・白磁などか出土したか、遺構は確認てきなかった。発掘調査の詳細については

昭和58年 (1983) 3月に調企報告書として刊行される予定てある。噂浦添市教育委

員会『うらそえの文化財ー遺跡分布調花報告ー』 1980年 （岸 本義彦）

107 内間グスク（うちまグスク）

浦添市内間の公民館を中心とした標高30m余の丘陵一幣に立地していたが、宅地

造成が急速に進み、遺跡の規模はもとより遺構、性格等も不明のまま破壊された。

公民館北側の丘陵頂部には御嶽かあったといわれているが、現在ては公民館敷地に

合祀されている。

昭和54年 (1979)10月、公民館南側の道路て下水道布設工事か実施された際に地

表下 1m余の箇所で層厚40cmの包含層か確認てぎ、そこからグスク系土器や青磁な

どか出土している。また、公民館の西灯 200mの地点にはカンジャーガマと称きれ

る小洞穴があり、その洞穴から鉄滓か表採された。⑤浦添市教育委員会『うらそえ

の文化財ー遺跡分布調査報告ー』 1980年 （岸本義彦）

108 沢抵グスク（たくしグスク）

PL. 31 沢砥グスク遠景

-86 -

浦添市字沢紙に所在する本グスクは、

沢砥公民館の西方 350m、標高70m余

の琉球石灰岩台地に立地していたが、

ー幣における宅地造成か急速に進み、

今ては痕形もない。ただ、西側の州下

に井泉（沢砥ハンタガー）が残ってい

る。

昭和46年 (1971) には琉球政府文化

財保護委員会で発掘調在を実施してい



るが、調在報告書が未刊行で詳細は不明である。また、昭和54年 (1979)には浦添

市教育委員会による分布調査が実施されたが、遺物も採集できなかったほどであっ

たという。以前に、嵩元政秀氏等によって採集された遺物にはグスク系土器、青磁、

須恵器、高麓瓦などがある。

本グスクは北西に浦添城跡、南東に首里城跡を控え、璽要な位置に占めていたと

思われるが、その関連性はもとより性格も不明のまま壊減したことは残念である。

⑮浦添市教育委員会『うらそえの文化財ー遺跡分布調査報告』 1980年

（岸本義彦）

109 ジングスク

浦添市字前田の東側丘陵上に位置し、大岩の部落側崖下には墓があったといわ

れている。しかし、今では丘陵か削られ公務員住宅か立並び、一帯の地形は著しく

変貌している。そのために遺構はもとより遺物も確認されてなく、詳細は全く不明

てある。ただ、伝承によると、ジングスクは銭グスクの意味で「金蔵」のあった場

所といわれている。 （岸本義彦）

110 皇グスク（コウグスク）

浦添市城間の公民館所在地にあったことが伝えられているが、公民館建設などで

地形が著しく変貌し、詳細は不明である。ただ、口碑伝承によれば、尚円王統の17

代世主である尚瀬王の側女とその子の居館があって、尚瀬王か坊主大主とも呼ばれ

ていたことより皇グスクと称されたということである。また、鳥羽正雄編著『日本

城郭史の再検討』と比嘉春潮著『沖縄の歴史』に城間在の城間城が記載されている

が、両書とも明確な所在地や性格等については触れてなく、それが皇グスクと同一

のものであるのか判然としない。 （岸本義彦）
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第 3節南部地区概説

この地区は沖縄本島の南に位置する各市町村と久米島をはじめとする周辺離島に

所在する各村を含む地域であり、 2市3町13村である。沖縄本島の最南端に位置す

ることから北部の国頭、中部の中頭に対して島尻と称されている。

離島群を除くこの地域は、新第三紀のシルト質詑岩を主体とした島尻層群か広く

覆い、この島尻層群を甚盤に広く石灰岩がのる場合には、メサ状の台地をつくってい

る。中部とははは同じ地形的特徴を示しているが、大里村・南風原町のような内陸

部では青灰色～灰色のシルト質泥岩が全域を覆い、起伏に富む小丘陵を形成してい

る。このような地形に大方のグスクは形成されている。

久米島は、面積は小さいが、地形的に変化に富み、第三紀安山岩からなる大岳と

阿良岳を中心とする山岳地に二分されており、その縁辺には台地や段丘が付いてい

る。グスクは、島の中央を占める山岳地には宇江城グスクが、その縁辺の台地・段

丘上には登武那覇グスク・伊敷索グスクが占地している。

三山分立時代には、島尻大里に城をかまえていた山南王の権力支配下に属してい

たが、 1429年に、山南王他魯毎か尚巴志に減ぽされたことて統一王朝に組み込まれ

ていった。尚真王20年 (1492年）に建立された「官松嶺記下ミヤキジナハの碑文」

の中にみえている「南山府」がおおよそこの地域である。なお、現在は糸満市に合

併されているが、兼城、高嶺、真壁を下尻、南風原、島添大里、佐敷、知念を東方

四間切と称した。

この南部地域は三地域中最もグスクが密集する地域となっており、中でも糸満市

は極端に多く、今度の調査で合計39のグスクか確認され濃密な分布状況を示してい

ることがわかった。これらのグスクを立地条件別に分類すると、市内を略東西に走

る石灰岩丘陵上にあるものが35件て最も多く、その次に独立丘たる岩山の上にある

ものが 2、海岸に突出する断崖の上に築かれたもの 1、その他平地に立地している

ものは南山城跡ただ 1件のみである。

この南部地区でのグスクの分布状況は、全体で113、その内訳は糸満市で39で一

番多く、次いで那覇市12、知念村、仲里村 9、豊見城村 8、玉城村8、具志頭村5、

大里村 4、渡名喜村 3、座間味村 3、粟国村 1、南風原町 2、束風平町 4、佐敷町

2、具志川村 4となっている。渡嘉敷にはグスクは現在までのところ発見されてい

ないが、渡嘉敷の湾口にあるグスク島がグスクかどうかまだ詳しく調査されてない

ので判然としないけれどもこの島かグスクということになれば、いよいよ南北両大

東だけにのみグスクは存在しないということになる。

（当真嗣ー）

-88 -



一ゞ

地図 148 ウ フ グス ク 187 上里グス ク

番号
グスク名

志喜屋グスク 佐既 グス149 188 ク

111 首 里 城 跡 150 知 念 城 跡 189 糸洲 グス ク

112 ク ン ダグスク 151 テミィグスク 190 波平 グス ク

~fI~it, ¥ 
.. ..;.. y ./// /ヽ}'-..,,,,_一 ”山●

伯島に

屈置す

'"怜{! ~← 忍臼も、-・広ゞ 〈

｀ 
I I 込ヽや`：遮 ¢J、I; 

，てい

・内陸

113 石 田 グス ク 152 垣 花 城 跡 191 石原 グス ク

114 三 頂 グス ク 153 ミントン城跡 192 米須 グス ク

115 屋良 座 森グスク 154 仲栄真グスク 193 ガ—ラグスク

116 御 物 グ ス ク 155 玉 城 城 跡 194 オドサトグスク

117 天久 グス ク 156 糸 数 城 跡 195 摩文仁グスク

]18 具 志グス ク 157 根石グス ク 196 真壁グス ク

119 小禄 グス ク 158 船越グス ク 197 宇江城グスク

120 砿黄グス ク 159 大城グス ク 198 新垣グス ク

てい

摩
121 天 妃 グ ス ク 160 上 グ ス ク 199 真栄平グスク

122 サキハラグスク 161 多々名グスク 200 プリ原グスク

岳と

てい

123 悶見城グスク 162 具志頭グスク 201 仲間 グス ク

124 瀬 長 グス ク 163 
' 

ドリグスク 202 チ ン グス ク

125 長嶺 グス ク 164 新城グス ク 203 安里 グス ク

・段 j 
126 平良 グス ク 165 武 富 グス ク 204 メ グス ク

127 保栄茂グスク 166 阿波根グスク 205 シ ルグス ク

てい 沖純群島 具名真旦
128 石 原 グ ス ク 167 賀数 グス ク 206 グ ス ク 山

まれ

文」 a 
129 渡橋名グスク 168 潮平 グス ク 207 スンジャグスク

130 ユダマグスク 169 大城森グスク 208 ア マ グス ク

131 ウチミグスク 170 南 山 城 跡 209 里 直 跡

''--→ A ロ Ci 132 仲間 グス ク 171 与座 グス ク 210 具志川城跡

東方 ]33 八瓜瀬グスク 172 上座 グス ク 211 伊敷索城跡

134 世名城グスク 173 奥間 グス ク 212 マカイグスク

萄市

てい

135 テミグラグスク 174 兼城 グス ク 213 クィングワグスク

136 ジ リ グス ク 175 照屋 グス ク 214 宇 江城城跡

137 大 城 グ ス ク 176 国 吉 グス ク 215 登武那断城跡

こ走
, . ..:,. , 心’,•‘‘ ＼‘ 、

うる
/ ~ 黛、鯰 グ‘-- . 

るヽ

1没 大 里 城 跡 177 真栄里グスク 216 久根 グス ク

139 ミ グス ク 178 フェンサグスク 217 ウニシグスク

140 稲 福 追 跡 179 伊敷グス ク 218 塩 原 城 跡

141 佐 敷 グ ス ク 180 当間 グス ク 219 与那領グスク

-.. _ 142 屋比久グスク 181 チチャマグスク 220 天宮 グス ク

143 知 名 グス ク 182 喜屋武古グスク 221 ミンチプナーグスク

5、
144 ヰナグワンダー追跡 183 具志川城跡 222 小 グ ス ク

［町 145 安座真グスク 184 カタハラグスク 223 八狐川グスク

し‘ 146 寒 水 グ ス ク 185 束辺名グスク

• し‘ 147 古間 グス ク 186 山 城 グ ス ク

i大
第 30図 南部地区グスク分布
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那 覇 市

首里城跡（しゅリじょうせき）

那覇市首里の琉球石灰岩丘陵にある。第一尚氏、第二尚氏代の琉球王朝の城とし

て名高い。独立丘の大部分をとりこみ、その地形にあわせて崖緑に城壁をめぐらす

東西に長いほぼ楕円形の大規模な城である。急崖をなす西南部は一重であるが、斜

面を有する他の地域は下端部と上端部に二重の石垣をめぐらし、その間にも平坦面

を造成してある。石垣はすべて琉球石灰岩を用材としている。

外郭の城門は歓会門、久慶門、木曳門、継世門があり、内郭には瑞泉門、漏刻門

広福門、奉神門、右腋門、淑順門、美福門、白銀門がある。門はほとんど石挟門で

あるが、上部に櫓をもつものや、屋根のみをもつものもある。

主要な施設は内郭東半分地域にある。正殿は造成された基壇に建てられ、内部は

三層、外観は二重屋根である。正面は唐破風造り、石段と欄干を備える。

正殿の前に広い庭かあり、これをはさんで北殿、南殿か配される。正殿より西側

地域の施設は行政関係、東側地域には主として王家関係の施設か配された。

郭外にも城と一体のものとして種々の施設が設けられた。第二門としての守礼門、

遠く離れて第一門としての中山門か西方に建てられ、拝所の園比屋武御嶽、円覚寺、

弁財天堂と円鑑池、龍濯なども造営されている。

首里城跡の考古学的調査はほとんど行われていない。城跡内からは、中国陶磁、

古瓦、古銭、鉄釘などか出土する。

首里城の創建は不明である。尚巴志の代1427年に城門前に碑が建てられているの

か最も古い確実な資料であるが、察度王統のある時期 (14世紀後半）には王都とな

っていたとする考え方もある。首里城は1660年、 1709年、 1945年の 3回焼けている。

第二次世界大戦前までは、石垣だけでな＜木造建物もよく残されていたが、戦争で

破壊され、さらに戦後の琉球大学の建設によって地形まで挟り、大きく変容されて

しまった。 （安里嗣淳）
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第31図 首里城跡現況図

第32図首里城跡建物配置図（『首甲城歓会門復元工事報告書』より
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112 誹城（クンダグスク）

首里城跡内にある。旧琉球大学美術工芸ビル付近にあった岩陰をさして排城と称

している。『琉球国由来記』に次のように見えている。

尚徳王世子ノ屁坦。王甍時、群臣畷世子、立御鎖1月U、欲辺濯。乳母欲厚い仕子性

盆、抱逃テ、隠干箕玉城ー。兵卒追デ、、殺之。

後其屍甚蜜瞼アリ。島尻箕壁人、央盗其屍ー。一時不及魯厄遺箕—瓢因テ言町
排城。 （当真嗣ー）

113 石田グスク（いしだグスク）

那覇市識名にあり、石田中学校の東南部に位置している。この付近は現在都市化

が進み旧地形か著しく損なわれているもののもともと識名台地の北縁部にあたる所

であり、西に張り出す小丘をなしていたのである。グスクはこの小丘の頂部に占地

する形をとっていたが、都市化のあおりを受けて現在では著しく変貌してしまった。

グスクの由来やその来歴については不明で、誰の居城てあったか定かでない。グ

スクと呼ばれている付近からはグスク系土器が僅かに採集されているが、具体的な

グスクの規模や形状については詳しく調査されてなく、そのため遺構等の有無、グ

スク内の様子等についてはあまり知られていない。 （当 真嗣 ー）

114 三重グスク（ミーグスク）「新グスク」「北砲台」

三重グスクは、屋良座森グスクとともに、那覇港口に設けられた辺防堡塁である。

三重グスクは那覇港北口に位置し、北の砲台といい、それに対し、南口の屋良座森

グスクは南の砲台と呼ばれていた。

三璽グスクは海中に突出した琉球石灰岩がらなる独立した小丘を石積みによって

とりかこんで築かれている。このグスクは、大橋・中橋・沖橋と称する三つの橋に

よって陸地とつながっていたようである。

築造年代は明らかではないか「屋良座森城碑文」によると、南砲台の屋良座森城

が、天文20年 (1551)から22年にわたって、築造されたことか記されており、三重

グスクもほは同時期に築造されたものと推定される。三直グスクは新城の意味てあ

ると考えられることから、屋良座森グスクの後に築造されたと考えられている。

これらの砲台の築造は外敵に備える国防の意義をもつと考えられ、尚真王の中央

集権確立によって、国内は安定したとみられるが、次の尚清王代になって、倭寇な

どの外敵に対する必要性が強まり、これらの砲台を築造したとみられる。

前述「屋良座森城碑文」には築城後三年後の尚元王代に和寇が襲来したか撃退さ
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れたと記されている。

1694年（清国康熙33年） 7月13日、台風の来襲によって、橋か壊され、流失し、

琉球王府は、板橋であったのを 2年がかりで石造橋につくり改えた。その後1713年

にもこの石橋の大修理を行ない、現在絵図などにみられる、三重グスクが完成した。

琉球国旧記には「住片那覇邑。有二王農大親者— 常遊 此。以観こ光景ー。

亦恐下為二賊兵一見中掠却ヒ。高築二雉喋ー。以備――防禦ー。」とあり、これにつ

いて、東恩納寛惇は「王農大親（ワウノ大比屋）は、王之大比屋に作り奥武山、王

樋川等に索引される伝説の人で之の詳伝は知り得ない」と述べている。

三重グスクは、戦前燈台が設けられていたか現在は、那覇港出入船舶の監視所に

なっており、中に拝所が 2ヶ所あり、南側と北側には石垣か一部残っている。

三重城と沖ノ寺（臨海寺）との中間に至る小台場を仲三重グスクというが本来は

中グスクと称した。正徳三年編集の由来記に「前二人中城卜云ケルか、近頃ヨリ中

重城卜云也」とある。⑯ 『琉球国由来記』（巻之ー）昭和17年 5月30日発行（伊波普

猷、東恩納寛惇編）名取書店発行、田辺泰『琉球建染』、名嘉正八郎• 藤本英夫編

『日本城郭大系』（第 1巻）昭和55年 5月 （知念 勇）

115 屋良座森グスク（やらざむいグスク）

波返し（石稜み）

----------------------、9： / 

知
花
の
浜

取
付
道
路 ！
 ゜

那
糀
巷
7
]

ZOm 

第33図 屋良座森グスク

このグスクは那覇港口西側に三重グ

スクと相対峙した形で立地していたが、

現在では米軍港建設と那覇港拡張のた

め破壊され存在しない。もと小禄村垣

花町所在であるが、今は那覇市山下町

に属している。

天文22年 (1553)、当時の琉球国王尚

清によって海賊（主として倭寇）を防

ぐための海上防備の城として築かれた

ものであり、南砲台などと称されてい

る。その翌年天文23年 (1554)に城内

に建立された「やらさもりくすくの碑」

には城の創建の目的や城普譜のことお

よび当時の軍備の配置などが詳細に記

されている。

屋良座森グスクの姿は今日みること

はできないが、昭和 9年から 10年にか

けて現地調査を実施した田辺泰氏は
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「屋良座森城は那覇港の所謂屋良座森の外で、海中に突出した自然岸壁を利用し其

上に高さ約 5尺、厚さ 5尺 9寸で長方形に城壁を廻し、郭内は東西57尺、南北96尺

である。然して四方共に各々内側から城壁上に上る石段ニヶ所宛を設けてゐる云々」

とその形状を説明している（注 1)。また鳥羽正雄氏は、「一条の長提道で陸地と連絡

していた。平面形は方形で、さんご礁上に、方形の切石材で築き上げ、上に凹凸の

雉渫を設け、これに銃眼かあけてあった。漢土の楼台風の様式てあった」（注 2)と、

ありし日の屋良座森グスクについて記述している。R東恩納寛惇『南島風土記』沖

縄文化協会沖縄財団 昭和25年、 （注 1)田辺泰、巌谷不二雄『琉球建築』座右宝

刊行会 昭和12年、 （注 2)鳥羽正雄『日本城郭事典』東京堂出版 昭和46年

（当真嗣ー）

116 御物グスク（おものグスク）「看見グスク」

一

第 34図御物グスク遺構図
(『昭和55年文化財要覧』 昭 和56年 3月 沖縄県教fl委

員会）実測： 1977年 1月11'1

那覇市通堂町にあり、現在の米軍基

地那覇軍港内にある。このグスクが立

地している地域は、過去から現在に至

るまで幾度か地形的変貌をくりかえし

たところであり、東恩納寛惇の『南島

風土記』には「奥武山の西端、……。

古へは海中に孤立し、細長の地頸を以

て山と連絡し、一坐の石橋を架して海

水を通じてゐたが、今はこの辺を埋め

立て、明治橋此虐を通過して・・・云々」

とある。

創築年代については未詳てあるが、古文献によると、貿易品公倉として、 1456年

には既に存在していたようてある。琉球王国第二尚氏の祖、尚円は天顛 3年(1459)

御物城御鎖側官に任ぜられている（『中山世譜』）。

『琉球国 1日記』（編集1731年）に、「昔、諸国船の本国に致来し、また、琉船も亦

諸に列るあり、貿易に便するを以て建てて此の城を創築し、公倉を其中に建て以て

貨物を貯う而して御鎖側官ありて、其の事を掌管す、亦属官に御物城大屋子、鎖大

屋子あり、然り而して倉屋巳に廃れ、遺此猶存す」（島尻勝太郎氏成）とあることか

ら18世紀の初め頃には廃城となっていたことが知られる。

グスクの現況は、前述のとおり、米軍の甚地内にあり、城内にはコンクリート製

の施設か建立されているが、城壁や城門等はよく保存されている。城墜の石垣は、

琉球石灰岩を主とし、ところどころに珊瑚石灰岩（海石）か混用されている。城門
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は棋門で、間口幅1.68m、棋頂部までの高さ2.75m、城門の壁外勾配85度を測る。

城門両袖の石垣は約10cm程の高さで現在しているが、老木の根により亀列およぴゆ

るみが生じてきている。城壁の天端部の内周は155m、城内約933m'で、比較的小規

模のグスクである。

グスク内の周縁部や城壁の周囲には、輸入陶磁器の破片が多量に散布している。

これまでに採集され輸入陶磁器の破片はぽう大な量となっているが、そのすべてが

明代のものとなっている。また、輸入陶磁器と一緒に宝貝も多量に得られる。

R 『文化財要覧』沖縄県教育委貝会 1976年 （当真嗣ー）

117 天久グスク（あめくグスク）

那覇市の字古島から天久にかけて延びる丘陵の西端部は、東支那海（現安謝新港）

に面する地点で海岸段丘を形成し、崖壁がほぼ南北方向に走る。その崖壁に沿うて

北からギリチ原貝塚、崎樋川貝塚、天久グスク、天久遺跡が点在する。

天久グスクは崖壁上に形成される小丘で、天久台地では最も高く、標高約47mあ

る。グスクは南側て天久遺跡と隣接する。グスクの南西側（宅地造成）と東側（天

久マンションかある）で、基盤の石灰岩か削られ、天久遺跡からグスクヘ通ずる道

の両側は狭くなっている。頂上の平坦部には、コンクリートづくりの拝所が四ヶ所

にあり、一帯は基盤の石灰岩か露呈していて、堆積土がなく遺物もみられない。ま

た石垣も存在しない。

天久遺跡に接する傾斜面では、青磁片、グスク系土器片が僅かに散布するとの報

告かあるか、ほとんど見当らないのが現状である。西側の断崖上斜面は破壊されて

いない様子てあるのて、堆積土か残っている可能性もあるが、踏査していない。

（宮城長信）

118 具志グスク（ぐしグスク）

那覇市字具志部落の北東に所在する小禄砂岩の小斤陵である。この付近は宅地が

密集し、グスクも四方八方を宅地にとられ、現在は 3つの拝所のみか残っている状

態である。標高30m前後の小丘陵の東側に、 10数段の階段を有するコンクリート製

の拝所かある。昭和32年 6月建立と刻まれている。また、西側15mのところに 1m 

前後の小禄砂岩を組み合せて造った拝所かあり、中に三つ石が配石されている。さ

らに]Om程西に 150m程低くなったところに、小禄砂岩（ニービ）の石碑かあり、

文字は不明瞭である。いずれも、北方に向って拝まれている。出土遺物、及び石積

み等の遺構はない。ただし、先述したごとく、宅地により大部分か破壊されている
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ため、それ以前については不明である。地元の人は「具志ウガン」と呼称してい

る。 （比嘉春美）

119 小禄グスク（おろくグスク）

那覇市字小禄、森口原にあり、小禄

小学校東側の標高42-50mの石灰岩小

丘陵である。ここはカニマン御嶽と称

し、アヂシーと呼ばれる占墓か10数基

みられる。また、北西端には慰霊の塔

か建立されている。西側斜面には拝泉

と拝所かある。グスク内からは、グス

ク系土器、貝殻か採集される。

伝承によると、城主は泰期金満按司

であり、彼は察度王の弟であったとい

われている。また、石積みについては、

明治時代に城墜か崩笞れ、那覇港を前にしている垣花部洛付近にその石か運ばれて

いったとのことである。⑯ 『那覇市の遺跡』那覇市教育委員会 1982年 3月

（比嘉春芙）

PL. 32 小禄グスク近景

120 硫黄グスク（ユーワーグスク）

那覇市通堂町にあり、現在の沖縄製粉所がある一帯に位置していたという。束恩

納寛惇の『南東風土記』には「渡地東海岸に燥つ居然たる岸塊であったか、近年そ

れを切崩して整地、その跡に農工倉庫が建うた」と書かれている。この辺の土地は、

埋立改変が行なわれ、現在では全く 1日地形が損なわれてしまっている。

このグスクは、屋良座森城の防塁かつくられた時、その後に詰として硫黄を格納

したところだと云われている。硫黄は、「琉球干且］」時代の対外貿易品の一つであり、

その硫黄を一時的に収納確保しておく場所がこの硫黄城てあった。『琉球国旧記』

(1731年編集）には、亨保前後まで、倉唖の礎石か残っていたと記されている。

⑱東恩納寛惇『南島風土記』沖縄文化協会｛巾縄財団 1950年 （当 真嗣ー）

121 天妃グスク（てんぴグスク）

現在の天妃小学校付近にあったと思われるグスクてあるが、現在は地形か変貌し、
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その位置は全くわからない。又吉真三氏は上天妃宮の跡を天妃グスクと称すのでは

ないかといっている。 （当真嗣ー）

122 サキハラグスク

那覇市字鏡原にあり、那覇港を望む石灰岩小丘陵上に位置している。那覇市小禄

のガジャンビラと呼ばれる坂を右手に折れて国道 332号線を那覇空港に向ってしば

らく走ると、熱帯樹か繁茂する小丘陵が道路左手に見える。グスクはこの小丘陵の

さらに小高くなったところにあり、現在は拝所として信仰されている。一帯が米軍

基地となっているために詳しい調査はなされてない。グスクの存在についてはあま

り知られてなく、その由来等については定かでない。また、

とは呼ばれてないという研究者もあって「サキハラグスク」

せず、今後の詳しい調査か望まれている。

豊見城村

123 豊見城グスク（とみぐす〈グスク）

翌見城村字翌見城部落の北東約 400

m、標高54mの琉球石灰岩丘陵上に位

憧する。グスクは南北に長く、東から

北にかけては断崖となり、それぞれ、

漫湖、饒波）IIに面し、南はゆるやかに“

平地につながり、西はやや急斜面を呈

し、低地となり、琉生団地に続く。

『翌見城村史』によると、南には南

風門、北には西原門かあり、城壁は小

さな石て野面積みになっていたという

が、明冶時代には当時の刑務所（在那

覇垣花）の囚人の農場になっており、

戦後は米軍の採石場になったため原形

を失っている。また、城主については、

のちの山南干、江応祖の居城てあった

¥
ギ
|

この地についてグスク

という呼称自体判然と

（当真嗣ー）

西原門

ヵ 御゚

第 35図農見城グスク地籍図

（『｛を見城村史』翌見城村 1964年 II月）
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ともいわれ、李録に「南則近水如湖、遠山如岸、豊見城窺特出、山南王旧迩、猶有

存者」（束恩納寛惇著『南島風土記』）と記されている。

落城の由来があり、尚巴志の女間者、与那原美人が物売りに化けて、城内をさぐ

り、城に水のないところをみて、火攻めにされ、落城したとのことである。そのた

め、「ひのえ」の日には嶽上りは巌禁だったとのことである。麿）『豊見城村史』豊見

城村 1964年12月 （比嘉春美）

124 瀬長グスク（せながグスク）

豊見城村の瀬長島に所在する。瀬長島は周囲が 1.5km程のほぼだ円形の小島で、

励の南側に最頂部か標高約33mを測る石灰岩丘陵かある。その頂上附近には「瀬長

の御敗」または「公芳の御嶽」と呼ばれる拝所かあり、瀬長グスクはその一帯に立

地し石積み遺構も良く残っていたという。しかし、瀬長島は戦後すくに軍用地に収

用され、その為地形も大きく変貌し、現在ではグスク遺構の一端も見ることはでき

ないか、青磁陶器、グスク系七器等の遺物は採集てきる。また、丘陵の南側斜面の

10m下位には約40m味ものフラ／卜面があり、そこには波平井（ハンジャガー）と呼

ぱれる拝所か有り、その一帯ては陶質七器や鉄滓、沖縄製陶磁器などが散見される。

（玉城朝健）

125 長嶺グスク（ながみねグスク）

翌見城村字嘉数の東南東にあり、標高約98mの独立した小丘上に形成されている。

このグスクか立地する付近は平地との比高差50-60mの高台地域となっており、こ

の高台の中ても一段高くなった丘か本グスクである。グスクの北側や東側に展開す

る国場や長堂からの景観は、ひときわ高くそびえあたかも自然の要塞という感をう

ける。グスクに至る道は、嘉数集落の西側の尾恨沿いにあいている。

グスクは約 1,044坪の面積を有し、

地目は拝所、山林、原野となっている

（噂見城村史』）。現在の嘉数部落と長

党部落の境界山垣原に位置している。

グスクの内部は幅 1mの裂け目を挟ん

で 2つの,p:場からなり、それぞれの平

場か郭の役割をもっていたものと思わ

れる。城内跡と想定される北側脇には

地元の人たちに井戸跡だとして信仰さ

れている円形状の遺構があり、そこかPL. 33 長 嶺 グ ス ク 遠 景
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ら南にまわった崖下にアヂシー（按司墓）と呼ばれる墓がある。遺物はグスク下方

の崖下にグスク系土器や輸入陶磁器の散布か認められるが、グスクの東方崖下にも

黒色土の遺物包含層の堆積か確認される。黒色土の遺物包含層からはフェンサ下層

式に属すくびれ平底が出土している。

『豊見城村史』には「長嶺城は長嶺按司の居城であり、その支配下に金良、長堂、

嘉数、真玉橋、根差部かあったことは各部落の御嶽を拝む外にこの長嶺城の御嶽を

拝むことでも知れるのてある」と記載されている。麿『豊見城村史』翌見城村役所

1964年11月 （当真繭ー）

平良グスク（たいらグスク）

豊見城村字平良の西に隣接する石灰岩台地に古地している。現在の平良集落は、

このグスクの東の傾糾面に展開す格好となっている。グスクの秤高は98mを測り、

付近の山よりひときわ高くなっている。グスク内は箪木か繁茂して縄張りについて

詳しく知ることはできないか、表面踏在の結果ては小規模のグスクと思われる。

スク内には城壁の一部である野面積みの石積か確認される。グスクの由来について

は、文献はおろか口碑伝承すらなく不明となっている。『豊見城村史』には、「この城

は小面積てあるので按司時代には岩の山を見張所にして城か小さく構えられていた

のだろう」とあり、また「三山時代になっては保栄茂城と同様南山の監視所、連絡

所となっていて、豊見城、長嶺城との連絡中継をしたと考えられる」と記載されて

126 

グ

いる。

グスク内やグスク入口付近でグスク時代遺物か採集きれる。

グスクの行政上の位置は、豊見城村字乎良赤幸原 70爵地となっている。⑱ 『豊

見城村史』豊見城村役所 1964年11月 （当真嗣ー）

127 保栄茂グスク（ビングスク）

PL. 34保栄茂グスク

邪見城村字保栄茂部落の北北東約100

mの琉球石灰岩丘陵上に位濯する。北

側に狭い岩盤台地があり、「城内之殿」

と称する拝所かある。そこは、北方の

渡嘉敷部落に面したところに小きい石

て野面積みにしてあるのか残っている

南測の崖下には数基の占墓が認められ、

現在でも部落で拝んでいるとのことで

-100-

□
{
,
-
l
•

プ
g

笈
'
/
星

~
J
3

『
:
＂
・
パ
；
ー
・
/
.
『

J

し
司
濯
翌
噸
鶏



ある。出土遺物は、青磁、陶器等が得られた。噂『豊見城村史』豊見城村 1964年

12月 （比嘉春美）

128 石原グスク（いしはらグスク）

豊見城村保栄茂部落の西端、翁長集落に通ずる道路の北西側をさす。そこは道路

から西へ舌状の小台地になり、その下か谷状に低地が広かっている。この一帯をユ

ビ原と称され台地斜面中腹には、アカ木の大木とその根元に香炉か設置され、祭り

に拝されている。口碑伝承によれば検地の際に当台地かひとつの目印になったとの

ことである。

現在、小台地部及び一帯はキビ畑となっていて、石垣遺構はみられず、また遺物

もグスク期に属するものは発見されず、近世の陶磁器か散在しているのみである。

隣接するグスクとして、東方約 500mの丘陵に保栄茂グスクが存する。

（上原 静）

129 渡橋名グスク（とばしなグスク）

豊見城村字渡橋名部落の北東約80m、

標高60m前後の北酉から南東に連なる

丘陵の南東端に位罹する。南の最頂部

には、 lOX20mの平場かあり、イリの

御嶽、アガリの御臥か 5m程離れ、北

に向って配きれている。『＼悶見城村史』

によれば、前者は「 6月15日玉城へ御

通しをする所」、後者は「 3月のアマガ

シの時供える。志礼の東、道をへだて

た森にある。」として遥拝所とのことで

PL. 35渡橋名グスク

ある。北北東に ]Om程下ると岩陰や木根等に口径20cmの荒焼の厨子甕が 1個-10数

個置かれた所か 3カ所に認められる。さらに西に 5m程下ると、高さ 4m、幅 3m

のブロ J グ造り（い82年 7月4日建立）の殿かあり、その後には高さ40cm、幅50cmの

プロ I ク造りの拝所の中に前述と同様の厨子甕が一個置かれている。

ここは、渡橋名と座安の両部落て拝み、地元ては「渡橋名御頴」と呼称する。

参『豊見城村史』閃見城村 1964年12月 （比嘉春芙）
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ユダマグスク

豊見城村字上田の東方約 500mにあり、標高 102mの丘陵台地にある。グスクが

立地するこの台地は、標高約 100mの高さて南北に走っており、台地の緑辺には平

良グスク、保栄茂グスク、ユダマグスクかこの台地を取りまくように占地している。

グスクからの見晴らしはよく、眼下に饒波、高安、上田、宜保などの各集落を見

おろすことがでぎる。グスクの下方には、俗称「赤御堪」と呼ばれる古い幕があっ

て、ここに葬られている人は、 L田・渡嘉敷の先占聞拓者であったというい、伝え

もあるか真偽のはどはさたかでない。匿豊見城村編集委員会『豊見城村史』豊見城

村役所 1964年12月 （当臭嗣ー）

130 

南 風 原 町

131 ウチミグスク r内嶺グスク」

南風原町字兼城にあり、標高約43mの泥灰岩の丘陵頂部に形成されている。

クは兼城村落の背後（北側）に控える形をとっている。グスクか立地する丘陵は現

在の国道58号線に平行して略東西に走っており、この丘陵上にはウチミグスクを中

心に、東側に宮平遺跡、宮平之殿遺跡。西側に兼城之炭遺跡か知られ、グスク時代

遺跡が点在している。ウチミグスクを城と見れは他の 3つの遺跡はグスク時代の小

集落の跡として認識できるものである。この一帯のt地は耐水性の強いジャーガル

土壌地帯であって、グスク時代に至ってはしめて水田経宮か可能となった地域てあ

る。そのことはグスク時代以前の遺跡か皆無てあることでもうなつけよう。ウチミ

グスクや他 3遺跡から出上する輸人陶磁器は、沖縄出七の輸人陶磁器の中ても古式

に属し、グスク時代ては比較的占い時期に属すものであると考えられる。なお、石

垣や石積等の遺構は確認、されない。近年、採Lや十地造成等による諸聞発によって

著しく旧地形か損なわれ、遺跡群の破壊か進行している。 （当 真嗣 ー）

グス

132 仲問グスク（なかまグスク） ， 

新城徳祐氏により南風／泉町津嘉由に存するとされるグスクである。現在その所在

は不明である。確認調杏は津嘉山巣落の東側にある津嘉山森に続く丘陵一帯と集落

側に舌状に延びた小丘を対象に行なった。凋介結果、前者の丘陵に於いては遺構、

遺物の発見はなく、後者の小丘は仲間之殿か存在することか確認された。殿内には
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樹木の根元に香炉を配した拝所が 3カ所にみられたが、石積遺構及びグスク系統の

遺物は発見することができなかった。

なお、当該小丘の東方部は村道の改修工事がなされ地形の現状変更がなされつつ

ある。
（上原 静）

東風平町

133 八重瀬グスク（やえせグスク） r富盛グスク」

東風平町字富盛の部落より南へ約 1km程離れた八重瀬岳の北側崖下にあり、起伏

第36図八重瀬グスク地形図（『八重瀬グスク調仕略報」東風平村教育委員会 1979年 3月）
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に富んだ石灰岩地形を巧みに利用して

築かれたグスクである。別名富盛グス

クとも呼ばれている。

グスクの背後（東側）には標高 163m 

の八重瀬岳を控え、前方には字東風平字

世名城などの集落を望む位置にある。

現在の字富盛の集落はグスクの北側に

あたっているが、石灰岩の丘陵地帯に

はばまれグスクからの眺望はぎかない。

なお、同じ富盛地内に所在するジリグ

スクは、本グスクの北北西約 500mの

至近距離に立地している。また当該グ

スクの麓には富盛の「殿」があり、そ

こは部落でも重要な聖域となっている。

グスクの来歴については文献が無く

詳びらかでないが、口碑伝承によれば

烏尻世の主八重瀬按司の居城跡とい、

伝えられている。『東風平村誌』の記載

ではグスク域の総面積4231面となって

いる。グスクは石垣で囲まれた本殿跡

および蔵当と称される上・下二つの郭

から構成されている。本殿跡と称され

る所は、グスク内のうち最も低くなったところに位置し、橙高105mで約600m'の面

積を有する広場となっている。この広場の南側から西側にかけては幅 2m、高さ 1-

1.5mの野面積みの石垣かグスクの周囲を取り囲むように L字状にめぐっている。

石垣か認められる所はあくまても緩傾斜面のみに限られ、岩山が屹立する北西側に

はのびてないぐ此々は下の‘ド地との比高差が 7-8mもある絶壁をなしている。な

お、この絶肪の犬端は標高 114mを測り、約 5面の広さで平貝地となっている。そ

こからは村内が一望のもとに見渡せるばかりでなく、西に東シナ海、南に太平洋、

北に琉球王統の地、首里一帯を眺望することがでぎる。古どたちは、この高所を物

見跡として伝承している。本殿跡の広場中央には、「ナカジク火の神」と称される祠が

あり、現在アダンナ門中によって祭祀が行われている。この辺の地理に詳しい地元

民の話しでは、かってこの広場では建物の礎石らしい石が散見されたということで

あり、このことからすると、祠を中心に礎石を有す建物か存在していた可能性は強

い。発掘調査の結果ては、それらしい遺構は確認されてないが、広場を覆う遺物包

PL. 36 八重瀬グスク遠景

PL. 37 八重瀬グスク遺構
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含層が存在することからすると、人間の居住域であったことは十分予想されること

である。現在のグスク入口付近では城門跡が発掘調査で確認されている。この城門

はN60'Wに開けられ、門に向って右側には門柱の礎石が残存していた。形状は37

cmX40cmの長方形状の平たい石灰岩塊てあった。左側の礎石は抜き取られてしまっ

ていたか、掘り方のみは残存していた。広場の西緑に沿って幅 1mの城道とも思わ

れる小道か南にのび、この道は上部に位置している蔵当と呼ぶ郭に達することがわ

かった。

蔵当は、本殿跡より一段高くなった標高 116mを測る小広場となっている。ここ

では北側と東側かゆるやかな斜面をなしていて、その緑辺には野面積みの石垣か約

2 mの高さまで積まれている。石垣は人頭大よりや、大きい自然石を積みあけたも

のであるか、平面観は曲線を描き、角は丸くなっている。石は直接露頭岩の上に積

み上げられており、傾針角は80-85゚ てや、垂直てある。当該小広場ては平均桁行

き間 9m、梁行ぎ間 5m、桁行き方位105'Wをとる掘立柱建物のほか、排水溝の機

能を有していたと思われる溝も確認されている。掘立柱建物の中には地炉かおかれ

ていたとみえて調査ては柱穴群の中に炉址が検出されている。この炉穴は上端て長

径 100m、短径75cmの楕円形を呈し、鍋底状を呈していた。炉を有す掘立柱建物跡

は今帰仁城跡の志慶間門地区でも確認されている。

グスクの水場はグスクガー（井泉）と称され、本殿跡と蔵当との中間部凹地とな

った岩山の真下に位置して郭内にうまく取り込まれている。

グスク内からはグスク時代の遺物か発見される。とくに蔵当地区は豊富であり、

黒色土の遺物包含層からは発掘によって多景のグスク時代遺物か出上した。出土す

る遺物はグスク系土器、輸入陶磁器、鉄釘、貨銭、玉類、牛の遺存骨などである。

輸入陶磁器は元代のものを若干含み、明代の製品か大半を占めている。参『八頂瀬

グスクー調在略報ー』東風平村教育委員会 1979年 3月 （当 真嗣 ー）

134 世名城グスク（よなぐす〈グスク）

世名城部落の南南東約 600m、標高80m前後の石灰岩段斤の中腹に位置する。グ

スクは北側は急傾斜で平地につなかり、南側はゆるやかに石灰岩段上となる。

グスクは約80mX 50m程の平場をなし、高良ヌ殿（コンクリート造り）、世名城ヌ

殿（石灰岩造り）、を中心に玉城グスクヘの遥拝所、「上世名城ガー」、 2つの拝所、

2甚の古墓か配されている。東側はヤブになっていて、その間隔部に高さ80m、長

さ2m程の切り石積みかみられるか、雑木か繁茂しているため詳細な性格をつかむ

ことはてきなかった。『東風平村史』によれば、この一帯を「ウィユナグシク」と記

載してある。
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また、北側の急斜面を約 200m程下ると、標高30mの緩やかな傾斜地となる。こ

の付近はノン殿内、志伊良アタリ之殿、イビス前等の拝所が集まり、部落民の信仰

の対象となっている。この一帯からグスク時代の遺物も散見でき、古島、イリ古島、

アガリ古島と呼称していることから、上世名城を中心とした集落跡が考えられる。

R 『東風平村史』東風平村 1981年 1月 （比嘉春美）

135 テミグラグスク

PL. 38 テミグラグスク遠景

採集できる。

東風平町字当銘部落の北方、標高約

80mの石灰岩丘陵に位置する。グスク

は最高所に30mX40m程のフラット面

があり、石垣等の遺構は認められない。

ただし、フラソト面には、火の神、拝

所、拝泉等があり、南斜面の二つの石

灰岩塊の南面には崖葬墓が 6基確認で

ぎた。その 1つには「城金満大殿内、

仲が間拝所」と記されている。また、

北東約50m斜め下方に遺物は、グスク

系土器、青磁、須恵器、褐釉陶器等が

伝承によると、本グスクは小城、志多伯、当銘を治めていた「テミグラ按司」の

居城てまた、北方約 500mのアタンジャー山に高さ 5尺、幅 5尺程の石門の格構の入

口があったと伝えられる。なお、本グスクの由来については稲村賢敷氏の見解があ

る。⑯『東風平村史』東風平町1976年 1月、稲村賢敷『古代部落マキヨの研究』

1977年 7月 ・ （比嘉春美）

136 ジリグスク

東風平村字富盛部落の西方の小丘陵上に形成されている。石垣は見あたらない。

築城年代については不明であるがグスク上部の平地には、県指定民俗文化財の石彫

大獅子が存在し、これか尚真王21年 (1689年）に設置されたことか知られている。

近年まで石獅子に隣接しコンクリート製大型水タンクがあったが今は撤去されて 1日

地形をみせている。ただタンクの設置下部は建設当時に破壊されf覺乱を受けてい

る。またグスクの東側は基盤の石灰岩か露呈しているか風水のため大きなフィソシャー

があき、石獅子部分の甚盤のフラット面が年々南方向に傾斜している。
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グスク遺物は北側と東側の畑地から採集され、グスク系土器、青磁、須恵器、石器

等が確認されている。尚、近年縄文系統の土器か本グスク内から採集されている。

（上原 静）
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大 里 村

137 大城グスク

大里村字大城に所在する。大城部洛

の北ガよりに位罹する。標裔 143mの

独立丘的な小丘状をなし内部にフラッ

トな面か形成されている。平山城的で

城門に礎石か残されているが縄張りや

石垣等の構築は確認できない。城内

は黒土層か拡かり遺物か散在している。

採集される遺物は、土器、輸入陶磁器、

鉄刀子、鉄剣等である。時代は14世紀 PL. 39 大城グスク近景

頃とされている。口碑伝承ては大城按司真式 (E城按司の次男）の居城だったと伝

えられており、島添按司に亡は‘され廃城になったとされている。名嘉正八郎氏のロ

碑伝承からは大城グスクと大里グスクとの間に戦争かあったとされ、次のようなく

だりかある。「両軍は長堂原て大合戦を演したか決着かつかす戦場は稲福遺跡群のあ

る台地に移った。大城グスク軍優勢のうちに戦局は進んでいったか、大城グスク軍

の旗手が誤って旗を倒したため、城中からこれを眺めていた妃や若按司らはてっき

り敗北したものと思い城に放火し自害した。今度は城のこの有様をみて、大城軍は

勢い落ちて結局、敗北したというのてある。」 （大城 慧）

138 大里城跡（おおざとじょうせき）「島添大里グスク」

別称島添大里グスク、あるいはウフサトグスクとも呼ばれている。

沖縄本島南部、大里村西原地番に所在する。西原部洛の北方に位置し、標高 150

mの琉球石灰岩上に築城されている。連郭式の山城で、部分的に野面積みの石垣が

残っている。グスク内面積か 6.5haで城内には井泉の降りit-ーがある。島添大里按

司か築城したと伝えられ、近海の馬応巷を利用した海外貿易か実施されたものとさ

れている。未調査で城内の形態や遺物の手かかりかつかめないか、採集される遺物

からは十器、須恵器、輸入陶磁器などかあり城内から西原部落まてかなリ採集でき

る。採集される陶磁器から推して大体14世紀頃に形成されたグスクとされる。塀内

には、 2基の墓かあり、それそれ島添大里按司の墓、王妃ウミナイ御墓とされてい

る⑱ 『中山世鑑』、『祭温本中山世譜』、「坑球［国の三山統一について新考察」、「山南

王の系譜」 （大城 慧）
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139 ミーグスク

大里村西原に所在する。大甲城跡のある石灰岩丘陵の北東先端部にある遺跡でグ

スク系土器、青磁などか散布している。

遺構、石碑伝承についての内容はつかめない。 （大城 慧）

140 稲福遺跡（いなふ〈いせき）「山グスク j

沖縄本島南部、大甲村字大城稲福原に所在し、稲福部落の北東方に位置する。遺

跡一帯の土地は知念半島の背骨にあたり、南北に延びる琉球石灰岩兵陵台地が形成さ

れている。遺跡地は杯高 180mで、三方は附に囲まれ南は緩傾斜を示しながらかつ

て稲福部落か立地していた［：稲幅にいたる。遺跡の北と西側は石灰岩の露頭岩か目

立ち、現hは山林となっている。遺跡の範『flは広く、 f-_御頻から南方向の中森御嶽

や東灯向の仲村御訊および殿その他lfl村落内をも含め稲福遺跡群として総称冬れて

しヽる。

稲福遺跡群の中てもひとぎわ高い所に立地する稲福＿卜御頴遺跡は、石塁こそ確認

されないものの天険の要塞としての地の利を得、グスク様の地形的景観を呈してい

る。 1981年に人阪航空局所管の無線中継所のも朽化繁備から施設内の埋蔵文化財の

緊急発掘調在か実施された。調杏面柏 800m'てあった調査は 3ヶ月という長期間を

費やした。その成果は膨大にのはっており特に遺構ては建物跡を残すと見られる柱

穴群 3ヶ所やL壊 5ヶ所、石組逍構lヶ所か検出、青銅製品、骨製品、 E.類、勾E、

士錘などの上製品、鉄製品、炭化米、麦、牛、魚の逍存骨等か出土した。

輸入陶磁は器形、焼成から 13柑紀-14

世紀頃を盛期として形成されたグスク

の一つと 1・1J断される。この遺跡は、過

去に1969年から 1974年にかけて坑球大

学考古学研究会によって調在されたこ

とかあるが、詳細な調在報告書は未刊

のままである。地元の人は「山グスク」

と呼んでいたとのことてある。参『大

里村史』ー資料編』ー昭和57年 3月刊

大里村史編見委員会・ 琉球大学考占学

研究会「稲福村落」

（大城 慧）

PL. 40稲福遺跡の遺構
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佐 敷 町

141 佐敷グスク（さしきグスク）r上グスク」

佐敷町字佐敷にあり別名上グスクとも呼ばれ、町役場の裏山に位置する。標高45-

50m。14世紀のグスク跡である。このグスクは、琉球第一尚氏王朝のネ廿尚思紹・尚

第38図 佐敷グスク地形図（「佐敷グスク」佐敷村教育委貝会198倍f'-3月）
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巴志父子によって突かれたグスクとし

て著名てある。グスクの構造は単純で、

四段の平場によって構成されている。

一番上段のフラ；卜面は標高49mを測

り、一番下のフラノト面との比高は 9

mてある。 1979年に教育委員会によっ

て発掘調壺が行われた。発掘では三段

の築成面で多数の柱穴群を検出し、重

複する掘立柱建物跡の存在か確認され

た。遺物は築成面の緑端部において最

も多く出土したが、とくに ST02と呼ぶ

青磁だまりては復元可能な青磁碗が一

括して拾数個出土した。その他の出土

遺物は、グスク系の土器、鉄製品、書

銅製品、滑石製品、古銭、炭化米・麦、

牛の遺存骨などである。なお、鉄製や

鉄鏃や革点のような武器、武具の類も出

土した。⑯佐敷村教育委員会『佐敷グ

スク』 ]980年 3月

（当真嗣ー）

142 屋比久グスク（やぴ〈グスク）

PL. 41佐敷グスク出土遺物

佐敷町字屋比久部落の東側にある「上ヌ毛」と称するところである。この小丘に

は2ヵ所の拝所かあり、中段に「フトゥキ」というコンクリート製の拝所、上段の

東側に「グスクダキ」と称する幅 2mX長さ 4m程にコンクリートを敷いた所があ

る。前者は、古戦場て死んだ人を祀ったところで、後者は、 5、6月のウマチーの

とき部落で「今帰仁グスク」を遥拝するとのことである。現在、部落では「グスク」

と呼称していない。新城徳祐氏『沖縄の城跡』の「屋比久グスク」はおそらくここ

をさしているのではなかろうか。R新城徳祐『沖縄の城跡』 1982年12月

（比嘉春美）
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知 念

143 知名グスク（ちなグスク）

知名部落の北東 300mにある知名崎

に隣接する標高40mの石灰岩の丘陵で

戦前は大きな岩山てあったが、採石の

ためそのおもかげはなくなった。

グスク北側には、数甚の崖葬跡があ

り、沖縄製陶器の厨子甕の破片か散乱

していた。 グスク内には「知名ヌヒ

ヤー」の墓があり、「清明祭」や「16日」

の際には部落の区長、班長が拝みにい

くとのことである。

『遺老説伝』によると、のちに知念城主の養子となった内間大親の居城てあった

という。また、グスクの近くには「ウティダウ J カー」という、「東御廻り」のとき

に拝む拝泉かある。⑱ 『知念村の文化財』知念村教育委員会 1981年 4月

（比嘉春美）

144 ヰナグナーワンダー遺跡

知念村字久手堅にあり、斎場御嶽の西方 150mの距離にある。ヰナグ（女）ナー

ワンターと呼ばれる屹立した石灰岩の岩山に接して築城されている。このヰナグナー

ワンダーに相対して北にキノコ状のヰキガ（男）ナーワンダーか屹立している。久

手堅部落でも古くから謡われている「チ Jチジ・チララン・ナーワンダー・ヤーチ

ン・ヤカラン・ナーワンダ」というの

はこの屹立した二つの岩山のことであ

る。二つの岩山のことである。

ヰナグナーワンダーに隣接して築か

れたグスクは、保存状態は苔わめて良

好て城壁の石垣かよく残っている。石

垣は人頭大の石灰岩塊を野面積みにし

たもので、高い所て4m、厚さが 1m 

50を測る。グスク内のほぼ中間程に 2

m前後のフィソシャー（割れ目）が横PL.43 ヰナグナーワンダー遺跡石垣

村

PL.42 知名グスク遠景（南から）
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第39図 ヰナグナーワンダー遺跡実測図 (1981年 5月）

断しグスクが二分された形となっているが、そこには大きい石灰岩の橋が架されて

いる。

グスク内は 2面の平場からなりほぼ平坦に造成されている。城壁の石垣は険阻な

ところは低く、緩傾針面は高く積まれ、その平面形態は曲線を描く。グスク時代の

遺物か僅かに分布し、部分的に黒褐色土の遺物包含層か確認でぎる。

（当真嗣ー）
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安座真グスク（あざまグスク）

知念村字安座真の南にあり標高120m

の石灰岩独立丘に形成されている。グ

スクの四方は断崖をなし、要害昭固な

145 

グスクとなっている。頂上に約700m' 

程の広場が一面に確認てきた。城門に

相当するところは北側にあって、約60-

70cm幅の細長い坂道をよじ登ればまも

なくグスクの平場に至る。断崖緑辺部

には石垣か確認されるが、とくに崖が

険しいところは石垣か厚く高く積みあ

げてある。グスク内では遺物はまだ確認してない。なお、近くには安座真の古島が

あったと伝承されている。 （当真嗣ー）

PL.44安座真グスク近景
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第40図 安座真グスク実測図 (1981年 3月）
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146-寒水グスク（そうず（しうグスク）

知念村字寒水に所在し、現知念村役場の南方約 350mの距離にある小丘陵一帯を

称してソーズ（シiグスクと呼んでいる。丘陵の一部は県道拡張工事により削りとられ、

同丘陵の東側にある岩山が突出し特徴的である。麓には寒水部落かあり、西方の吉

富丘陵からはソーズ川が通り、部落東方に広がる低地に流れている。寒水部落は北

の久手堅部落からの屋取部落として伝承されている。

グスクと称されている丘陵一帯は石垣遺構はみられず、又拝所も認められない。

ただ現在のところ資料の発見数は少ないが、―千＾部県道拡張工事て破壊された丘陵斜

面下部からフェンサ上層式土器か採集されている。 （上原 静）

147 古間グスク（ふるまグスク）rカンチャグスク」
I 

知念村志喜屋にあり、別名カンチャ

グスクとも呼ばれる。集落の西端部つ

まり西方の崖斜面部にイ汀罹し、大岩と

竹林からなる。石垣遺構は認められな

いが、 1 m方形の石囲い井戸を 3某（深

さは 30-50cmと浅い）と、拝所をみ

ることかできる。現在、当拝所に関わ

る祭り行事や御頻も消え、忘れられて

いる。文献『球陽』には、当地に竹を

植えたことが記載されている。表面調

査の結果、遺物は発見されていない。

（上 原 静）

PL.45 古問グスク近景

148 ウフグスク

知念村字久手昭にあり、樗高70mの小高い丘に位置している。このグスクは、国

道 329号線脇にある斎場御嶽入口の南東約 200mにある。碗をふせたような何の変

哲もない雑木林の独立丘であったが、近年、＿ート地造成工事て破壊されてしまった。

（当真嗣ー）

149 志喜屋グスク（しきやグスク）

知念村字志喜屋国道 329号線沿いにあり、標高60mの石灰岩丘陵上に築かれたグ

スクである。グスクの北側を幅員 1mのカンチャ JI[か蛇行し、その周辺には狭い水ff]
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か棚状に開けている。グスク内は猫の

額程の広きであるが、雑木の伐開で10

坪程の平場を二面確認できた。グスク

をとりまく城壁の石垣は、緩傾斜をな

す東側に集中してみられ、西側の断灌

側には認められない。石垣は野面積み

である。城外の東側には志喜屋部落の

創始家と伝わる親Ill家の雌かあり、そ

の一部はグスクの城壁に隣接して築か

れている。グスクの城門と見られると
PL.46 志喜屋グスク（石垣）

ころはこの雌の南側にあってそこに緩かな斜面をなしている。グスク内とグスク外北

側と東側の畑地からは少鼠のグスク系土器と輸入陶磁器か採集される。

（当真嗣ー）
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第41図 志喜屋グスク実測図 (1981年）
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"乏"、:

「50 知念城跡（ちねんじょうせき）

知念村知念部落の西方約 150m、標

高約 100mの琉球石灰岩台地の南端に

位置している。グスクの南側から東側

にかけては断崖に面し、北側は緩傾斜

を示しながらやがて旧知念部落へと続

いている。

グスクは 2つの郭からなり、古城・

新城といわれている。古城と呼ばれる

東の郭は高さ約 l-2mの野面積みの

石垣をめぐらし、郭内の南側には、約

10面の石垣囲いの霊域を有している。

また、約10m程低くなった、新城と呼

ばれる西の郭は切石積みの石垣で張り
第42図 知念城跡実測図

めぐらされ、およそ 660面を測る。グスク内のやや南よりに赤瓦奸ぎの「火の神」

の祠とその西側奥にかつては男子禁制の久高島遥拝所がある。

このグスクについて謡ったオモロは『おもろそうし』に数十首程みられ、その 1

つに、

ー、知念杜ぐすく

神降れ初めのぐすく

又、大国杜ぐすく

神か降れ初めのぐすく

と謡われている。このことからこの知念グスクか「神降り初めのぐすく」として霊

場となったことかわかる。知念按司代々の居城跡として伝承されている。

また、新城は内間大親なる人物か築いたとされるか、彼については次のような伝

承か残っている。「知念村大屋の元祖に古恨大掟という人かいた。仁義の心か厚く、

村民は信頼して大掟の前と敬称していた。時の―t、尚真かこれを聞き、その人を賞

讃し国王か久高へ御渡島のときは常に随貝を仰せつけられていた。王は彼に嫡子が

ないのをあわれみ、西原間切内間村の人を養子に人れさせた、この養子が内間大親

である。又、内間大親は尚円王か内間村にいたとき、内間ノロとの間に出来た子で、

古根大掟の妻は内間ノロの妹であった。」この新城は『球陽』（尚敬王17年）の記録に

よると、すでに17世紀末には瓦粁ぎに改築され、後に知念番所となり、明治36年に

廃された。⑤『1962年文化財要覧』琉球文化財保護委員会、『日本城郭大系（北海道・

沖縄）』名嘉正八郎・藤本英夫編1980年 5月、『知念村の文化財』知念村教育委員会、

1981年 4月 （比嘉春美）
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151 テミイグスク

本グスクは知念村字久高にあり、久高島の北西海岸沿いの急崖をなす石灰岩上に

立地している。久高島は、琉球王朝時代の知念間切、現在の知念村に属し、知念半

島の東方約 5.5kmの洋上に浮かぶ小島である。当該グスクか位置するところは島の

ほぼ中央部にあたり、近くには神事のときにみそきの川として用いるヤグルガーや

ャグル貝塚が存在する。グスクは標高16mを測る琉球石灰岩上に築かれているが、こ

のグスクの背後は急崖をなして海岸に接し、前方（南束側）は平地となっで畑地へ

と続いている。グスクと前方平地との比高は僅か Zmを測る程度である。この平地

に接する部分には高さlm前後の野面積みの石垣がめくり、防衛を意識したグスク普

請の痕跡をとどめている。グスク内は現在、アダンか密生してその織張りについて

詳しく知ることはできないが、表面踏代の結果では 100数拾平方の小規模グスクと

思われる。グスク内やグスク周辺の畑地にはグスク時代に属する遺物の散布が確認

され、かつて人間の居住域だったことが知られる。⑯ 『郷 土一久高・国頭村安田

部落調査報告ー』第19号沖縄学生文化協会 （当真嗣ー）
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玉 城 村

152 垣花城跡（かきのはなじょうせき）

玉城村字垣花部落の南にある琉球石灰岩丘陵士．（標高 120m)に築かれた古城で

ある。 14世紀頃の築城ではないかと推定されている以外、記録や伝説もなく築城年

代について今のところ不明である。範囲約60X80m、標高120m、面積150坪を測る

本グスクの付近には他グスクも多く、北方に玉城城跡、南西方向にミントゥングス

クが望める。

グスクの構えは本丸と二の丸からなり、城壁は野面積みでなされている。石垣は幅

60センチから I.5メートルほどであり傾斜ははとんどなく垂直に近い積み方か特徴

的である。グスクの東南側は 5-6メートルの断崖からなり、東側にゆるやかに傾

斜している。入口はこの方向に存する。本丸の奥には神名「アフィハナテルツメサ

ノ御イベ」が祀られている。

グスクの遺物は南束側の崖下一帯と畑地地域に分布している。

昭和36年 6月15日に県指定史跡として指定されている。参「沖縄文化財調査報告」

1956-1962版。 （上原 静）

ー
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第43図 垣花城跡実測図（実測1960年 2月23日）
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ミントングスク

玉城村字仲村渠にある。海に面した標高 110mの丘陵上に位置するグスクで、現

在は東御廻いの参詣地として年中参詣者の絶えない拝所である。

このグスクについての古記録や文献はなく、その性格はあきらかでないが、伝承

によるとアマミキョが住んでいた城といわれる。発掘調査は未だなされておらず、

石積み等の遺構も確認されていない。しかし、分布調査の際に表面採集された遺物

にはグスク系土器・青磁・陶器等がある。 （大城秀子）

153 

仲栄真グスク（なかえまグスク）

玉城村字富里にあり、玉城村役場の北東約 400mの距離にある。グスクは東西に

細長く、西端は富里71番地「大仲栄真」（頭主新垣正雄氏）の裏山から束端か国民運

動場の管理棟近くまでおよび、その長さは80mを測る。グスクの入口は、旧家「シ

リー」と「窟里根屋」の間を通り約15mの長さの石畳道を入ったところにある。こ

こは25mX15mの平場で「主ヌ前殿内」と呼はれ、尚泰久王の子供たちが仮住居を

定めた場所だとされている（後述）。その「主ヌ前殿内」と呼ばれる平場の中央部に

は、地上から 5-lOm程頂部と露出した直列遺構が確認され、周辺の岩陰には「火

の神」などの拝所がみられる。直列遺構の時期・性格等については不明であるが、

現在平場を中心に氏子やノロ等によって祭事がとりおこなわれている。

154 
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管理棟

貯t車場

。
IO 20 .JOm 

第44図 仲栄真グスク略測図 I1983年 2月）
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「主ヌ前殿内」の周囲は岩山に囲まれた格好を呈しているが、その西端の岩山は
一段と高く平場との比高約 Smを測る。南側の岩陰にある「按司堪（アヂシー）」の
横をよじ登って頂上に登れば見晴らしはよく字富里をはじめ周辺の集落が一望のも
とに見おろせる位置にある。この岩山の西側の緑辺には切石積みされた石垣の根石の
部分か確認された。また、「主ヌ前殿内」の東側には岩山を一つ挟んて平場があり、
ここは現在国民運動場の駐車場により本体と分断されてしまったが、切石積みの石
垣で囲まれた小さい平場が残されている。

『玉城村誌』によると、尚泰久王の長男（安次富金巴志）、二男（三津葉多武喜）、
四男（八幡加那志）は、三男尚徳か王位を継いだことて不満をもち、叔父尚布里を
頻って玉城へ避難し、「主ヌ殿内」で仮住居を定めた後、長男か安次富グスク、二男
か大川グスク、四男か仲栄真グスクにそれぞれ住いを移して住んでいたという。こ
の伝承からすると本グスクは尚泰久王の四男八幡加那志の居館跡だということにな
る。⑮ 『玉城村誌』玉城村役場昭和52年 5月 （当真嗣ー）

155 玉城城跡（たまぐすくじょうせき）rアマッズグスク」

沖縄本島南部、玉城村字玉城門原443、444番地に所在する。王城部落の北方約
700 mに位置する。アマミキョの伝承があり、またアマッズグスクとも呼ばれ

'
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第45図玉城城跡（実測： 1960年 1月）
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る。標高約 180mの琉球石灰岩上につくられたグスクてある。切石積みの石垣が周

縁部によく残っており、城壁は広いところで約 6mの幅、狭いところでも 1.5mの

幅であふ城内は一の郭、二の郭と呼ばれる連郭式の囲い形式をとっている。この

郭では根石で石材の幅 1m、高さ50cmの長方形の石が地上 2-3段に残っている箇

所かあり、布積みのエ法に類似、城内には拝所か数ヶ所にあり、神名をアガル御イ

ビ、ツレル御イビと呼んで、現在においても信仰の対象地になっている。このグス

クの特徴を示すものに城門の形式かあげられるが、本丸にぬける、東側に面した城

門は自然の石灰岩を削り抜いてつくられたものてある。城門幅は極端に狭くなって

いる。一説ては、旧来の沖縄の神観念との結ひつきて「東（あかり）テダ」を崇拝

する思想かこのころに築城にも適用され修築の際、石灰岩をくり抜いて城門を造り

直したとされている。本グスクの城門形式に類似するものか、本島中部、具志川市

の安慶名城跡においても確認される。安慶名城跡は東南に城門ガ間くか石灰岩のく

り抜きによるものてある。採集される遺物はグスク系土器、輸入陶磁器などか城内

全城において採集されるか未調査の為、詳細な性格かつかめない。採集される遺物

からの概観ては13-14世紀頃に形成されたと者えられる。現在は石加の崩落や雑休

等におおわれている。第二次大戦ては二の丸、三の丸か確認されたとされて、米軍

の建築用石材へ持ち出されたとされている。昭和36年、 6月15日に県指定史跡をう

ける。参「島尻郡誌」島尻郡教育部会昭和12年 7月 （大城 慧）

156 糸数城跡（いとかずじょうせき）

玉城村字糸数竹之口原、敷原に所在

し、知念半島から西へのびる石灰岩台地

の西端断崖上に築かれた占城である。

築城年代については明らかてないが、

伝説によると、玉城按司が二男を大城

按司に、三男を糸数按司に任じたとい

うから、恐らく三山分立時代の初期14

世紀前半であろう。この年代は、城内

や城外崖下の遺物包含層から出土する

輸入陶磁器の時期と符号する。

PL.47 糸数城跡城門跡

城を特徴づける城壁は野面積みと切石積みの両方用いられ、その規模は切石積み

のところで最も高く 6mを測る。城の構造は比較的単純で、西側では自然の断崖を

巧みに利用して天端に高さ約 1mの野面積みの石垣を巡らし、東側に城門をひらく、

城門は切石積みのりっぱなものて魯門の形式をとっている。戦火て城壁の一部か破
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第46図 糸数城跡地形図

（『国指定史跡保存計両書糸数城跡』昭和52年 3月屯城村教育委員会）

壊きれたり、近年城内を農道か通るなど保存が完全とはいえないが、石積み方や遺

構の大部分は現在でも比較的良好な状態で保存されている。

糸数城跡の本格的な発掘調査はまだ行われたことがない。近年城外の崖下部に形

成された貝層の一部か試掘され多くのグスク時代遺物か出土した。それはグスク土

器の破片を主に、石器、貝製品、骨製品、鉄製品、陶質土器（須恵器）、輸入陶磁器、

牛の遺存骨、炭化麦・ 米などてある。

糸数城跡は、昭和47年復帰と同時に城郭を中心として約49,806m'が国の史跡に指

定され、昭和50年・ 51年には保存管理計画か策定された。現在、土地の公有化が進

められている。⑤玉城村教育委員会『糸数城跡』（国指定史跡保存管理計画報告書）

1977年 （当真嗣ー）

157 根石グスク（ねいしグスク）

糸数無線中継所の西側にある台地縁端部に位置し、東はなだらかな台地をなし、

西に急斜面を呈してその下方に糸数部落が形成されている。台地縁端部をなす本丘

陵は南西方向に連なり、わずか 100mの近距離に県指定史跡の糸数城跡が存する。

グスクの最頂部は標高 170mで西側にフラノト面が認められるか明確な石垣は未発

見である。また遺物もグスク内では発見されていないが、東側一帯の畑地からはフ

ェンサ下層式土器、フェンサ上層式土器、石器類が出土している。参新田重清『南

島考古だより』第17号1976年 （上原 静）
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第47図 船越グスク実測図 (1980年 8月23日実測）

158 船越グスク（ふなこしグスク）

玉城村字船越集落に接する東方の丘陵頂部に形成きれている。本グスクには同集

落の南側から丘陵上にのぼる農道の脇から入るか、現道はグスクの存する崖下部の

布積みの石垣をめくらした屋敷跡に正式に通している。グスクは巨大な石灰岩塊の

上部に築成されていて、内部は東西約12mX南北約25mのフラソトな面を保持して

いる、又内部には幅約 lm、深さ l-3mの岩の亀裂が第48図の様に三方に伸びて

いるが南方向のものと北東方向のものはそれぞれ縁端部て石梢みによりふさがれてい

るが、西方向に伸びるものは直接崖面つなかるためか緑端部にはなく途中の狭くな

ったフィ／シャ一部に礫か詰められている。この石積みはフラノト面のレベルまでなさ

れ亀裂間の橋渡しの機能をもうかかわしめる。同様に東西間に横たわる亀裂には比

較的平盤な岩塊が橋状にわたされている。 グスクに人るいわゆる城門は南東端部に

位置し農道部分から階段様に登りになっ ている。門幅は約80mと狭く付近には石灰岩

礫かくずれ落ちている。石積みは保存かよく、外壁は南側と一部西側に高さ約 1.5m 

ありその他はみられず崖面のままになっ ているか、内壁は南西部の一部分以外を除

いて全体を囲饒するように積まれていて、内部観は全体をして西向きに開放したか

たちをとっている。

グスクの南側から東側にかけての崖下一帯には岩陰囲い込みの石積み墓があり、さ
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らに下方に先述した船越集落の元屋と称される屋敷跡がある。南側のプロック構築
物が山川殿（やまがわのとん）中央のものがフサエー（屋号）、続いてノロ殿内と
なっている。グスクからは西方一帯を眼下にみおろすことができる。グスクの北側
は同丘陵がのびているが大小の岩塊が散在し地形も起伏が著しくある。東側は一気
に谷になり当グスクの丘陵に平行してさらに高い丘陵がひかえている。同丘陵の上
端部には糸数集落を擁する糸数城跡、根石グスクが存在している。船越グスク内から
は現在のところ遺物は採集されていない。 （上原 静）

159 大城グスク

玉城村字百名バスターミナルの南方約 100m、国道 331号線より新原集落へ下る
三叉路の南側に所在する、俗にアガリメーヌ・メーヌヤマグァーと呼ばれる小高い
岩山をいう。

現在、その一帯は樹木が繁茂していて、内部は起伏の著しい岩塊からなり石積み遺
構やフラット面は認められない。岩塊の中央部には香炉と岩陰を利用した石積み囲
い込み墓が、数基みられ、この岩山全体が拝所になっている。この森の南～東側は
2-3mの小崖をなしその下に斜面地が広がり眺望がきく。一方、その西側～北側
は平地をなし民家が立ち並んでいる。遺物はその民家（字百名 745番地、大城真男
氏）との間にある小範囲のフラ、ノト面にて黒色土層とともに近世の陶磁器、貝殻が
主としてみられ、わずかにグスク系土器、青磁器が確認される。（上原 静）

具志゜頭村

160 具志頭上グスク（ぐしちゃんウイグスク）

具志頭村字与座にあり、標高80-85mの石灰岩丘陵上に築城されたグスクである。
このグスクが立地する丘陵は、具志頭村の字具志頭、字破名城、字与座、字仲座の
南を略東西に走る石灰岩丘陵の一部であり、東端から多々名グスク、マーガヌ殿遺
跡、与座ヌ殿遺跡、上グスクとグスクやグスク時代遺跡が密集するところとなって
いる。

グスクは上、下二つの郭からなり、一の郭に相当する上の郭は長径50m、短径16
mを測る略楕円形状の郭である。二の郭相当の下の郭は一の郭に付随する小さな郭
で、上の郭の約半分規模の郭となっている。一の郭と二の郭の比高差は約 5mを測
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る。各郭とも平場を

有し、この平場では

現在ーの郭にニヵ所、

二の郭に一ヵ所の拝

所が見られる。石垣

は野面積みで、高さ

は lm-2mの間に

おさまる。石垣の保

存状態は良好である。

ーの郭の東に隣接し

てグスク時代の遺物

の散布が認められる。

（当真嗣ー）

石垣の高さ 1m50 

弓t炉

> . "' ..... ・い

入

＼口 g ー~1

~.. ~。 IO 20m 

第48図 具志頭上グスク略測図

161 多々名グスク（たたなグスク）

多々名グスクは具志頭村役場の南約 400m、具志頭村字破名城小字眼崎原地内に

ある。グスクは石灰岩台地の先端部近くに位置し、標高約91mの天然の要害の地に

築かれている。グスクか占地するこの台地は、略東西に帯状に細長く発達しており、

台地の北面は比高30-40mの絶壁を形

成し、南面は緩傾斜をなして平地に接

続する。台地上にはグスク時代の遺跡

か多く分布し、多々名グスクの東に具

志頭グスクがあり、西にはマーガヌ殿

遺跡、その西隣りに上里グスクが知ら

れている。また多々名グスクの北側崖

下には破名城の古島があってその北を

白水川か流れている。

グスクからの展望はよく、南に太平

洋を足下に、北・束・西の三面には具

志頭村一円を眺望できる。グスクは北

側と西側の二面が平地との比高約40m

の断崖に面し、その天端部には約50-

z
 

第49図
100cmの石積みが認められ、東側から

多々名グスク縄張図（『具よ頭村史,:1961年 6月） 南側の緩傾斜面には高さ 2m-3mの
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石垣障壁がめぐらされている。石垣は垂直で野面積みとなっている。城内は、開発

が及んでないことから保存状況は極めて良好だと考えられる、全面草木で覆われ精

査が困難となり縄張りについてはよくわからない。『具志頭村史』には図のような多

々名グスクの縄張図が登載され、城内の北側に女官達の居住域「御内原（みうちば

る）」、この平場の東北に「多々名城臥」か鎮座していると書かれている。「多々名城

嶽」に祀られている神名は「コバウノミサキ御イベ」（琉球国由来記）である。伝承

によれば、城主は「はな城世の主」とされ、一時期具志頭一円を領するほどの勢力

を有していたということである。オモロに次のように謡われている。

破名城 おわる

御愛しのてだの

苦世廿世為すてだ

又国の根におわる

＠島尻郡教育部会貝編『島尻郡誌』 島尻郡教育部会発行 昭和12年 具志頭村

史発刊委貝会編『具志頭村史』 具志頭村役場発行 1961年 （当 襄嗣 ー）

162 具志頭グスク（ぐしちゃんグスク）

具志頭村字具志頭の東方須武座原にあり、石灰岩丘陵の先端部に占地している。

グスクは標高 90mの高台となっており、集落よりの西北面以外の三面は断崖に囲

まれ、天然の要害となっている。グスクからの眺望は見事なもので、南の方には太

平洋の大海原が足下にせまるのを見、北の方に具志頭、王城、人里の平野部、東に

は雄北川の川口にひらけた漁村港川を俯眼すことができる位罹にある。付近は去る

沖縄戦の際に激戦地となったところであることから、グスク内に戦後も早くから慰

霊碑等の建立か進められ現在では戦跡公固としての計画か進行中である。そのため

グスクの中心部は公園整備工事て1日地形か署しく損なわれてしまった。

グスクの西方最上壇は「タカヤソクワ」と呼ばれ物見跡と云われている。この「タ

カヤックワ」の周りから北側にかけては比較的緩かな斜面をなしそこには野面積み

の石垣がめぐらされている。この野面積みの石坦を断ち切るように城門が西北に開

いている。グスク内の中心部は前述のとおり苦しい変更をうけてしまったか、注意

して観察すると、幾つかの平場が確認される。城壁たる石垣は、緩斜面地域のみに

限られ、三面の絶陪天端部には確認されない。グスク内の畑地には黒椙色土の遺物

包含層が認められ、グスク系七器、輸入洵磁器などか出土する。なお、このグスク

は、くびれ部をもつ平底の出七か知られ、 多和田真淳氏の命名にかかる「具志頭

城式土器」の標式遺跡となっている。

『琉球国由来記』(1713年）には、城内之訊（神名アカズ森之御イベ）が記きれて
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いる。この嶽は城内の東北側本丸に相当する平場に位置している。なお、具志頭グ

スクは代々具志頭按司の居城であったといい伝えられている。⑱ 『具志頭村史』具

志頭村役場発行 (1961年） 384頁 （当真嗣ー）

163 ミドリグスク

具志頭村具志頭部落の東方にあり、熱帯樹が繁茂する標高 40mの岩山にある。

PL. 48ミドリグスク近景

PL. 49新城グスク近景

規模の小さいグスクでその実態はよ

く知られていない。グスク内は雑木の

ため踏在は困難であるが、精壺してみ

るとグスク系土器や輸入陶磁器が若干

散布していることか確認される。伝承

によれば具志頭グスクの出城とも呼ば

れ、北の灯に占地する糸数グスクや玉

城グスクに対する見張り所的性格を有

するグスクとされている。

（当真嗣ー）

164 新城グスク（あらぐす〈グスク）

具志頭村字新城小字北滝Ill原にあり、

椋高 50mの石灰岩丘陵いこ形成され

たグスクてある。グスク付近は早くか

ら採石か行われたため現在では旧地形

が大ぎく損なわれていかグスクは丘陵の先端部から、中央部にかけてのびていた

ようてあるか、東側の大部分は採石のため破壊されてしまった。グスク西側の残存

部は、現在深い草木に覆われ踏査ずるのに困難を苔わめ、内部の状況について詳し

く調べることはでぎなかった。『具志頭村史』には「城呼は、西北の断崖上に 1米位の高

さに野づら積みの石巨か所々に残り、東南側は、裔い）所か几そ 2米、低い所で 1米

位の高さに野づら積みの三段の石垣か残っている」と記されている。

グスクの総面積は、 16,563平灯メートルと具志頭村で、比較的規模の大きいグ

スクてある。城主や築城年代について定かではないか、伝承によると、築城中

に中山から取りこわしを命ぜられたと云われている。グスク内やグスク周辺の畑地

からグスク系土器、輸入陶磁器嗚が採集される。参『具志頭村史』具志頭村役場発行

1961年 6月15日 （当真嗣ー）
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糸 満 市

165 武富グスク（たけとみグスク）

糸満市字武富小字仲間田原・後原にあり武富集落の北側石灰岩丘陵（標高85m)

及び緩やかな斜面に立地する。グスクの東側は開削され小道か通っている。グスク

には城壁はなく、殿と遥拝所（御通し）か広間にみられる。この広間の中心には数

基の古経や風葬墓跡がみられる。いずれも露頭した石灰岩の岩陰を利用したもので

ある。古墓の大半は字武富の集落と関係する門中の神名等を記したものである。こ

れらの古幕・風葬墓跡と殿との関係は今のところ判然としない。

同グスクは1980年に市教育委員会の分布調在が実施され、前記の古募付近でグス

ク系土器や海産貝、民家近くの岩陰で近世の陶磁片、骨壺などか報告されている。
ダヤドウノヌトウン

武富グスクに関して、琉球国由来記で「城之殿」と記録され、現在は武富ヌ殿と

呼称されている。⑯糸満市教脊委員会『糸満市の遺跡』 1981年 3月。『琉球国由来記』

12巻 1713"f。 （金城亀伯）

166 阿波根グスク（あはごんグスク）

糸満市字阿波恨部落の南側丘陵 cに形成されたグスクである。斤陵最頂部の標高

は約57mを測る。城壁は野面積みて最高部て 2mを，l¥11るところかあり、グスクの頂

上附近の平坦地や緩傾面に良く保存されているか、頂卜附近では部落の貯水タンク

設置に伴う工事で破壊されてしまっている。

現在、グスクヘ登る入口には瓦葺の殿、その後力には約 1m四方の石囲いの枯渇

した古井戸か見られる。

グスク内ての遺物の採集はてきなかっ・たが、周辺の畑地よりグスク系七器、青磁

片、石器等が得られた。 （玉城朝健）

167 賀数グスク（かかずグスク）

糸満市字賀数にあり賀数部落の北側丘陵＿卜に立地する。

丘陵の頂上附近（標高約77m) には南北の方向に 7m、東西の方向に15m程の平

坦地がありその中には 2、 3の遺構がある。一部は拝所に使用されている。その周

囲には高さ 2m前後の野面積みの石垣か周らされている。また、入口の拝所附近にも

城壁の一部かと思われる野面の石積みか見られる。

遺物はグスク内や周辺の畑地からグスク系十器、須恵器、青磁、染付、石器片等が
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採集されるが、量的にはグスク内よりグスク周辺のrill地からの方が多い。

（玉城朝娃）

168 潮平グスク（しおひらグスク）

糸満市字潮平の東側の石灰岩丘陵上（標高65m前後）に形成きれたグスクで、南

側約 100mの箇所には、十角毛遺跡（グスク時代）か近接する。

同グスクは採石のため壊減してしまった。採石前のグスクは高さ lm前後の石積み

か廻らされていたという。現在、採石場跡にはコンクリート製の第かある。
モンナ' ,,-,,7ンチ タキモ r

同グスクと関係する門中は百次・大殿内・嶽元などかあり、百次門中の口碑に拠

れば、潮平グスクの築城か北山減亡後から始まり南山減亡直後に中途で終了したと

ある。しかし、同グスクを考古学的見地から裏付けることは困難である。⑧糸満市

教育委員会 『糸満市の遺跡』 1981年 3月 （金城亀信）

169 大城森グスク（うふぐすくもいグスク）「二又グスク」

糸満市字大里小字後原に所在し、大里集落の北側約 500mを東西に走る石灰岩丘

陵上（標高65m前後）に形成されている。グスクの北側 200mの距離には、報得川

が流れている。同グスクを遠くから見た姿は 2つの小山か並列した形となっていて

「二又グスク」とも呼称されている。地元ては東側の頂部をオトー山（父山）、西側

の頂部をオカー山（母山）といっている。東側のオトー山には古墓か多く存在し、

オカー山ではグスクの石積みか部分的に残存している。西側のオカー山の中央部付

近には比較的平坦な面があり平場をつくっている。この平場の北側の崖下にはグス

ク時代に属すると推定される貝層もみられることから、生活面はこの平場にあった

可能性かある。市か実施した分布調住（註 l) てはグスク内から、青磁・ 染付・グ

スク系土器などが採集されている。同グスクの別名を二又グスクと呼ぶということ

は前述したとおりであるか、その他に地元ては同グスクのことを「ウンチュウグス

ク」と称している。この名称の由来については市史編簗係の金城善氏は「城主であ

るff英紫（？）か南山王承察度の伯父か叔父にあたる人てあったことから、伯父、

叔父の方言てあるウンチュウかグスクの名称になったのてはないか」といっている。

⑯ （註 l)糸満市教育委員会『糸満市の遺跡』 1981年 3月0 (金城 亀信）

170 南山城跡（なんざんじょうせき）「高嶺グスク」「島添大里グスク」

糸満市字大里にあり、微高地を占めているものの標高約50mと低く、麓部との比

高も 10m余にすぎない。高嶺グスクとも称される。

-13]-



14-15世紀初頭のいわゆる三山分立時代の山南王の居城とも伝えられる。

この地は大正年間に小学校かつくられ、このときに城郭遺構の大部分が破壊され

たといわれる。北～北東側の石垣は城の時代の城壁と考えられるが、学校建設後石

垣の改変があったようてあり、他の地域の石垣は現代のものとみられる。

考古学的な調査はあまり行われていない。グスク系土器や、中国製青磁などが採

集される。 （安里嗣淳）

第50図 南山城跡実測図ー大正 4年頃（『郷土史』新垣孫ー…大正 9年より）

第51図 南山城跡現況図（糸満市教育委員会1978年3月）
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171 与座グスク（よざグスク）「ハジングスク」

PL. 50与座グスク近景

糸満市字与座小字東原、小字上原に

所在し、与座集落の束方を東西に細長

くのびる石灰岩丘陵上（標高約90m)

に形成されたグスクである。別名「ハ

ジングスク」とも称されている。グス

ク北西側の近距離には、与座の風水

（北西）があり、南西側には＿卜座グス

ク（註 1)・ 伊田慶名原遺跡 m2 lが

知られている。グスクが立地する地形

は北側が急傾斜面てあるのに対して、南

側は比較的緩やかな平地となって開けていて、その延長線は与庫岳（秤高168.4m)

の麓に伸ひている。伝承によれぱ、与座グスクの城主は与座ヌ大主といわれ、南山

城の築城以前にここに城を築き城主におさまったということてある。グスクの北阻1j

崖下には岩陰や洞穴を利用した古墓群かみられ、これらの堪の一部には仕切りの石

積みをもったものかみられる。グスクの城壁は緩傾糾面の南側て発逹し、ここでは

高さ 3m、幅80cmの野面積みの石積みか築かれている。この石積みは、露頭した石

灰岩の縁辺部に「一」．「 L」字状に積まれているか、規模か小さく「一」字状の石

積みか約 2mの長さであり、「 L」字状の遺構か短い所て約 2m、長い所で約 4m、

高さ約50cmを測るのみてある。いずれの石積みも露頭した基盤石灰岩の上に築かれ

ている。また城内には、四方 1mの方形状の遺構か認められるが、その性格につい

ては不明である。

最近、グスク内にプルドーザーが入り石積みなどの遺構の一部を崩してしまった。

⑱ （註 1)『沖縄アルマナ／ク』第 2号1980年。（註 2)沖縄タイムス1982年 9月2

日・ 10月9日。糸満市教育委員会『糸満市の遺跡』 1982年 3月

（金城亀信）

172 上座グスク（ウイザグスク）「与座東グスク」
1イ寸ザ ン←ャコザ

糸満市字与座小字上座原に所在するグスクてある。字与座はI-.与座・下与座に 2

分される。同グスクは、前者の上与座後方（南側）石灰岩丘陵にあり、標高は85m

前後である。グスクの西側の約 300mの地点にはグスク時代に屈する伊田慶名原遺

跡かある。 グスクの表面踏杏の結果では城壁に相当する石積みは確認されて

ないが、城内には「コ」字状石塁 2基と長方形状の石塁 1某が確認された。前者の

石塁の高さは、最も高い所で現高30cm、低い所て20cmを測り、その規模は 4面程で
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ある。後者は二辺の長さが1.70mと1mの規模で石塁の幅が80cm、高さ50cmを測る

ものである。

グスク内のほぼ中央にはイートクヌ殿 (1374番地）があってコンクリート製の祠

か建立されている。またグスクの周辺には風葬墓跡、コンクリート製拝殿、火の神、

遥拝所等かある。濫拝所の石灰岩礫はそれぞれ、南山城跡方向に 2つ、照屋グスク

方向に 1つ向かっている様てある。遺物か出土する所は、イートクヌ殿があるとこ

ろで、そこでは遺物包含層か確認される。出土遺物は、グスク系土器、輸入陶磁器、

須恵器などである。

なお、南山の王城たる南山城の周辺には、この上座グスクをはじめ、照屋グスク、

大城森グスク、国吉グスクの諸グスクが馬蹄形状に配置されている。参高嶺間切与

座村誌『与座泉水』生活誌編纂委貝会南部農林普及所1982年 。 （ 金 城 亀 信 ）

173 奥間グスク（おくまグスク）

糸満市字兼城小字門原、上原に所在し、標高45m前後の石灰岩丘陵上に立地する。

兼城集落の北側に位置する。同グスクは、古くは「奥間城里主所」と記録され、現

在は「兼城上之殿」と記されている。グスク内には香炉などの施設が 7・8ヵ所み

られ、そのひとつは潮平への御通しと称するものである。同グスクも市教育委貝会

で調壺が実施されている。

グスク内の城壁は野面積みで、丘陵の平坦面から斜面に移行する箇所に石積み

され、最高は 2m前後である。一部は低く石積みを平面に敷いた様な箇所もある。

同グスクの石積みと兼城グスクの城壁の残存状況を比較した場合、同グスクのもの

は小規模てかなり悪い感じを受ける。遺物は北側の畑地及びグ9スク内で散見される。

参『琉球国由来記』 12巻 1713年、糸満市教育委員会『糸満市の遺跡』 1981年 3月。

（金城亀信）

174 兼城グスク（かねぐすくグスク）

糸満市字兼城集落の西側丘陵上（標高30m)の端部に形成されたグスクで、同グ

スクの下には兼城貝塚かある。グスク入口には火の神・香炉などが設けられた拝所•

かある。この拝所から広場を隔てた崖縁に「村御本神」と記した碑文があり、香炉

も設置されている。香炉は伊保島の方向に向いていることなどからその島への御通

しかと考えられる。

市教育委員会の報告によると城壁は、最高 2m、幅 1.5- 2 mである。この城壁

は北側から東側に見られ、西側つまり崖沿いでの石積みは確認できない。北側の石積
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みはこの崖で切れ、二重に外郭したようである。口碑に拠れば同グスクは照屋グス

と対立関係にある。仮に対立したとしても同グスク以外に奥間グスクも同時に照屋

グスクと対立したと考えることも可能である。琉球国由来記には「城之殿」、「奥間

城里主所」と記されていて、前者が兼城グスク、後者は奥間グスクであるが、距離

的にも隣接するので、両グスク間は密接な関係にあったものではないかと推察され

る。⑯糸満市教育委員会『糸満市の遺跡』 1981年 3月、『琉球国由来記』 12巻。

（金城亀信）
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第52図兼城グスク実測図（実測： 1981年3月20日）

175 照屋グスク（てるやグスク）rウチパルグスク」「ティラグスク」

糸満市字照屋小字内原と御嶽原に所在し、照屋集落の北側を走る石灰岩丘陵上（標

高59m)に立地する。別名「ウチバルグスク」・「ティラグスク」とも称されている。

グスクが立地する丘陵上には現在、浄水場・採石場・貯水タンク・墓・拝所など

がある。グスク時代の遺物は主に東側の採石場周辺から西側の浄水場にかけて広く

散布し、一部は集落内まで分布している。

また、黒色土の遺物包含層はグスクの東側にある。拝所や墓地付近と、採石場近

くで確認できる。同グスクは1936年に伊東忠太・鎌倉芳太郎の両氏によって試掘調

-135-



傘,.

在が実施されている。（註 1)

グスクの城壁は野面積みで、両側の浄水場敷地内で観察される。残存部から平面

観を考えると「 L」字状に近似するか、過去に破壊を受けていて保存状態は極めて

悪い。この「 L」字状の石積みは北側（丘陵郭斜面）にさらに伸びていたと地元の

人は証言しており、そのことから南北に長く、西側に短い城壁が推定される。この

城壁の近くに深く掘り込んだ円形状（直径30cm前後）の遺構が認められる。城壁と

の関係については不明で、時代もはっきりしない。

同グスクの崖下直下には報得川が蛇行しながら流れており、地元ではこの河川内

の窪地を唐船小掘と称し、近くに唐船嶽と称す信仰地かある。

この類の名称は、交易時代の産物としてみる向きがあり、仲松弥秀氏はここのほ

かに、市内襄栄里にある真栄里グスク先端部の「帆ヶ先」もこの種のものとして指

摘している。（註 2)照屋グスクは、その直下にある「唐船小掘」の存在などから南

山王代の貿易公庫であったとする説やあるいはまた南山城の出城であったとする考

えもあり、その性格については未確認要素が多い。⑯（註 1) 宝雲社『南海古陶売』

1937年（註 2) 仲松弥秀『古層の村』 1977年 （金城亀信）

176 国吉グスク（くによしグスク）

糸満市国吉部落の北側にある石灰岩丘陵上に形成された単郭のグスクである。丘

陵は東西に長く南北に狭い。最頂部は南側に有り標高72mを測る 0 頂上の中央部よ

り北側にかけては東西に約30m、南北に約15mの平地になっており、周緑には高さ

が 1.5-2 mの野面積みの石垣が築かれていて保存状態は良好。グスク内の北側お

よび束側には上大城の御嶽、タケ城の御嶽と呼ばれる御嶽か祭られている。遺物は

多量に採集されており、種類は青磁、須恵器、高麗瓦、グスク系土器、石斧等がある。

（玉城朝健）

177 真栄里グスク（まえざとグスク）「先中グスク」

糸満市真栄里部落の西側丘陵の先端部に形成されたグスクである。丘陵の先端部

は標高約20mを測る舌状の台地となり、三方は崖となっている。現在、南側の崖沿

いに名人ホーム「沖縄偕生園」の施設か建設され、その一部はグスクの入口附近ま

でおよんでいる。グスクの入口は丘陵東側に有り、そこには逆「 L」字状の野面積

みの石垣か残っている。石積みより北側10mの畑地には貝を主体とする遺物包含層

か確認される。遺物はグスク系土器、青磁器片等か若干採集される。また、グス

ク内には12箇所ほどの御嶽や按司築が有るが、それについては村武精ー氏の詳しい
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調査報告がある。

本グスクは別名「先中グスク」と称されるが、その由来については新城徳祐氏の

調査が有り要約すると次のとおりである。「中山系の伊波按司の子供が伊波城から分

家したとき、中城間切の泊部落に「台城（デーグシク）」を居城としたか、その二代

目は中城城を築いて移ったという。・・・・・・四代目の按司は南部の真栄甲部落に城を築

き居城とした。そこてその按司のことを人々は先中城按司と呼び、その居城てある

貞栄里グスクを先中グスクと呼ふようになったという。」参糸満市教育委員会『糸満

市の遺跡』 1981年 3月、新城徳祐『沖縄の城跡』 1982年12月（玉城朝健）

178 フェンサグスク「名城グスク」

糸満市字名城集落の北側に接し、陸から西方の海岸側へ長く続く丘陵の西端部に

築城されている。標高25mで南側は丘陵の一部のためややなだらかな地形をとるが、

北側は崖を形成している。頂部からは西の海及び北の平地一帯をみおろすことがで

ぎる。

本グスクの築城年代については不明であるが、城主のことについては口碑伝承が

残されている「南山グスクから来たタルサマ王か名城村の草分け宗家である仲原家

の始祖で、グスクの北崖下にあるアジ幕はタルサマ王と孫四郎タルガニーの墓だと

いわれる。タルサマ王の息子トウビベンサは名城村の発展に尽力した按司で、若い

頃、隣村の按司喜屋武クガニーの妹に恋をし、喜屋武クガニーから石投げ勝負の難

題を課されたが、敗れた。 トウビベンサの嫡子四郎タルガニーは美男子であった。
t なん'・ る

彼は遠く勝連グスクの浜川按司の姫君、絶世の美女と評判の高い真鍋樽を嫁に迎え、

国中の話題となった。」とある。

グスクの構造は、西側から北側をめぐる崖縁部には石積はみられず、北東端部か

ら東側から内部を囲む様にめくらされている。内部は北側がやや凹凸のある岩塊が

あるが、南側（拝所の北側面）にはフラ／卜面がニヵ所に認められる。なお、この

一帯には石積み遺構はみられない。

グスクの中心部の発掘調査はなされていないが、グスクの崖下や周辺部で昭和42

年 (1969年）に友寄英一郎、嵩元政秀両氏により発掘調査かなされている崖下部は

貝塚を構成していることか明らかになり「フェンサ城只塚」と称されている。堆積

上は 3枚の層からなり、貝殻、獣魚骨をはじめとして須恵器、フェンサ下層式土器、

石斧、叩き石等が下位に青磁器、陶器、フェンサ上層式上器、刀子などの鉄製品が

上位に検出され、グスクの発生期を考える軍要な遺跡のひとつとして特筆されてい

る。

フェンサグスクは現在、全域が名城村の聖域となり、グスク入口に 2基の拝所と
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石積みの浅い井戸があり、北の崖下には「アジ墓」を中心に岩陰の古い募が存在する。

南側のものに「大殿内トノ」と呼称される拝所かあり、この一帯は昼でも静寂とし

ている。⑱名嘉正八郎、藤本英夫編『日本城郭大系』第 1巻 1980年 5月、「フェン

サグスク貝塚調在概報」琉大法文学部1969年 3月 （上原 静）
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第53図 フェンサグスク概況図

（「フェンサ城貝塚J 琉大法文学部紀要1969年 3月）
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179 伊敷グスク（いしきグスク）

IV 

~;~a 

第54図伊敷グスク略図

糸満市字伊敷に所在するこのグスクは、伊敷集落から北側に約 200mの地点に位

置する石灰岩丘陵上（標高約60m)に形成される。グスクは丘陵東側の先端部にあ

り、城内外の観察から単郭と推定される。グスクの平面観を想定したところ、東西

力向に長い隅丸の長方形状に近い（略図参照）。城門と考えられた箇所は南西側に

ある。城壁は30cm前後の石灰岩礫を利用した野面積づみで、北側の上端には石積み

はなく、主に東、南、西側に廻らす。とくに緩斜面の南側では最も高く、最高位は

約 4mとなっている。城壁の一部分は崩れ落ちている。グスク内には広場が 2箇所

ある。ひとつは城門を入った右脇にあり、約60m'てある。他のひとつは中央付近に

あり、約600m'である。両広場は微弱な石灰岩露頭部で区別されるものかと考えら

れ、後者の広場、後方には長さ 3-4mの崩れた石積みかあることなどから建物等

の施設かあったと推測された。南側の城壁に連結したところか井戸等の跡と考えら

れる。この遺構の平面観は楕円形を呈し、長径約 lm、短径約80cm、深さ約50cmで

ある。なお、同グスクについて、多和田真淳氏は「城門、城壁などかなり完全に残

っているよい城跡である。」と報告している（註 l)か、氏の報告のとおりこのグ

スクは比較的保存状態の良いグスクである。島尻郡誌によれば、次のオモロはこの
しま＇，ようが'"

伊敷グスクについて謡ったものとされている。「伊敷下 世果報壽せ着ける 泊
<'ぬき やまと，、" やまとだしく か r • ,., こび

・・・中略・・・又楠は こので又大和船このて 又大和旅上て 又山城旅
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上て…後略…」（外間守善・西郷信綱 1972年）。遺物はグスクの立地する石灰岩丘

陵上にかなり広範囲に散布し、フェンサ上層式 m2Jの底部破片もみられた。

⑱ （吐 1)、沖縄開発庁沖縄総合事務局『文化財実態調究報告書』 1973年。（註 2)

琉球大学法文学部紀要 社会篇 13号「フェンサ城貝塚調査概報」 1969年、島尻郡

教育部会『島尻郡誌』 P368参照 1937年、日本思想大系18 『おもろさうし』 Pl96

参照。 1972年。 （金城亀信）

180 チチャマグスク

糸満市名城部落の上方小波蔵測にある標高約45mの琉球石灰岩丘陵上に位置する

この琉球石灰岩丘陵は小波r巌部落の北方を東西に延ひるものて、本グスクはその西

端にある。

石積み等の遺構はみられない。大ぎさとしては市内のグスクの中ては特に小範囲

のもので、岩陰を利用した石積墓か見られる。⑮糸満市教育委員会『糸満市の遺跡』

1981年 3月。 （島袋 洋）

181 当間グスク（とうまグスク）

芦→←こ/
第55図 当間グスク略図
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本グスクは糸満市字喜屋武小字大

石原に所在し、束辺名集落の南側約

500mに位置する石炭岩丘陵上（標

高約50m)にあり、上里集落からは

西側に700mの距離にある。

本グスクが立地する丘陵上には、

西側から束辺名・上里・山城・佐慶

の各グスクが占地し、略東西に走る

一連の丘陵上にグスクが密集する形

となっている。本グスクを含めたこ

れら 5グスクの相互の関係について

は現在のところよくわかっていない

が、グスクが集洛跡であったのであ

れば各グスク間に共同体的な関係が

あったことも予想される。またグス

クが城だと考えれば、本城に対する

支城あるいは見張りの城等、機能上



からの分類も可能であろう。

今回の調介の結果ではグスク内に残存する野面積みの城墜には、地形により高低

差かあるように思われた。例えぱグスクの南側から西側にかけての平田な地域には

高い石積みか築かれ（高い所て3.5m、低い所て50cm)ており、この箇所はフイ／

シャーに沿って城陸か、二璽の構造をとっているのてある。この構造は明らかにグ

スクか自然の地形を巧みに利用して城内への敵の侵入を防こうとする軍事上の結果

から普請されたものであろう。東側は比高差 2-3mを測る断崖で、ここからの侵

入は容易てないため崖の天端には僅か 1m前後の低い石積みか施されているにすぎ

ない。グスクの規模は、南北約50m、東西に20-30m程度て、グスク内の郭数は 1

ないし 2か考えられる。遺物についてはグスク内の場合には、ソテツなどの雑木が

密集しているため、採集が困難となっているかグスク外側の東側畑地ては土器、須

恵器、輸入陶磁器等か採集されている。⑱糸満市教育委員会『糸満市の遺跡』 1981

年 3月。 （金城亀信）

182 喜屋武古グスク（きゃんふるグスク）

糸満市喜屋武集落の西側海岸からの直線距離約20m。漁港へ抜ける左側の標高約

5mを測る林内に形成されたグスクである。林内には本島周辺の海岸にみられるノ

ゾチ状の石灰岩露頸部の周緑部に「く」の字状の野面の石積みか築かれているが、

大半か周辺に崩れ落ち、現在では高さ約 2m、長さ約 7mの石積みか残っている。

近くには石灰岩の岩陰を利用した古築が幾つか見られる。グスク内での遺物の採集

は困難てある。参糸満市教育委員会『糸満市の遺跡』 1981年 3月

（玉城朝健）

183 具志川城跡（ぐしかわじょうせき）

糸満市字喜屋武の海岸に切り立った石灰岩いこある。その内陸部は広い台地てあ

リ、下方の海はあまり砂浜を形成しない岩礁地帯てある。

グスクは二つの郭から成り、東側に切石積の城門跡かある。城門以外はすべて野

面積みである。石垣は上端部て崩れかみられるものの、よく平面形の観察てきる状

態で残っている。城内に自然地形による大ぎな穴かあり、その下方に海水かみえる。

すなわちこのグスクは下方の一郭て岩盤か大ぎな挟りを有している。この穴は「火

吹き穴」と称されるが、海岸へ下りる「抜け穴」としての機能をもつと考えるもの

もある 3

城内外から遺物を採集することはてきない。この城の使われ方や時間幅を反映し
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第56図 糸満市具志川城跡（実測： 1959年 8月17-22日）

ているかとも考えられる。

なお、「具志川グスク」の名はこのグスクを含めて県内に 3ケ所あり、（中部

具志川市、久米島具志川村）、いずれもその立地が海岸へ突出する地形であること

かよく共通していることが輿味深い。 （安里嗣 淳）

184 カタハラグスク

糸満市字喜屋武の喜屋武岬燈台南側崖下にある琉球石灰岩の大岩をグスクと呼称

されている。大岩は約30m四方、高さは約30mである。グスクと称される大岩の位

罹から考えられること元来は岬の突端にあったものが何らかの作用によって海岸へ

転落したものかと想定される。

同グスクの遺物・遺構等については未だ報告かなされてなく、これはグスクと称
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する大岩が険悪なためである。喜屋武集落での口碑から本グスクは倉嘩であった要

素も十分に考えられるが、これもグスク内を調査すれぱ明確になるかと思われる。

⑤糸満市教育委員会『糸満市の遺跡』 1981年 3月。 （金城亀信）

185 束辺名グスク（つかへなグスク） rミーガーグスク」

糸満市字束辺名の南約100mにあり、標高60mの石灰岩丘陵上にある。別名ミー

ガーグスクとも呼はれている。グスク内にはいくつかの拝所か見られ、北側崖に沿

って野面積みの石垣遺構か確認される。本グスクか立地する石灰岩丘陵上には若干の

グスクか近接しており、その東に上里グスク、南に当間グスクか存在する。伝承に

よれば束辺名按司の居城だといい伝えられている。グスクの南側緩斜面部では若干

のグスク系土器や輸入陶磁器か採集される。 （当 真嗣ー）

186 山城グスク

このグスクは糸満市字山城の南約150mのところにあり、石灰岩からなる岩山の上

に築かれている。地元山城部落では、集落の上方に位罹することから別名「上（イー）

グスク」とも呼ばれている。このグスクの南側約100mのところには上里グスク、東

側300mのところにはサキグスクがそれぞれ立地し、ちょうど両グスクの中間程に占

地した形をとっている。グスクの面積は約50面で、小規模となっているか、石垣は

略固に築かれ高さ IOmを測るところかある。この山城グスク周辺には「カニマン」

と呼ばれる拝所をはじめとして、古くから信仰されている拝所や聖域が分布する。

またグスク下方にあたる岩山の下には井戸跡も知られている。城内には帷木に覆わ

れているため中に入るのか困難てある。現在のところ遺物は未確認である。

（当真嗣ー）

187 上里グスク（うえざとグスク）

糸満市字束里、旧上里部落の北方、標高約70mの琉球石灰岩丘陵上に形成されて

いる。グスクの北側は、断崖絶壁となっている。

本グスクは、今次大戦の激戦地だったにもかかわらず、保存状態の良いグスクで、

中心部は、比較的平但地となり、一の郭と二の郭て構成各れている。

ーの郭には、 1m前後の丈の低い野面積みの石垣か廻らされ、その遺構内に石塁

遺構を思わせる石灰岩小礫の敷石か見られる。その他には板状石灰岩を 3枚組み合

せた殿が 2基設けられている。
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二の郭の石垣は一の郭の石恒より、 7-15mほど離れて廻らされ、最大高 4.5m 

を西側で測っている。この石垣から、グスク入口の殿近くまでに何軒かの1日宅地跡

か見られる。

伊波酋猷説によると本グスクの城主は温沙道で、彼は、南山王承察度をおさえ、

南山に君臨した。か、わすかに 2、3年で中山王武寧に攻められ、上里グスクに逃

けのび、 4年後の洪武31年に中山と南山の連合軍に攻められて落城したという。

遺物は、グスク入口にある殿横の畑地より、グスク系土器片や青磁片か採集され

た。⑤「南山の朝鮮亡命」伊波普猷全集 第七巻昭和 5年 6月。

（湖城 清）

188 佐慶グスク（さちグスク）

糸満市字山城の南東約 300mの坂東原にある。グスクは琉球石灰岩上に形成さ

れ、北側は断崖絶壁て南側はゆるやかな傾針面となっている。

野面積みの石垣が北側崖の頂部石灰岩基盤を基礎に積まれているのか観察てきる。

最大高は約 4mて幅は0.7-1 mほどある。この石垣はほは崖に沿って積まれてお

り、外側が崖緑になっている箇所もある。詳細については城跡内か低い木々、サル

カケミカンのつる、野アサガオのつるなどて覆われているため、遺跡全形を把捏で

きなかった。

遺物として南蛮陶器片、青磁片、グスク系土器片か若干採集されている。

本グスク周辺には井戸はなく、文献によると本グスクと上里グスク、山城グスク

か共同で現在山城部落にあるアシカー、フシチャーの両井戸を使用していたとある。

⑯ 『沖縄風土記』糸満町編1967年1J月 （湖城 清）

189 糸洲グスク（いとすグスク）

糸満市字糸洲小字前原を中心とした一帯にあり、糸洲集落の東側を走る石灰岩丘

陵（標高55m)の先端部近くに形成されている。丘陵南側の緩傾斜面の畑地（集落

側）には糸洲1ヌ殿遺跡が立地している。この糸洲ヌ殿遺跡は、遺物からみてグスク

時代に比定される遺跡てあり、糸洲グスクの南側に展開した集落跡として理解され

るものである。グスク内には、現在公園の設備か設置されている。広場の北東側へ

かけて野面積みの石積み（内側からの高さ50cm前後）か残存し、この城峡たる石積

みに隣接して方形状の石組遺構（高さ30cm前後、内径は約 1m内外）か観察される。

この種の方形状石組遺構は他に伊敷グスクにも類例か見られるかどのような機能を

有していたのか判然としない。グスクの縄張りは、今のところ公固広場の東側に露
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第57図糸洲グスク実測図

呈した石灰岩の高い平坦面が 1の郭、現在の公園広場となっている所か 2の郭とし

て理解される。市の分布調査の結果では 2の郭に相当する広場て多量の遺物が採集

されている。

本グスクから採集される遺物は土器を中心として輸入陶磁器などてある。なお、

この糸洲グスクか形成されている丘陵上には東側から糸洲グスク、安里グスク、仲

間グスク、チチャマグスクの 4つのグスクか近距離にひしめき合い、グスクの密集

地域となっている。 （金城亀信）

190 波平グスク（なみひらグスク） ， 

糸満市字南波平の集落から南方約200rnほどいった所に波平グスクはある。

グスクはほは東西にのひる坑球石灰岩丘陵頂部（標高約50m) のフラ／卜面に形

成されている。面積は約900-1, OOOrnてあり、平面観は東西へ長く、長方形状にな

っている。城墜は露頭した石灰岩を巧みに利用しなから天端部に野面積みに廻らし、
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その一部はフラ、；卜面を南北に仕切った状態となっている。 ~一

グスク内には円形状に窪んだ石梢み遺構が城岐に付随してみられる。類例は伊敷・

糸洲のグスクにも存在するか今のところこれらの遺構の性格については不明てある。

遺物はグスク内では未発見であるが、グスクから集落へ抜ける小道の両憫にある

畑地や原野一帯にグスクから近世の遺物（土器片、陶磁片など）か散布している。

また、斤陵西端付近の南側畑地内でもグスク系七器、須恵器、青磁など散布する。

また、このグスクの城陪外の周辺部には風葬跡なども観察できる。

以上の状況から理解すると丘陵頂部に波平グスクが立地して、その斜面にはグス

ク・近世の集落跡（仮称して波平の古島）か展開していたことを予想させるが、し

かし確証は発掘調査の成果で判断するしか方法はない。ただ現在では波平の集落は

グスクの北に位置しているけれども『球陽』てはかつての波平集落はグスクの南に

あったと記している。

なお、波平グスクに按司に相当する領主がいたことは次のオモロからも推察でき
-, る' まだ占

る。「波平良 在つる御腰根国在つる剣世添いの御腰ゑ真玉ど照り居
み・ い く に ち ，るぎ

る 又絋池在つる御腰根国在つる剣」（外間守善・西郷信綱 1972)。この

オモロから波平グスクの領主以外に福地にも領主クラスの人物が存在していたと思

われる。

波平グスクの立地する丘陵東側には同時代相当とみられる鉄滓を出土する伊原遺

跡や石原グスク等かあり、この一幣の石灰岩丘陵は同グスクを含め、かなり興味深

い地域のひとつとなっている。噂『球陽』沖縄文化史料集成 5 球賜研究会 1974年

角川書店。『おもろそうし』日本思想大系18 岩波書店 1972年『琉球国由来記』

琉球史料叢書 1伊波普猷・東恩納寛淳・横山重 編 井上書房1962年『糸満市の遺

跡』糸満市教育委員会 1981年。 （金城亀伯）

191石原グスク（イシャラグスク）「伊原グスク」「伊舎良グスク」

糸満市字伊原部落の北北東250m、標高45mの東西に走る琉球石灰岩 j了陵の東端

に位置する。グスクは西側以外、穏やかに傾斜し、平地につながる。グスク内には

約]OmX20m程の平場があり、それを取り囲むように幅 3m、高さ 2mの野面積み

の石垣がめぐらされているか南西部は雑木の繁茂により、石積みの形を保っている。

また、その途中の束端部には「コ」の字状をした切石積みの石垣か確認てきる。さ

らに、北西側には幅 4m、高さ 5 m前後の石灰岩の割れ目か南北に20m程走る。

グスク入口の東側に「コ」の字状の野面積みの拝所（高さ40m、輻50m)かあり、

さらに南西に下ったところに井戸かある。遺物についてはグスク内ては、現在のところ

確認されないか、グスクの前面に相当する南側の畑地てはグスク系土器、青磁が採
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第58図 石原グスク付近（仲松弥秀『神と村』 1975年より）

取された。

本グスクは、『糸満市の遺跡』で「伊原グスク」と報告されており、仲松弥秀氏

の報告（第59図）や『琉球国由来記』（第 5表）には「石原グスク」と記されてい

る。ここでは後者に従った。R仲松弥秀『神と村』 1975年 4月（再版）、『糸満市の

遺跡』糸満市教育委員会 1981年 3月 （比嘉春美）

192 米須グスク（こめすグスク）

糸満市字米須の通称、東田原にまたかる標高約50mのグスクてある。

本グスクは、一の郭（上グスク）と二の郭（下グスク）からなり、側防のあるグ

スクとしては沖縄ても数少ない部類に入る。総面積は5,300m', 

約1,000面からなる一の郭には高さ約 2m、幅1.5-2 mの野面桔み石垣か周囲に

廻らされている。その他、高さ約 1m前後の平面円形の石積御嶽か 3つと古井戸、

巨石石灰岩の御顧所かある。また、人頭大の石灰岩か至るところで組をつくって散

見される。この石組も何らかの遺構跡だと思われる。
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第59図 米須グスク実測図（実測： 1960年 2月16日）

二の郭の石垣は、本グスクヘ登る石積石段から東へ延ぴているが、丈の低い石積

みを入口近くで確認しただけで、それ以上は木々かおい茂り、その延長部を確認す

るまでには至っていない。

遺物は、一の郭内より青磁片、白磁片、グスク系土器片が若干採取きれている。

本グスクについては、おもろ双紙に「米須世の主の君くらよ 君くらす按司はや

せ 真物世の主よ」と書かれ、城主の善政をうたっている。

また、口碑によると、

「米須按司の奥方に我瀬という家来が横恋業をした。我瀬は月見といつわって按司

を海にさそい出し、切り殺してしまった。

のちに按司の犬か海中で死体の入った壺を見つけ、そのことを奥方に知らせた。奥

方は一計を案じ、我瀬を山へさそった。そして大木を見つけ『この木は建築の材料

に使えそうなのて太さを両手て計ってみて下さい。』とたのんだ。我瀬は喜んて両手

てその木を計っていた。そのすぎに奥方は隠し持っていたノミを我瀬の両手に打ち

込み、按司の仇をうちとったという。

その後、後継きを宜野沼真志喜村の金満按司の六男を養子にし、城は栄えたとい

つ。」

参『沖縄風ナ記』糸満町絹 1967年11月 （湖城 清）
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193 ガーラグスク

糸満市字大渡の東方約500mの琉球石灰岩にあったグスクで、現在はそのほとん

どか破壊され、分譲住宅地（さつきの城）となっている。標高約45m。

本グスクは前記したとおり、地形そのものか大きく変化したため、遺物の採集は

ない。グスク西側の畑にグスク系土器かわずかに散見されるようてある。

（湖城 清）

194 オドサトグスク

糸満市字大渡南東約800mの琉球石灰岩丘陵上（標高約50m) に所在する。同丘陵

の西側直下には、ガーラグスクかあった。

グスクとみられる箇所には露出した石灰岩の上に人頭大の石が敷かれ、屋敷跡の

石敷遺構かと考えられるが、グスクとの直接的関係については断定しがたいところ

である。

遺物は未発見であるが、字大渡での聞き取りにオドサトグスクは今のところ大

渡集落の発祥等と関連するようだ。魯糸満市教育委員会『糸満巾の遺跡』 1981年 3

月 （金城亀信）

195 摩文仁グスク（まぶにグスク）

糸満市の摩文仁部落にある国立平和記念公園内の琉球石灰岩丘陵上に位置するグ

スクで、標高は約89mである。南側は断崖絶壁て北側は急針面になっている。

戦時中の戦禍および戦跡国定公園整備に伴う破壊てはとんど壊され、現在では、

鹿児島之塔後方に切石積みの石垣がわずかにみられるだけてある。

本グスクは昭和55年 (1980)10月に現参道拡張工事に伴う試掘調壺が行なわれて

おり、その結果、参道下に切石積みの石垣か石灰岩の基盤に沿って北側で低くなっ

ていることが確認されている。

遺物はグスク系土器・近恨陶磁片などが採取されているが、遺物包含層は確認さ

れていない。⑯糸満市教育委員会『糸満市の遺跡』 1981年 3月。

（島袋 洋）

196 真壁グスク（まかベグスク）

糸満市真壁部落の北方約200mの石灰岩斤陵上に位置しており、椋高は約82mで

ある。その丘陵は東西に延びており、本グスクの他にもグスクが分布し近い所ては

約700m東方に宇江城グスクかある。
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本グスクのある丘陵には真壁神宮寺と万茸の塔かあり、真壁神宮寺については次

のような伝説かある。「貞壁寺の本尊を調べてみると、昔坑球八村の 1つに数えら

れた名所で、梵鐘には応永元年とあるそうだか戦後行方かわからないということで

ある。」

この他に白馬の伝説かある。「真壁城内に純白の駿馬がいて頁隈按司は非常に愛

して手ぱなそうとしなかったのて、国頭按司は兵を従え貞墜城を攻めた。貞倍按司

はひそかに弟の垣花按司に請い、兄弟て防戦したか弟は城外て駿馬とともに傷つい

て倒れ、真梱按fijは占波蔵森へ逃けて自殺した。それ以後、真壁城下ては白篤を産

しなくなり、村人も白馬を飼わぬ習わしになったという。」

グスク内の石垣は丘陵の高くなった所に野面積みでL字状に築かれている。石垣

の長さは約20m前後である。

逍物はグスク系土器、青磁片等か貞舷、神宮に向かう道沿いと神宮の固辺て採集で

きる。

また、島尻層からも得られている。⑱糸満市教育委員会「糸満市の遺跡」 1981年

3月。新城徳祐『沖縄の城跡』 1982年 （島袋 洋）

197 宇江城グスク（うえしろグスク）

糸満市宇江城部落の南方にある東西方向にのびた丘陵I:に所在する。グスクの位

四する丘陵は標高約56mと比較的低く、北側に約 Smの岸を形成し、南側にゆるや

かな傾料をなして続いている。南側は現在丘陵に沿って県道か通り、グスク内には

当該路の脇から出入するかたちをとっている。グスクの構造として北側崖縁部に石

積か残るか、石灰岩礫を集め列をつくる程度で高さを伴っていない。南側は石積

の状況はあいまいて明瞭てはないかグスク内部のフラ／卜面の南側緑端部に30-40

cmの基段様の石積か認められ、それを一連の石積と考えると一つの郭をつくるこ

になる。グスク内部には、直径約2mの凹をなし円状に石灰岩礫て囲んだ井戸状の遺

構か 3カ所認められた。拝所は、グスクの南側部分に位置し、コの字状の石積ほこ

らかある。

遺物は丘陵上西側の畑地に最も多くみられ、青磁器（玉縁口緑、片刻り連弁） ． 
須恵器、フェンサ上層式土器等か採集されている。本畑地は真黒色土か広かり、現

在キビ畑と野菜湘に使用されている。
（上原 静）

198 新垣グスク（あらかきグスク）

糸満市字新垣の小字新坦原・後原・野山原にあり、現在の新垣嬰落かある北il!IJ石
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灰岩丘陵上（標高約 100m)に位置す

る。最近、分布調在により同グスクの

東側 600mの地点でグスク時代の遺物

散布地、及び北側 300mの所て近柑の

遺物散布地か確認された。

グスクの周辺には雌地等か見られ、

グスクヘ登る小道脇に古井戸跡かある。

グスク内の州の天端部には U字状の石

積みかみられ、内側に祠かあって拝所

となっている。同グスクは比軟的高い

P L.51 新垣グスク内

所に築かれているため眺望かよく、もともとグスクの性格と、見張所的な要素も兼

ねていたのてはないかと考えられる。逍物はグスク内からの採集は困難であるがグ

スク南側の畑地てはかなり採集される。 （金城亀信）

199 真栄平グスク（まえひらグスク）

糸満市字真栄平の北方、通称後原にあるグスクて標高は約100m。口碑によれば、

謝花親方か南山減亡後に逃け隠れたグスクだという。

南山の本グスクは、拝所と古墓からなる咆域的な性格を持つグスクて石垣が築か

れていない。

古墓は「アジ隻と呼称され、その傍には「第一代目祖先、尚徳王元子孫頭門

中祖先代々之築」と刻まれた石碑が建られている。尚思紹王統時代の七代目の王、尚

徳 (1461-1469) と関連する降かどうかは不明てある。

遺物は、青磁片、グスク系土器片かグスク南側の畑から若干採集される。

この地域は現在、綱引きなどの村行事には欠かせない拝所として拝む習わしがあ

る。参沖縄風土記刊行会編『那覇の今昔』沖縄図書教材1969年。（湖城 清）

200 プリ原グスク（ぶりばるグスク）

糸満市真栄平部落の東側にある石灰岩丘陵lこに形成苔れたグスクで、標高は約84

mてある。野面積みの仁坦か 3- 4箇所に分断されたような状態てみられる。

遺物はグスク系の土器や陶磁月等かグスク周辺の畑地て採集てぎる。

グスク内には打所跡とみられる遺構か残っている。参糸満市教育委員会『糸満市

の遺跡』 1981年 3月 （島袋 洋）
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201 仲間グスク（なかまグスク）

糸満市小波蔵部落の北側にある琉球石灰岩丘陵部にあるグスクで、標高は約60mである

グスクのある丘陵部の頂上には灌漑用貯水タンクなどか造られ、また下方には採

石場跡があり破壊をうけている。

グスクの西端に亀甲闊や石灰岩の岩陰を利用した按司望かあり、亀甲紅の入口近

くにグスク」器や貝殻を含む遺物包含層か確認ぢれた。謬糸満rri教育委員会『糸満

市の遺跡』 1981年 3月 （島袋 洋）

202 チングスク

P L.52 チングスク内

203 安里グスク（あさとグスク）

糸満市字真栄用小字ウテル原に所在

し、真栄甲集落から［叶古崖落へ通り抜

ける道路の右側、｛」灰岩丘陵じ（椋高

50 rn) にある按ぃ］箪のひとつを称して

いる。逍物は輩の//;]辺およびキビ畑で

グスクから近世に属する遺物か散布す

るか、特に第の南側に集洛へ抜ける小

道沿いのキビ化Illか多い様である。

この菓に関係する門中はヌールン・ク

ィージ・メーバラ・メームィバラてある。

拿仲松弥秀『神と村』 1975年再版。

（金城亀信）

糸満市字糸洲小字奥原に所在し、糸泊I集落北東側t,・陵［ーにある。グスクか形成さ

れている所は標高50m前後を測る。

同グスクは1960年に新城徳祐氏らか調査を実施し、氏の苫である『沖縄の城跡』

に紹介されている。伝承によれは同グスクの城研は戟荊、土木丁)J~や字糸満の海岸

埋立などに使用されたといわれている。グスク内ては、屋敷跡らしい石塁遺構や古

募などが確認された。また、グスク入口には占川と称される泉かあって、その周辺

に「奉寄進」と記された香炉か二）よ渭かれていた。 i'rどの言伝えによると泉の前面

畑地から北側方向に安里村かあったといわれている。ところてこの安里村は、現在

では糸洲集落に吸収された格好になっているか、もともとは国吉遺跡か所在する付

近にあったといわれ、何らかの都合て、糸洲近くに移動させられたという。国糸満

市教育委員会『糸満市の遺跡』 1981年 3月 （金城亀信）
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座間味村

204 メーグスク

座間味村の座間味から阿真に通ずる 1日道脇にある。両部落の境界付近に海に突出

する舌状台地があり、その斤陵先端部に本グスクは占地している。一帯は雑木林に

なっており、遺構、遺物とも確認されてなく詳細は不明てある。（岸 本義彦）

205 シルグスク

座間味村字阿買の酉方に位置する深

城の崎にあり、海に突出する岩l!Jの頂

ートを占地して築かれている。「且部て標

高36mを測り、 33m付近に岩山をとり

間む形て石桔み直構かみられるが、ヒ

として傾糾の緩い南側に限られる"積

石には人珀大の円礫や板状の石があり

多くは後者ガ用いられている。周国［は

断州になっているか、僅かに南側の傾

斜か緩いことから、そこか出入口てあ

ったと考えられる。グスク内には石壇

があり拝所となっている。

遺物を確認することができず、築城

年代や性格等の詳細は不明てある。た

だ、何頃か渡名喜の軍勢か攻めてきた

と苔、城主のシマヌ比屋等が上から石

を投げ落して交戦し、遂に敵軍を撃退

したという伝承が残っている。

（岸本義彦）

206 グスク山（グスクやま）

P L,53 シルグスク近景

第60図 シルグスク略測図

グスク山は府間味村阿嘉島、阿嘉集落の背後（北側）に控える山をいうのである

か、この山の頂 Lには幾つかの平場か形成されており、グスク様の姿をとどめてい
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P L.54 グスク山内部

ることからグスクとして取り扱うこと

にした。

この山は標高84mを測り、遠くから

見る景観は、あたかも碗をふせたよう

な形をとり、この南斜面には阿嘉の 1日
家群が展開している。阿嘉小中学校の

体青館脇の林道を登っていくど頂上に

いたる。頂上は平担な広場となってお

り、その一角には拝所の祠か建立きれ

ている。この祠の周辺には人為的と見

られる平場がつくられ、この平場は戊い小さな溝によって区囲1きれ幾つかのさらに

小さい平場に区分けされていた。

雑木林を踏み分けて表面踏在を試みたが、遺物は採集することか出来なかった。

なお、この阿嘉島には「積城」という石加遺構をもつグスクか存在することを地

元の人びとから教えてもらった。このグスクは阿嘉集落の南西約1.2 kmの岬状の岩

山にある。古名のはなしによれば標高約50mの孤島化した岩山の頂卜に石担を周ら

しているとのことであったが、満潮時とかちあって渡ることがてきす調査は出来な

かった。 （当真嗣ー・）

渡名喜村

207 スンジャグスク

P L.55 スンジャグスク石垣

渡名喜閏の東海岸側にあり、古生期

石灰岩からてきた山の中腹襟高60-70

mに占地する。グスク内は、古生期石

灰岩の露頭か起伏して1こ炉地かなく人

間の居仕区としては不可能てあり、水

場も確認てきない。

調在によって等高線に平行して野面

の石積みか二重にめぐっていることが

確認された。石垣の素材には、古生期

石灰岩を荒く割って使用し、およそ l

-2m前後積みあげてある。石垣の上端ての1厚ぞは 1.5mを側る。 その平面形態
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スンジャグスク実測図

は、山の頂上を取り囲むように半円形状をとっている。石垣の築造は、山の緩傾斜

面のみに集中し、そこては二重の構造をとっているのに対して断崖に面する場所で

は石垣を確認することはできない。このグスクの構造を概観すると自然の地形を巧

みに利用して、険阻なところはそのまま生かし、そうてない所に石垣を一重か二重に

築くというグスク粋請の痕跡を強くととめている。仏承によれば、海賊か攻め入っ

た時に、グスクに登って難を逃れたといい伝えられている。 （当 真 嗣 ー）

208 アマグスク

渡名喜村の西海岸側にあり、タカタンシと呼ばれる岩山（標高637m) から直線

距離にして約200m南に位置している。グスクの北、南、西側の三面は急傾斜をつ

くっているが、東側の一面のみは一段高くなった尾根へと続き、やがてその尾根は

標高137mの義中山にいたる。このグスクは、集落を遠く離れた厳しい岩山の頂上
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に立地しているためにいつしか村びとたちからも忘れられ、現在ではグスクの存在

について知る人は極めて少ない。グスクか立地しているところは標高55m、集落と

の比高50mを測り平坦面を形成している。古老のはなしによれば、かつてこの平坦

面を中心に長方形の石塁か張りめくらされていたということてあるか、段々畑築成

の際に大部分の石塁が土どめ用の石材として取り壊されてしまったということである。

このグスクの北北東約150mの距離には、近世の火番森跡だと云われる標高70m

の「ヒータティヤー」の丘か存在する。

このグスクはスンジャグスクと共に「海賊の襲撃に対する逃げ城であった」とい

う伝承を有している。 （当真嗣ー）

209 里遺跡（さといせき）

P L.56 里遺跡遺構

PL.57 里遺跡出土遺物

渡名喜畠にある。渡名喜島は那覇の

北西約55kmの海上北緯26度22分、東経

127度08分にあり、黒潮の海流する久

米島の北方に位置する。局の周囲 8km、

総面積3.77km'の小島でその平面形態は

略三日月形をなしている。地形は、島

の中央部よりやや北よりに位置する集

落を挟んで北部と南部の二つのプロッ

クに分けられる。北部は標高 146mの

西森を中心にしてなだらかな丘陵とな

っており、南部は大岳やオモ岳の山地

が起伏し、南東部は絶壁をなして海に

せまっている。グスク様の遺跡である

里遺跡は畠の北部に屹立する西森に連

続する山の尾根のところにあたり、現

在の村落からはちょうど仰ぎみるよう

な場所に占地した格好となっている。

標高80mの丘に立地しているために展

望は180度展開し景勝の地となってい

る。 1978年（昭和53)の調査によって

里殿とヌン殿内と呼ばれる二つの拝殿

を中心に棚状の平場か人為的に築成さ

れていてそれぞれの平場に掘立柱建物
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跡の存在が確認された。ここから出土する遺物は、 グスク系土器、輸入陶磁器、鉄

製品、古銭などである。輸入陶磁器は13世紀から16世紀頃までのものを含み、長期

的に人間の居住域として使用されていたことかわかる。 （当 貞 嗣 ー）

具 志 JI I 村

210 具志川城跡（ぐしかわじょうせき）

久米島具志川村字仲村渠にあり、現在の仲村渠集落の北約500mの付省にある。城

跡は東シナ海に突出する石灰岩の独立斤陵上に占地し、三打を断牛に面す天険要害

の地に築かれている。この城跡か陸に接続する部分は南1則のみてあり、そこに城門

はあけられている。城門の下方ば一段低くなって緩斜面へと続いていくか、占くは

ここに具志Ill集落か立地していたとのことてある。そこは現在山林・畑地となって

いる。城跡の石垣は良く保有されており、城門跡などもよく残っている。城陪の石

は、久米島産の輝石安山岩と海の場瑚石灰岩を取りませて築かれており、緩傾糾を示

す東南側は高く、幅広く、断崖の天端部には低く細く桔み上けてある。城内は雑木

林となっているか、村民の管理により消掃かおこなわれ城内の遺構か容易に観察出

来る。実測図のとおり城内は連郭武をとり 4つの郭からなっている。二の郭とされ

可る所は、基壇築成部

とその前庭部という

組み合わせとして理

解される。考古学的

な調査は実施された

ことがないので、各

郭内における遺構に

ついては詳細でない。

なお、城内からは輸

入陶磁器をはじめと

してグスク時代の遺

物が採集される。築城

の由来については、

『琉球国由来記』の

具志川間切の条に、

rgf 
卑

''" 

25 50m 

第62図 久米島具志川城跡（実測： 1960年 5月12日）
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「往昔、仲地村の仲地にやと云うもの、具志川嶽に上り木を伐り船を造らんとす、

要害にして地の利を得たるを思う。マダフツ按司、青名崎に城を築きかけたるに、

仲地往きて按司に告げしにより、按司は具志川嶽に城を築く」とあり、これによれ

ば、この具志JI[城はマダフツ按司の槃城ということになる。築城の年代については

不明てある。しかし、郷土史家たちによれば15世紀頃と推定されている。

具志川城の二代目真金声按司のとき、伊敷索按司の三男真仁古樽按司に討たれた

ので、城主真金声按司は本島の喜屋武に逃れて来て、そこに久米島具志川城と同名

の城を槃いたと伝えられている。そこか現在の糸満市字喜屋武在の具志川城跡であ

ると云う。

この城跡（久米島具志川城跡）の廃城については、尚真王による中央集権化事業

の一環として伊敷索城と共に減は含れ、やがて廃城になったといわれている。

具志JI[城のことについて謡ったオモロは多いが（オモロに見るグスクの項参照）、

次の一首をあげておく。

1 具志川の真玉内はげらへて 又唐の船せに金

良くげらへて 持ち寄せるぐすく

勝りゆわる精高子 良くげらへて

又金福の真玉内は 又大和船せにこがね

げらへて 持ち寄せるぐすく

（外間守善・西郷信綱校注『おもろさうし』日本思想大系18 岩波書店刊より）

この具志JI[城跡は、昭和47年 5月15日 国の史跡に指定された。行政上の位置は、

沖縄県島尻郡具志川村字仲村渠クメシ原432番地。地目及び面積は原野、 12,904坪

となっている。

⑱具志川村史編集委員会『具志川村史』 具志川村役場 昭和51年 4月1日

鳥羽正雄『日本城郭辞典』 東京堂出版昭和46年 （当 真嗣ー）

211 伊敷索城跡（チナハじょうせき）

久米島の最高峰、字江城に源を発する島第一の長流、白瀬川の河口には、隆起珊

瑚礁の崖が切り立っている。標高20mのその断崖上に東西に細長く伸びる城跡がチ

ナハ城である。

断崖に面する部分は、西面のごく一部から北方まで、この辺りはごく僅かな石垣

を積み重ねただけで、石垣のほとんどか西南部から東部にかけて積まれている。こ

の辺の石垣は高さ 1.5m平均で、外側に傾斜し、この傾斜面は約 6mほどある。石

質は珊瑚石灰岩（ハマ石）がほとんどで野面積みにされている。石垣内は竹林にな

っているが、石垣にそってところどころ大木が生い繁り、その根などによって石垣
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第63図 伊敷索城跡実測図（実測： 1960年 5月31日）

の崩壊もすすんでいる。そのため、斜面づたいに積み石がころがっている所もあ

るが石垣外面傾斜は自然崩壊が原因ではな く、もともと、このような積み方をし

てあったらしいことに残存する石垣の姿から窺える。

第 1図E点より、青磁片、褐釉陶器、グスク系土器片か出土した。このチナハ城は、

後述する中城、具志川城、トンナハ城の城主（いずれも兄弟）の父親の居城である

とされている。 （中村昌尚）

212 マカイグスク

兼城部落内にもと浜Illという集落があったようで、この集落の前方は浜川前と俗称

されている。この場所に周囲およそlOOm、高さ 5mほどの丘かありここの波打ち

ぎわの当る所に海蝕洞がある。この小高い岩山を地元の人々はマカイグシクと呼ん

でいる。丘は樹木か生い繁っている。

明治27年生まれの玉城ウタさんにマカイグスクの由来について訊ねてみたがただ

彼女か幼少の頃、老人達に開いたところによると、マカイグシクのある場所は昔、

兼城泊と呼ばれたところで、波打ち際にある海蝕洞そのものをグスクと呼ふ場合も

あり、ここは籾城として、神々の宿るところといわれていたということであった。

しかし、このグスクに関しては近年礼拝する人もなく、玉城さん自身そういう祭り
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事等、見たことがないという。

渡唐船は、島の南海上を通って渡り、帰唐船は北海上を通ったといわれている。

マカイグスクの名称の由来については、「マカイ」とは飯碗の意味もあり、その

辺からの追求も必要かと思われる。今日ではこのマカイグスクのことは、近隣の人

々さえ忘れ去ろうとしている。 （中村昌 尚）

213 クィングワグスク

仲地部落の西方、およそ 3kmの地点にタンジュ原という地名があって、広々とし

た農耕地が開けている。その西海岸にほとんど接近するところにクィングワグスク

があり、字仲地の古老の喜世盛さん（現在92オ）の話によると、ややコの字形に石

垣遺構かあったという。現在ではその石垣か取り壊され、場所の確認さえ困難とな

っている。

石垣はサンゴ石灰岩の野面積み方式であったと記憶されているが、その広さや石

垣の大きさなどについてはおぼえていないようであった。喜世盛さんは自分の親や

祖父が語っていたという話をそのまま話してくれた。その中でクィングワグシクに

ついては文章にしてほんの 1行程度ではあったが、聞き捨てならない貴重な内容だ

ったので記述しておきたい。

「昔の人は西海岸でシャコ貝や夜光貝を採ってこのクィングワグシクの石囲いの中

に保管し、中身は間切役場に税として納め、殻は首里王府に納めていた。」

（中村昌尚）

仲 里 村

214 宇江城城跡（うえぐすくじょうせき）

宇江城は、方言「ウィーグスク」と呼ばれ、字江城の 3字を当てている。

宇江城城を築城したのは、チナハ按司の長男と伝えられている。「球陽」 か編集

されたのは延享 2年頃 (1741年）てその中にすでに字江城という村名が出ている。

『球陽』か編比きれたの堂村、中城村、仲里村か合併して、出た名称てある。この

城の呼び方は、中城→仲里城→字江城→と変化しており、島の人達は、通常、宇江

城城と呼んている。

この字汀城城は標高310mの高台に立地している。古老のはなしでは南方に幅
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PL. 58 宇江城城跡遠景

2m、奥行約2.5m、高さ約 2mほど

の石門が戦後まで、その原形を保って

いたと云うが、米軍基地造成の時、石

垣とともに破壊され今日は I'!衛隊悲地

となってその面影さえもない。

東方最上瑣は俗に物見といわれるが、

現府はこの場所だけが、わずかながら

石垣の面目を保っているにすぎない。

石垣は、安山岩（平板形）を野面積み

にしたものである。下図の A地点に拝

。
10 20m 

第64図 久米島仲里村宇江城城跡地形図 (1983年 1月実測）

所があり、 B地点に井戸らしきものがある。 C地，点も 1.5mほどの深きの井戸跡と

思われる。郭内からは多情の青砧片、褐釉陶器片か出十＿する。

火災か原因なのか、火を受けた遺物か大部分を占めている。口承によればこの城

の洛城については火攻めてあったとも云われており、そのためかも知れない。郭内

には水を溜めるための井戸（深さ l.2m/輻1.5m四方）跡も確認される。

この r久米闊久芯川間切」によればこのグスクの築城は無口樽金と云う人か請負

い、ティーヤントールー（具志昭三兄弟）という石細工の協力を得て完成させたと

記載されている。また、城の落城については、 1510年ごろ、尚真王の討伐を受けた

ためといわれ、その際、按口］は翫子を家老格の堂のひやに託して白瀬嶽へ身をかく

し行灯相知れずと伝えられる。その後首里より按司の遺児取り立ての噂を聞いた堂
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のひやは遺児を殺害し、自ら新時代の担当者になろうと画策したが、城門近くで落

馬し不慮の死によって生涯の幕をとしたとされている。

（中村昌尚）

215 登武那覇グスク（とんなはグスク）「宇根グスク」

仲里村役場の北方およそ500mの地点

に標高120mのトンナハ岳かある。こ

.::: にトンナハ城祉かあるか、城主は笠

未若茶良てチナハ按五］の三男という。

彼は、仲城、具志）I[城の兄逹とは異母兄

弟て具志JI[間切山里村に涎1し、そこに

謄の格か蝿められていると伝えられる。

そこには、大苔な蘇鉄か植えられ、今

Llも[J」甲の人々は 1日料の 9月に健康祈
PL. 59登武那覇グスク遠景

顧祭を行なう。この城跡は、山の南料

面を利用している。また安山岩の目然戸石を利用しその介間を山形の安Lil岩を使っ

て野面積みにしている。城内はいくつかの郭に分けられるか、十．地の燒界を示す程

度てあり、廃城後、後世の人々によって畑か開かれていた様子か卜分うかかえる。

城内からは、グスク系土器片、類冗いど器、訂磁力、発見されたか少贔てある。

城主の若茶良は久米島の諸按百］の中ても一爵多くオモロに謡われた按司てあった

次のオモロは彼と彼の側近であった「ふくしぎましゅ」について揺ったものとさ

れている。

1. ふくじぎましゅ 人のうらのかないかぎよせて あ竺おそいにみおやせ

又、かさすわかてだに 人のうらのかない 又、まもんわかてだに

216 久根グスク（くにグスク）

（巻11の42)

（中村昌尚）

仲里村字山城にあり、現在の山城部落から県道をへだてて約300mの距離にある。

このグスクは、ウニシグスクの西南西汀向にあって朽晶151.4mの頂卜をもつ山か

ら東に張り出してきた舌状台地に立地している 。ちょうどウニシグスクとはト・下の

位置関係にあり、ウニシグスクの束下方に占地する格好をとる。グスクの周辺は平

坦地となって広かっているために見晴らしはよく、東側に襄我甲、銭田、比嘉など

の低地を足下に、右側にスハラグスク、左側に登武那割グスクか•一望てきる位置に
ある。
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このグスクは、現れ::llHとして開墾各れ1日地形を失っているが、古老のはなしによ

ればかつて城岐の石垣か残っていたとのことてある。新城徳柘氏や又古真三氏らが

]966年頃調査した際、グスク内にある「クニ御嶽」から青磁破片や土器破片などを

採集し、さらに城舷の恨石らしきものを確認したと報告している（注 I)。今回の調

壺ては、凹石などの石器類を若干採集しただけて、グスクの存在をあとづけるもの

は確認されなかった。

このグスクについては、地元の人ぴどの間てもよく知られてない。したがって何

頃の時代に誰か築城したか定かてないっ参 (iiI)新城徳柘『沖縄の城跡』昭和57

年 8月20日 （当真嗣ー）

217 ウニシグスク

。
10 20 J()m 

第65図 ウニシグスク実測図 (1981年 5月）

久米,(,¥仲甲村字山城にあり、現山城村落の南両、県道 号線を挟んて約 400mの

訃離に 1立置している。築城者や I桔代城l• なとについては全く不明となっている。

グスクはウニシ/};から峰続ぎのところにあり、村ij岱100mの山の1直部付近から標

幻 Omの麓に近い平JI!頂Iにおよふ叫まてを含む全長(J()mの範囲て石厨をめくらし、

一応その範囲をグスク跡として把える。グスクの縄化りを仔細に観寮すると、麓に

近い平且1.lfllをIと場としてJI',リ込むために、わざわざその高i立に位賞する「）'L卜近くま
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で石垣をのばし郭内に取り込んていることがわかる。したがって、このグスクて遺

構の立地する場所は下方の平知面に限られる（実訓図参照）。事実、低位置の平坦

向には人為的に築成された二つの平場や、小溝か地上からまだ僅かに観察される。

グスク内の最も高い位罹に登ると眺哨はよく、クニグスクをすく下に見て、北に山

城部落、東に銭田平野、南東方向にスハラグスクを一望のもとに見わたせる。伝承

によれば「このグスクには蒐か住みつぎ村人を苦しめていたのを、ある年の盆の頃、

ー計を案じた村の姉妹の一人によって、その児は退治された」と云われている。

⑮中村昌尚「久米島のグスクについて」『，巾縄久米島』沖縄久米島潤査委員会編弘

文堂 1982年 （当具嗣ー）

218 塩原城跡（すはらじょうせき）「銭田グスク」

仲里村字銭田の南南東約400mの台形状の山頂に占地ずるこのグスクは、平地と

の比高約120mを測り、銭田部落から見るその姿はひときわ高く、目立つ存在とな

っている。グスクの行政的所在地は、新城徳祐氏の調在によれは仲里村字山城津波

良原2773番地、地目は原野て、面積1814坪となっている。銭田部洛の後｝）から林道

を通り、雑木林をふみわけてグスクに立ては視界は広く、北は比嘉・謝名堂などの

沖積低地を一望し、東は太平洋の白波か足下にせまるのを望み、南はスハラ川を経

て島尻元島を眼下に見下ろしている。

グスクの石垣は安山岩の丸い河原石を自然のままに利用しているか、個々の石の

大きさは重最500kgをゆうにこすものから人り）＇［大のものまてあり千芹万別てある。

この石積障墜は山の頂部をとり込み二璽の構造をとっている，内郭は45mX30mの

長方形状の平場をなし、西南西の隅には門か開けられている。また郭内の周縁部に

は幅20-30cmの浅い溝がまわっていて、それは北西隅の暗渠へとつながっている。

外郭は、長方形状の内郭を取り囲むように長怜円形状を早しているか長軸は西北西

スハラ

P L.60 塩原城跡城門
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に向き、内部の長軸は西向きであり若

「のすれか，，忍められる。この外部にも

内部と屈じ方向に門かあり、外部とつ

なかっている。恐らく城門であろう。

このグスクの縄張りて注目されること

は、北側の比較的傾斜の厳しいところ

を背にしてそこでは 2重の石垣がめぐ

らされていないのにかかわらず、東・

西・南の三方の緩傾斜面では 2重の構

造かみられることてある。この種の石
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第66図塩原城跡実測図 (1981年 5月）

垣の形態は、明らかに外敵を意識してのことてあり、石垣の形態そのものが防禦の

機能を十分考慮して積まれたものてあることを知ることかできるのてある。

このスハラグスクにまつわる伝説は二つ知られている。一つはスハラグスクの城

主たる美人女按司と字江城城主との恋物語の伝説であり、他は間抜けなスハラ按司

のはなしである。

グスク内は、現在雑木林となって足の踏場もないが、掲載してある平面図は数日

間を費して伐間の末苦労して実測したものである。石垣の保存状況はよく、とくに

外部の城門付近はよく残っていて昔日のおもかけを忍ふのに十分である。参注 1新

城徳祐著『沖縄の城跡』 昭和57年 8月20日 （当 真嗣ー）

219 与那嶺グスク（よなみねグスク）

仲里村字島尻の南東約300mの方向に、標高約30mの小高い山の頂上を与那嶺城

と呼んでいる。再三調査に出かけたか、石垣らしきものは発見できなかった。 ftj(斜

面は畑に利用された痕跡かあり、頂上には自然の巨石が 3-4個あるだけで、何故

茎
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ここを城＝グシクと呼んでいるのかわからない。島尻部落の古老を訊ねてみたが期

待する口承は得られなかった。

仲原善忠著『久米島史話』には、「沖縄本島の島尻という語は『島を治める』意

味だというから、久米島ては金も出るので 1時ヨナミネ城か出来て、その方面が中

心となったのかも知れないが詳しい事はわからぬ」としている。

（中村昌尚）

220 天宮グスク（アンマーグスク）

宇江城部落の北方、北風の吹きあれる断崖に屹立する安山岩の岩山がある。幅約

Zm、高さ 10mはどのものである。宇江城部落の住民はここを、アンマーグスクと

呼んでいる。岩壁の付け根あたりは、人骨か散乱していたようだが、現在ては見あ

たらない。この岩は風化作用によって少量ずつ崩壊し、上方からの岩片かくずれ落

ち、下方に積もっている。それと同時に断崖、上方一帯の土砂くずれも重なり合っ

ているため、人骨は、崩れた土砂や岩石などによって埋れてしまった可能性も強い。

（中村昌尚）

221 ミンチャプナーグスク

伝承によれば、宇江城城跡の近く、美地原という所に小さい石垣囲があったようで

俗に此々をミンチャブナーグスクといっていたということである。

ミンチャプナーとは、目に入った小さなゴミのことで、石垣囲いがあまりにも小

さいのでそのような呼び方をしたのだろうかと思われる。

現在では、パイン畑の造成等で地形か変貌し、見る影もない。特別な言い伝えも

なし‘。 （中村昌尚）

222 小グスク（こグスク）

字仲地に所在するチンヘ殿内の後方に神道があり、曲りくねって300mほど北東

に進むとちょっとした広場につぎあたる。この広場に石灰岩を切り取って造った香

炉か70個ばかり集積されている。地元民はここをメデヤウキタと呼び遥拝所となっ

ている。この場所でノロー行、下級神女達が揃って、祭祀か取り行なわれていたと

いう。このメテヤウタヤから北方150mほど、山中をよじ登ると、小グスクの頂上

に達する。ここはまさしく聖域て今日の人々も容易に立入ることかない。ここて伐

木したり、立入ったりすると神罰を受ける。要するにたたりがあると伝えられ、人
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々から敬虔な場所として畏れられている。

頂上に登ると宇仲地の集落か眼下に見おろせる。頂上にいつの物か知らないか標

柱かある。石灰岩を15cm4方程度切り抜いて埋められている。長さ 1m程てある。そ

の周辺を石て囲い、雑に積み上げられている。他に人為のものと思える石山を発見

した。石垣いとは明らかに違う。ここも石を雑にf責んだだけである。頂には大きな

安山岩が断崖状になっている部分もあり、この一帯には人骨かあったと聞いていた

が、確認することは出来なかった。 （中 村昌尚）

粟 国 村

223 八重川グスク（ヤエガーグスク）

亙 ,:e"',~ぐ

¥./ 
第67図 八重川グスク略測図

粟国村東集落の西方にあり、標高50.3mの土倉原丘陵緑端部に位置する。丘陵上

からは島の東半部を見下すことか出来る恰好の地にある。グスク内部には南北JSmX

東西28mのフラ J 卜面か存在し、その北側は、巨大な岩塊と崖状のフィノシャーがめ
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くり、南側を屏風状の乖直な崖が東西に位置し、グスクを区切るようにある。石積

は岸緑部やフィノシャ一部には認められず、わずかに岩塊との間をうめるようになだ

らかな斜面部に構築されている。 特徴的な石積遺構として、南側の洋下部からグス

ク内部のフィノシャーに通しる洞穴のi負L部に、半円形状に石灰岩塊を積み上げたも

ので、のぞき穴様な箇所もつくられている。大ぎさが 2-3m程のもので、何らか

の要害施設を思わしめる。グスク内部では遺物は確認されず、南側の崖下部分にて

石器（凹石）、焼土かわずかに採集されているのみてある。 （上原 静）
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第 1節

第四塵古文献にみるグスク

『おもろさっし』のなかの「一一ぐすく」「 城」

おもろは沖縄、奄美人島に伝わっていた古謡てあり、これを］―府の手によって記録編集したの

か「おもろさうし廿二巻」てある。歌の数は1552首あり（重複を除けぱ実数は1144首てある）。そ

の内容は、祭礼、犬体讃芙、航海、築城、武器、造船、交易、貢納、按司礼讃、玉の長寿繁栄、

戟い、建寺、植樹等を謡ったものとなっている。ここに収録した「ぐすく」は『おもろさうし』

の中て「……のくすく」として謡われているぐすく名を日本思想大系18巻の『おもろさうし』（佐々

木伍綱・外間守善校注 岩波書店 1977年12月）の中から収録巻及ぴ番号のみを抜ぎ出して掲載

した。なお、場所の明確なぐすくとは現在まてに所在か判明している（すく、場所の明確でない

（すくとは所在か判明していない（すくをいう。別称、美称については（ ）として表記してある。

"2．a9、訂
5
1
9
5
,
t

第 4表 a 亡場所の明確な r ぐすく」
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（エ）I江洲

（江洲
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頂
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の

t

"

 

く
く

す

す
す

く

城

、

/

く
く

伊祖伊祖の石ぐすく
（伊 ill伊祖の金ぐすく）

（オ） 1 大里の鳴特み杜ぐすく

（力）嘉数杜ぐすく
＇（恨立て杜ぐすく）

， 兼 城

兼城

兼城杜ぐ すく

（コ）

我那覇杜鳴饗み杜ぐすく

珈賊 邁 寄 せぐすく

越来杜ぐ すく

収録巻
-- -

2巻ー62

9巻ー499

17巻ー 1150、1187

20巻ー 1332

17巻ー1223、1224、1225

18巻ー 1253、1254、1255

16巻ー1160、]161、1162

及 び番号 注 釈

（サ） I崎

（シ）！首
l( 貞~

（玉金持ち満ちへるぐすく）

（ぐすく御殿）
（杜ぐす く）

（ぐ すく）

ぎや杜ぐす

里杜ぐ す
玉杜．ぐす ）

 

く

く

く

15-1066、1067、1068、1069

中城村新垣

伊計島の杜ぐすく

島尻郡摩文仁村石原

島尻郡大里村大城

20巻ー 1362

15巻ー 1094

20巻ー1343、1364

21巻ー1418, 1419、1475、1476、1481

9巻ー478

11巻ー588、589、600、601

20巻ー1366

13巻ー870

2巻....71、73

14巻ー1001

13巻ー917

1巻ー 1、2、3、6、7、8、9、11、13、
14、26、27、32

3巻ー111

4巻ー 175、178、181、182、186、189、
190、195、197、

5巻ー 217、224、234、239、246、248、

6巻ー298、312、321、325、328、335、
338、,340 
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具志川村；エ洲の朴ぐすく

大里の名高ぎ杜ぐすく

中頭郡宜野湾村嘉数

島尻郡兼城

久米島の兼城

久米島の兼城

I 
鳥尻郡豊見城村我那覇

国頭郡今帰仁村

＇，沖縄中部越来村の杜ぐすく

1古字利島の御嶽名

ーだ
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7巻ー355、358、361、364、373、376、
386、409

9巻ー476、477、496

11巻-621、622

12巻ー652、657、679、681、682、684、
701、709

13巻ー756、757

21巻ー 1437、1494、1495

22巻ー1516、 1548
（セ）Iせしぎょ金ぐす< I rn巻ー1279、1280

（良かる金ぐす〈）
（思揚げのぐすく）

世 E の留まりぐす (1I12巻ー693
（夕） I玉 城 9巻ー481、482

17巻ー 1232、1233、1235

18巻ー1262、1263、1265、1273、1279、
1280 

（チ） I 知 花 金 城 I2巻ー85
（知 花 石 城）

知念杜 ぐす
( 1I 7巻ー346

（大国杜 ぐす く） 14巻ー 1022、1023

19巻-1302、1303、]304、1305、1306、
1307、1308、1310、1311、1312、
1313 

22巻ー1539
（ツ） 津略伊波ぐす 14巻ー 1010

（ナ） 中 ぐ す ＜ 17巻ー1207
聞 え 中 城 巻ー42、43、44、45、46、47、48、49、

51、52、53、54、55、61

14巻ー1006

中 城 117巻ー575、611、630、634、643

13巻ー952

（ハ）I, 蘭
21巻ー1467、1488、1490、1497

ぐ す く 1I 10巻ー527
破 名 城 14巻ー983、1050

19巻ー1318、1319、1320、1321、1322、
1323、1324、1325、1326、1327、
1328、1330

20巻ー 1381、1382、]383、1384、1385、
1386、1387、1388、13約、 1390、
1391、1393

疲比良杜ぐすく I ＇ 20巻 -1336

（マ）i真宇根 ぐす 9巻ー491

具玉杜 ぐ す 17巻ー 1236、1238、1239
（雲了・ 玉 ぐ す く） 18巻ー1268、1266、1269
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糸数の美称

i糸数の美称

I ，知花城の美称

I沖縄南部知念村にある

杜ぐすく

沖縄本島の束海岸にある
小島

伊是名島

名島い中城

1久米島の中城（のちの仲'II
城→宇江城）

漬之上神社

島尻郡兼城村波平
波比良城嶽の神

久米島仲里村



r 

摩 文仁石

（摩文仁金

（ミ）宮

（ヤ）山

山

す

す
ぐ

ぐ

＜ 

く）

城

城

城

20巻ー13:叫

16巻ー 1151、1152、1153

8巻ー463

17巻番外

20巻ー 1337、1341、1346、1348、1349

13巻・-774

島尻郡摩文仁村にある立ぱ

なぐすく

中頭郡東部海岸上の宮城

島尻郡喜屋武の山城

久米島の山城部落

第 4表 b ＊場所の明確でない「 ぐすく」

（ア） 新 城 12巻ー704 i 渡名喜か粟国か不明

（オ） 大神酒の満ち上がるぐす（ 17巻・・-1198 今帰仁？

御 ぐ す ＜ 8巻ー439 ？ 

（力） 金 ぐ す ＜ 14巻-1005

（キ） 聞 ゑ 鬼 ぐ す ＜ 6巻ー332

（鳴咆,a 蒐 ぐ す く） 8巻ー 424、427

9巻ー 495

（ク） 匡手持ちぐ すく 16巻ー 1164 羽地？

ぐ す ＜ 親 樋 Ill 8巻ー436

（セ） せ ぢ 玉 ぐ す ＜ 17巻ー 1185

（ナ） 中 城 21巻ー 1488

（ホ） 報国寄せぐす（ 17巻ー 1237

18巻ー 1267

（マ） 頁王金持ち満ちろぐすく 4巻ー 156

第 2節 『琉球国由来記』 のなかの 「城」

琉球同由来記は、首里［府か①城と城主の変遷、②祀る訊、 !II (井戸）の由来、③古くからの

諸行事の由来、④上地で勲功のあった人の事釦、⑤昔からの珍しい出来事等を古老たちにも諄ね

聞苔報告するよう各間切や番所に命し、その結果、集まった資料を 1713年編集したものてある。

ここに集録したくすくは、琉球匡由来記の巻12-19の「各虞祭祀ー～ハ」に収録された「御恨」

「一ーー殿」等の名について「~ として表記されているものを収録してある。

なお、琉球国由来記については伊波普猷、東恩納寛惇、横山直編簗『琉球史料叢書』第 1巻、

第 2巻（名取書房 昭和15年12月）を使用した。
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第 5表『琉球国由来記』の中の「一ーーカ戌」一覧

御嶽及び殿名
』ー,_, ... 一--- -

登野城ノ欺

宮城パ訣

城嶽

内金城之大欺

内金城殿

窮城之殿

天久城之殿
城内—~―翌見瀬嶽 —”~ ― ~一ヽヽ -、-―

城之内包Ill

豊見城之殴

中城根屋

中城之Ill

14 II 名嘉地村 ＂ 121 池城Ill

15 ＂ 保栄茂村 11 1.38 ， I i呆栄茂城殿

16 ＂ 翁 長 村 II 141 玉城ノ殿

17 ＂ 饒 波 村 II ) ]53 , 金城ノ殿

18 " 長 155 長嶺城之殿
- -- ----・・.. ,_ .. 

'" ,,、株曲切金 1切，I＇ 令城,.
20 " 湖 176 湖城ノ欺

21 " 金 186 金城之殿

22 " 兼 227 城之殿

23 II 228 関間城里主所

24 II 武 244 城之殿

沿＇！！ ＂ 典 ""  人城之ほ27 II 中 264 城内之恨

28 " 国 265 上大城嶽

29 II 269 タケ城ノ嶽

30 II 屋 276 島尻大弔城内殿戒

:n 11 11 ,,, 2so1！ w城之殿

32 II 克栄里村 II I I 284 島尻中城應火神

33 " " " 287 島尻中城西表之殿

;34 II II II 288 島尻中城東表之殿

35 II 輿 座 村， II 297 ! 大城之火神

36 11 11 11 299 i k城之殿

37 II II II 305' 湖城之殿

39 貞峡間切貞 壁 村 II 3)5 城内 /l沃

40 11 11 11 :316 城下ノ嶽

41 11 東 江 村 11 324 カナ城ノ朕

42 II 真 堕 村 11 334 城火神

43 II II II .J36 城之殴
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91 i屯城間切 糸 数 村臼"： Iご岬 I 根石城之嶽
92 II 玉 城 村 E城屯火神

93 " " 中之城殿

94 II 糸 数 村 糸数城之殿
-------, ――... ,_ ------- -- -- - -- -―--―----

95 西原間切寺 地 村 ！城之火神

96 II 典 那城村 ！典那城火神

97 II 幸 池 村：I II 38 幸地城之殿

98 II 棚 原 村 II 45 棚原城之殿
' 99' 浦添間切 中----一•一間.. 村 II 7]. ... 一ー大、一-城--・・嶽-・--・雨ヽ 御前 ． 

100 n " " 72 j. 小 城

IOI II 澤 岨 村 II 79 金城ヨリノハ森

102 II 中 間 村 i11 97 浦添城内殴

103 II 澤 砥 村 II 104 金城之殿

104 II 宮 城 村 11 117 宮城之殿

105 宜野湾間切喜友名村 II ← - ↓  i 134 i城内西ノャラズ嶽

J06 II 安 仁屋村'， II ].35 金城沐* 
107 II 喜 友名村 ,, 144 喜友名城之殿

108 " " " 145 喜友名城火神

109 II 許 天間村 11 ， I 153 宮城之殿

llO 中城間切添 石 村 ［ ！ " , 170 I 小城ノ御イヘ
11 J II 伊 舎堂村 II !)78 ダイ城御前

112 II 渡 口 村 II ]97 宮城ノ嶽

113 II A 城 村 II 202 大城ノ嶽二御前

114 II II II 204 大城巫火神

115 II 安 仁屋村 II 205 安仁屋城嶽

116 II 添石・泊村 II 213 ！ 中城城内之殿

117 II 安 谷屋村 II i 231 安谷屋城之殿

118 II i 235 ,呂~.城之殿

119 II 236 宮城上門根所

切 288 アマ城之嶽

296 嵩城嶽

125 II 301 森城嶽

126 " " " 302 中森城嶽

]2) II 知 花 村 II 3]7 石城之殿

128 II 伊 波 村 II 324 伊波城内之殴

129 II 山 城 村 II :J27 山城之殿

130 北谷間切北 谷 村 ，！ 城内安室崎之嶽

131 " 野 闘 村 ，， 大城ゲライ森

132 II 屋 良 村 II 屋良城之嶽

]33 II 玉 代勢村

)34 II 野 國 村 II 大城版前之殿

135 具志111間切具志 Ill 村 -『 --城嶽
136 11 江洲村 ・l:城嶽

]37 II 安 慶名村 グスク恨
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グスク時代の遺跡-

沖縄の考古学編年の上で、沖縄各地にグスクと呼ばれる遺跡か形成される時期をグスク（城）

時代と呼んでいる C 研究者によって多少の意見の相違はあるか、この時代の絶対年代はおおむね

12年紀前後から 16柑紀の初期までか視座に入っている。今回のグスク分布調企の過程で、グスク

と称されている地域以外でもグスク時代遺物か表採される遺跡を多数確認することか出来た。こ

れらの遺跡はグスクに対比きれる当時の集落跡、あるいは祭祀遺跡の可能性かあり、参打のため

にここに掲載することにした。

北部地 区

18 宇茂佐占島遺跡 ＂ 字 ” II II 

19 東 兼 久 原 貝 塚 ＂ 字 II 

"" 
20 宮 里 古 島 遺 跡 ＂ 字為又 "II 

21 溝 原 貝 塚 ＂ 字東江 II II 

22 天 仁 屋 原 這、年 跡 ＂ 字天仁屋 "" 
23 嘉 隔 貝 塚 ＂ 字嘉陽 "" 
24 嘉手苅村跡遺跡 ＂ 字汀間 "" 
25 久 志 古 島 遺 跡 II 字久志 II 11 

26 久 一心士i→ 貝 塚 ＂ 字 II

"" 
I 
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1' 

631！ カラクリプリー号洞穴遺跡 ＂ 字漢那 ⑨⑲  

64 カラクリブリニ号洞穴遺跡 ＂ 
字 II

,, ,, 

65 シドウ フチ 森南 側の II 字惣慶 "" 
ガマ遺跡岩陰遺物

66 宜野座の村ガマ遺跡 II 字宜野座 II II 

岩陰遺物出土地点

67 村ヌメーガー遺跡 II 字松田 II II 

68 金武鐘乳洞遺跡 金武町字金武 ① 

7690 —+ I 屋熱 -嘉→・-・・・-村・田・-―‘金―~―---段貝-―~― 冶--―‘塚跡―..『I―--""--―-字字屋安嘉富祖 ＂ "- -・・ ---・ .,  ・ヤ9 ~’＾一

I @ 

中 部 地 区

71 与那部原貝塚 A ！読谷村字渡員Ill ⑪ 

72 善浜 原 貝 塚読谷村字楚辺 II 

73 i皮 平洞穴遺跡 ，！字波平 ＂ 
74 Iii 平 原 貝 塚 II 字瀬名波 II 

75 青磁片の散布R ＂ 字都屋 ⑱ 

76 ，青磁／．｝の散布⑧ ＂ 字渡具池 ” 

I 

94 センター公園内 ＂ 字仲宗恨

遺 之大令町物岩●培氾戸占欣御桐利穴.穴穴A』潰.潰遺~. 給欝●跡~~ 宜北野中＂ " 
95 天 字八菫島

96 , 普 冷市字普天間

97 新 字真栄原
-・-・・ ー→—- -----
98 喜 城村字喜舎場 I 

，
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99 I甲 ,. 文 Ill 原 遺 跡 北中城村字喜舎場

I 

① 

100i ＇ 仲 順 御 嶽 遺跡 ＂ 字仲順 " 
101 

伊上 津集 散覇 布遺 地跡！II西中城原II村町字字字津伊覇集
＂ 

102 ＂ 
103 翁長散布地 No. 1 翁長 ⑱ 

104 , ！ 内間散布地 No I ＂ 字内間 ＂ 
105 内間散布地 No 2 ＂ 字 II " 
106 内間御殿 ＂ 字嘉手苅 ＂ ' 
107 小 橋 Iii 貝 塚 ＂ 字・小橋IJI II 

108 津 花 波 散 布 地 ＂ 字津花波 ” 
109 i津 花 波 古 島 ” 字 II ＂ 
110 界 屋 散 布 地 II 字呉屋 ＂ : 
!II 上 呉 屋 散 布 地 II 字 II II 

112 翁長喜納又御殿散布地 ＂ 
字 II ＂ ， 

113 小波津散布地 No. 1 ＂ 字小波津 ＂ 
114 小波津散布地 No. 2 ＂ 字 ＂ ＂ 
115 佐久 間原散布地 ＂ 字安里 ＂ ,,,,I • 原 占は ＂ 字桃原 ＂ 
117 安室散布地 No I ： II 字安室 ＂ 
118 安室散布地 No. 2 ＂ 

字 II II 

119 我謝 散布地 ＂ 字我謝 " 
120 与那城散布地 II 字与那城 II 

121 与那城貝 塚 ＂ 字 ＂ " 
122 グ ス ク の 頂 II 字津花波 ＂ 
123 掛 保 久 貝 塚 i " 字掛保久 ” 
124 嘉 手 苅 散 布 地 ＂ 

字嘉手苅 ＂ 
'"' 牧湛 冶二 且拉消栢巾字牧沿 I ⑳ 

126 浦添原遺跡 ，！字仲閉l ＂ 
127 嘉 門 貝 塚浦沿市字城間 /I 

128 , 第二 親富祖遺跡 II 字屋富祖 " 
129: 1 ようどれ北 方散布地 ＂ 字当山 ＂ 
130 真久原遺 跡 ＂ 字伊岨 " 
131 拝山西方散布地 II 字西原 ＂ 
132 グ シ ク ジ ヨ II 字勢理客 ＂ 
133 浦添城跡東方散布地 ＂ 字前田 " 
134'宮城ノロ殿一帯 ” 字宮城 ＂ 
135 城間洞穴遺跡群 ＂ 字城間 ＂ 

南 部 地 区

首

石

~
 

6

7

 

3

3

 

1

1

 

里 西

旧

＊ 
キ木

遺 遺
物＇那覇市字儀保 4丁tl

跡 i II 字繁多川
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138 崎 山 御 嶽
遺跡 Ii ＂ 崎山町 1丁目

謝 名 原 遺 跡 A 字謝名上間
. 

]39 ＂ 
140 謝 名 原 遺 跡 B ＂ 字謝名

141 魚 下 原 遺 跡 ” 字繁多Ill

142 玉陵南側洞穴遺跡 ＂ 字金城町 1丁目

143 烏 掘 —U 七 瓦 窯 跡 ＂ 字烏掘町 5丁目 14番地

144 シ マ御嶽遺跡 II 字真地謝名

145 カニマン御嶽遺物 II 字小禄

146 トゥムイ古募遺跡 ＂ 字

147！ 石 田占幕遺跡 ” 繁多川

148 壺 Ill 貝塚 II 字壺Ill
—-- ---―--― 

II 字宮平

II 字宮平
・-・- . .. --・-

東風平町東風平
・.・・・-- ----..... 

大里村字真境名

！！ 字稲福

知念村字久手昭

！！ 字知名

II 字久高

II 字上志喜屋

II 字山里
~• .. 

玉城村垣花

II 11 

162 ! I 垣花製鉄遺 跡 II 11 

163 蔵家敷遺跡 II II 

164 糸数部落内遺跡 ＇， 字糸数

165 屋 嘉 部 殿 遺跡 1 ” ＂ 
166 船 越 A 遺 跡

＂ 宇船越

167 船越 部 落 内遺跡
＂ ＂ 

:"m::"[l :マ虎 、'名し 城テガ又'イヌ 敗駁.':辺.: 蹟跡

＂ _____ ,.,_・----------------- -

具志頭村字与座

II 字波名城

II 11 

172 仲 間 渠 遺 跡 II 字

173 ユ ツ 夕 ジ ヨ ウ ＂ 
174 赤 頭 原 遺 跡 II 

175 新 城 A 遺 跡 ＂ 字新城

176 新 城 B 遺 跡 II 

＂ 
ml＇ 大 道 遺 跡 ＂ 字大道

!78]ガ ラ ピ 濠 ＂ 字具志頭
a-• -• -

17叫武 窪 占 島 遺 跡 糸満市字武富古島原
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1so I座 波 遺 跡

181 I i朝平遺跡

182 -t- 角毛遺跡

183 ! 座波古島遺跡

1s4 I大里古局遺跡

185 与座前原遺跡

1861与座祭祀遺跡

187 Iタカザキヤマ遺跡

188 : 照屋西原遺跡

I 
189 ! 国吉坂石器片散布地

190 ! 国吉遺跡

1911シマタイヌ殿遺跡

192 I名城遺跡

1931シリーヌ殿遺跡

194 I並里又殿遺跡

195 i束辺名古島遺跡

糸満市字座波 ⑰ 

II 字潮平潮平原 " 

＂ 
字潮平東原 ＂ 

＂ 字座波古島原 ＂ 

＂ 
字大里古島原 ＂ 

II 字与座前原 ＂ 

＂ 字与座 ＂ 

＂ 字糸満 ＂ 

” 字
照屋 ＂ 

＂ 字国吉 ＂ 

＂ 字国吉安里門原 ＂ 
II 字真栄里 ＂ 
II 字名城

II 

＂ 字喜屋武 ＂ 

＂ 字喜屋武並里原
II 

" 字束辺原束東原 ＂ 
I 

196'糸洲又殿遺跡 II 字糸洲
，1 

197 伊 原 遺 跡，！字伊原

1981大 度 遺 跡 fl 字大度
： 

1991摩文仁遺跡 II 字摩文仁 ！！ 

200: 仲 間 遺 跡！！字真壁
！！ 

201• 宇江城古島遺跡 ，！字字江城 II 

202 [新 垣 遺 跡！，字新垣
，！ 

203 I束上原遺 跡 1渡嘉敷村
① 

I 
2041城島 11

II 

二 i~~-臼~II • 
"_― 

207 座間味貝．，．

208~---=—=-Ji-=-...: 口-~ti三ニー·· —---••—__ [_ロ
209 I下地原洞穴遺跡具志）II村字具志）II 

I 
'!  II 

210 L'ヤ／ヤーガマ洞穴遺跡 fII 字北原 L I II 
． ー・ ● ー・● . ・- - - - . . 

211 [ i均尻古島遺跡 'i巾里村・;:島尻 I II I 
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――市・町・村史ー一

羽地村誌編集委貝会『羽地村誌』羽地村役場

今帰仁村史編纂委員会『今帰仁村史』今帰仁村役場

玉城定喜著『久志村誌』久志村役場 1967年10月

仲松弥秀編『恩納村誌』恩納村役場 1980年 3月

『残波の里（宇座誌）』宇座区公民館 1974年

具志川市誌編集委員会『具志川市誌』具志川市

安里永太郎編『北中城村史』北中城村 1970年 月

豊見城村史編簗委員会『豊見城村史』豊見城村役場

南風原村史編集委員会『南風原村史』南風原町役場

知念善栄編集『東風平村史』東風平村役場 1976年 1月

大里村史編集委員会『大里村史ー通史編ー』大里村役場

『 II ー資料編ー』

金城繁正編『玉城村史』玉城村役場 1977年 5月

具志頭村史発刊委員会『具志頭村史』具志頭村役場 1961年 6月

生活誌編築委員会『高嶺間切与座村誌一与座泉水ー』南部農林普及所 1982年

⑳

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑮

⑰

⑱

⑲

⑳

⑪

⑫

⑰

⑬
 

1962年 7月

1975年 7月

1970年

1964年12月

1971年 9月

！ 

1982年 3月

＂ ＂ ＂ 
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具志II[村史編集委員会『久米島具志川村史』具芯川村役場

仲里村誌編集委員会『仲用村誌』仲用村役場 1975年 3月

1976年 4月

-—風土記・古文献・論文• その他~

⑰ 沖縄風士記刊行会編『那覇の今昔』沖縄図書教材

⑲ 『沖縄風土記一糸満町編一』 1967年11月

⑳ 束息納寛惇『南島風土記』｛巾縄文化協会 1950年

＠ 烏羽正雄「沖縄の城郭」『日本城郭史の再検討』名著出版

＠ 比嘉春潮『沖縄の歴史』沖縄タイムス杜 1965年11月

⑫ 伊藤忠太・鎌倉芳太郎『南海古陶瓦』宝雲舎 1937年
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涵 仲松弥秀『古層の村』沖縄タイムス社 1977年

⑲ 中村昌尚「久米島のグシクについて」『沖縄久米島』沖縄久米島調在委員会編

弘文堂 1982年

⑳ 又古真三「沖縄の築城技術」『沖縄アルマナ／ク』No.2 経済研究所出版部
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The Archaeological Survey 

(feudal castle) in 

of GUSUKU 

Okinawa Islands 

well 

GUSUKU are the vestiges of ancient civilization found on the Island of Okinawa as 

as its surrounding islands. A majority of these ruins are surrounded by stone-made-

walls which are located on slightly elevated lands. 

discovery of ancient 

nee, 

Inside the GUSUKU, 

mains of food such as clams, 

pottery, 

and so on. Objects such as luxury goods, 

goods including armory, weapons, and tools were brought forth from foreign imports. 

Considerably large amounts of ammunition were also found greatly preserved. 

Many holes dug directly into the ground were also found in the GUSUKU. There has 

been proven evidence that these holes were utilized as dwelling places and stage ar
eas. Some 

of the large scale GUSUKU ruins are made by layers of cut stone and its castle gates 

are supported by stone areas. 

Brick construction found within are known to be the quarters of the rulers. 

references this is called 

steal 

wheat, 

remams included some and re-

According to texts of archaeological 

In必eprehistory, which came immediately before 

occured concerning Okinawa. In different regions of Okinawa, culture 

society of integrated ladderings. A productive economy became more and more well 

as did the general method of profits. 

The rulers, in order to insure adequate protection for their citadels, had the GUSUKU 

on slightly elevated lands and defensive armories were built into the stone walls. 

Through this, stronger and stronger rulers were born and Okinawa became unified. 

of this unification was the Shuri Castle of Okinawa. 

the GUSUKU 

the GUSUKU Period. 

Period, a great 

structured 

built 

The result 

change 

mto a
 defined 

During this peiod, large 

trade had occured with China and mainland Japan. 

We hope many people read this report and find its conおntsuseful for studying and /or 

sightseeing. 
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